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01
プロフェッショナル人材

事業について
プロフェッショナル人材事業は、地域企業が、潜在的な力を開花させ、成長すること
により、地域経済に新たな付加価値を創出し、地方への新たなひとの流れを生み出す
ことを目的としています。
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02
プロフェッショナル人材

活用事例
プロフェッショナル人材戦略拠点を通じ、「攻めの経営」への転換と、プロフェッショ
ナル人材の採用を通して「成長」を実現している地域企業の事例を紹介いたします。
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EC サイトの積極的な活用方法を考える中で、自社の成長を目指すマインドチェンジ

EC サイト売上向上へ向けた現状把握・分析と施策立案

新分野進出への伴走型支援

地元の食材、特にフルーツを訴求し地元の魅力を発信する企画立案などで、営業戦略全般で幅広く活性化

新築住宅事業の集客力向上と伴走支援

飲食事業における自走型組織の確立

新商品のワイン、リキュールのデザイン・ネーミング・ストーリー等のブランディング

大手飲料メーカーの商品企画経験者がマーケティング戦略を助言し、ご当地グルメを集めた冷凍食品自動販売機の売上拡大

「EC サイトの集客・販売戦略立案による売上向上」と「DX による業務効率化」

自動化設備事業の営業として、得意先顧客の創出、事業拡大の継続

本場大島紬の未来に向けた、新商品開発と販路開拓のためのブランディング・マーケティング戦略の立案

製造・研究開発から特許取得、国内外に向けたスーパービタミン E の効能アピールで製造技術と発信力の強化に貢献

設計力に長けた専門人材として量産を見込んだ顧客製品を設計から手がけたことで、成長戦略の一歩目となる土台を確立

社内 SE としてシステム管理とコミュニケーション強化による社員の IT スキル向上

知財強化、企業理念再構築と設定、組織最適化、人材育成、品質・コスト・納期管理、事業戦略。総合的な経営強化

売上拡大に向けソフトウェア開発力の強化

当社の主幹業務である設計開発部門の人材強化

独自のゲノム編集因子 ST ８実用化のための基礎的な開発。またゲノム編集因子の構想にも関与

基幹システムの新規導入および IT 化の推進、啓蒙による業務の効率化　　

社内製品知識と交渉能力の向上、製品開発の推進、自社修理の推進

カドウフーズ株式会社

株式会社ファーストインターナショナル

ロッツ株式会社

株式会社ホテルシンフォニー

鈴木建設株式会社

セルビスグループ

株式会社 TOA　和歌山湯浅ワイナリー

株式会社金居商店

株式会社志ほや

アラインテック株式会社

窪田織物株式会社

ファイトケミカルプロダクツ株式会社

日幸電機工業株式会社

工藤建設株式会社

株式会社サムウエイ

橋本電子工業株式会社

株式会社童夢 

株式会社セツロテック

株式会社 Wave Energy

株式会社サカワ
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新たな人事評価制度を構築するにあたっての考え方、進め方などの整理が完了

外国人材の通訳、教育、育成カリキュラムの作成

需要が見込まれるソフトウェア受託開発事業において、人材採用戦略の立案と実行

DX の視点からの中長期的事業の方向性の策定および事業再構築の助言・指導

独自の特殊技術および知識・経験を活かし、年商 1.5 倍を目指した新規事業へ挑戦するための、経営管理の強化！

豊富な経験を活かし、海外事業 / 効果的な広報戦略構築、ブランディングなどで活躍

1,500 名を超える企業に総務部長として着任。会社として初の２工場体制での運営管理や、創業 50 周年行事にも注力

社会福祉協議会の事業は「サービス業」であり、住民は「顧客」であるという、民間の発想で組織の意識改革

教育機関との交渉や業界リサーチなどの人事活動の他、外部研修や面談などを通じて現社員の研修・育成

DX 化 (Digital Transformation) へと変革するためのスマートファクトリーの実現

自社倉庫の在庫管理の改善業務と倉庫管理システムの有効性把握・予算化

医薬品における管理業務の効率化実現

業務・作業マニュアルの再標準化と、多言語化した動画で外国人材へきめ細かく対応

工場の生産現場にはりついて現状調査と診断を実施のうえ、短期・中期の３か年改善計画をつくり、改善に着手

医療分野にも進出するものづくり企業にふさわしい品質管理体制の強化

トップダウンの組織運営から、経営幹部と現場の双方向によるコミュニケーションを促進するための仕組づくりと意識付け

事業承継等の変革期。地域に求められる医療法人の「あるべき姿」と「ブランディング」

当初のミッションである事業承継は経営者としての引継ぎであったが短期間で M&A( 株式譲渡 ) も達成

海外に向けた「昔ながらの醸造を伝える蔵」の情報発信と、蔵案内のマニュアル化

海外経験豊富なプロ人材採用による営業力強化 ( タイ現地法人工場長候補 )

群馬県

岐阜県

島根県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

宮崎県

沖縄県

栃木県
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富山県

福井県

愛知県

京都府

兵庫県

奈良県

熊本県

秋田県

大分県

オウミ技研株式会社

森松工業株式会社

株式会社イプシロンソフトウェア

高知機型工業株式会社

株式会社廣瀬産業海事工業所

株式会社中山鉄工所

株式会社大島造船所

社会福祉法人美郷町社会福祉協議会

株式会社シーサー

日冷工業株式会社

株式会社リガク 山梨工場

十全化学株式会社

真名川株式会社

佐橋工業株式会社

三幸総研株式会社

有限会社オーエス電機工業所

医療法人応篤会

サンユー工業株式会社

有限会社石孫本店

株式会社テオリック
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メタバース ( 仮想空間 ) 観光ツアー、新規事業構築のための事業企画支援

M&A における協議、TOP 面談、DD や PMI の立案などに積極的に関与頂き、検討実施件数が１年で倍以上に増加

異業種で経験を積んだ若手人材の確保と組織活性化

ローカルテレビ局のウェブ展開における地域情報の充実と DX の推進

広告事業規模拡大のため、ニーズの高い Web 関連であるデジタル部門の体制強化

茨城県

広島県

福島県

石川県

長野県
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タビットツアーズ株式会社

株式会社みどりホールディングス

第一温調工業株式会社

北陸朝日放送株式会社

株式会社アサヒエージェンシー
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プロ人材がもたらした効果3

プロ人材に与えられたミッション2

抽出された経営課題1

事例

所在地

創業年

従業員数

役職名: 
年齢: 
還流ルート:
家族構成:
出身地: 
業務遂行手段: 

主な経歴:

プロ人材

企業からの声

【入社時のプロフィール】

氏 氏

氏 氏

EC サイトの積極的な活用方法を考える中で、
自社の成長を目指すマインドチェンジ

北海道函館市
2010

14
年
名

カドウフーズ株式会社
食料品製造販売 ( 地元規格外食材を活用
した菓子・そうざいの製造販売 )

事業強化の一環でお引き合いを頂きま
した。顧客分析、ニーズに合致した強
みの発信体制の構築などをご支援差し
上げました。社長が経営判断を下しメ
ンバーがすみやかに実行する、行動力
に長けた企業様です。デジタルとリア
ルを織り交ぜた実績ある施策の考え方
を次々と取り込まれています。素晴ら
しい商品と相まり、益々ご成長される
ことと思います。私も数々の刺激を頂
きました。この場をお借りし御礼申し
上げます。

私の他に２名の EC サ
イト活用プロジェクト
メンバーとプロ人材と
の遠隔でのプロジェク
ト会議の風景

当 社 に は、 専 属 で
WEB 担 当 者 や 営 業
職がいるわけでもな
く、EC サイトの活用
は難しいと感じてい

ました。いざ EC サイトについて勉強
しようと思っても、時間が限られる中、
全体的な構造を捉え、効果的な WEB
戦略の立案を行うのは非常にハードル
が高く、半ば諦めかけていましたが、
副業・兼業のプロ人材のセミナーを知
り、これならやってみる価値があるの
ではないかと思い、プロ人材を紹介頂
きました。今後、プロジェクトごとに
この仕組みを活用できたらと考えてい
ます。

富士通㈱ CEO 室、アマゾンジャパン
( 同 ) ハードライン事業本部、トトノ
エルジャパン ( 同 )CEO

代表取締役社長

30
---

転居なし
妻、息子

和歌山県

歳代

砂川 大輔
す な が わ  だ い す け

 か ど う  せ い や

01
北海道

地域経済が徐々に衰退しつつある中、活力を高める方法として、函館の強みである和
洋折衷でレトロなイメージと自然の恵み豊かな地域の素材で体に優しく、食べて幸福
感が得られるような、新たな価値を備えた函館土産を創造すべく、カドウフーズ株式
会社を起業しました。おかげ様で、代表作の「はこだて雪んこ」はJR函館駅や空港、
各土産店で大人気となり、好評を頂いておりますが、もっと多く（全道・全国・世界）
の方々に「食べて幸福感を感じてもらう」にはECサイトの活用が必要です。しかし、
その運用が上手くいかず、ECサイトの有効活用が課題でした。

現状、土産物店や百貨店での物産展などで好評をいただいていますが購入者は一過性
にとどまっており、継続的な販売実績を積み上げていくには、ECサイトの活用が必
要不可欠です。プロ人材は大手通販サイトでマーケティング部門に従事し、その後
大手製造業での経営戦略策定および実行支援、進捗管理などを行っておられることから、
プロ人材のミッションとして各種WEBからECサイトへの流れを見える化して頂き、
WEB戦略の立案や運用、現状分析からマーケティング活動の支援・サポートと共に、
知識の伝授をお願いしました。

専門家派遣などを何度か受けてきましたが、自社にノウハウが残ることはなかった
ため、副業人材と契約し、どこまでやって頂けるのかという思いはありました。まず、
私の他に2名のECサイト活用プロジェクトメンバーとプロ人材とで遠隔で打ち合わせ
をしました。プロ人材からは当社の販売実績などからECサイトの分析や、改善点、
知識の共有などを行って頂きました。私を含めメンバーは新しい事を知る楽しさを感じ、
メンバーから直接プロ人材に質問をするなど従業員の気持ちが前向きに変わっていく
のがわかりました。

従業員の力を引き出す EC サイトの有効活用

WEB 戦略の立案や運用、マーケティング活動の
支援・サポート

EC サイトの運用について従業員の気持ちが
前向きに変わった

嘉堂 聖也

全て遠隔業務
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プロ人材がもたらした効果3

プロ人材に与えられたミッション2

抽出された経営課題1

事例

所在地

創業年

従業員数

役職名: 
年齢: 
還流ルート:
家族構成:
出身地: 
業務遂行手段: 

主な経歴:

プロ人材

企業からの声

【入社時のプロフィール】

氏 氏

氏 氏

す な が わ  だ い す け

さ く ら ば    ま さ き

EC サイト売上向上へ向けた
現状把握・分析と施策立案

青森県八戸市
1994

8
年
名

株式会社ファーストインター
ナショナル
地域貿易商社

EC 事業強化の一環でお引き合いをいた
だきました。
現状分析、優良他社との差分の抽出、
ベストプラクティスを量産する体制の
構築などをご支援差し上げました。
誠実な企業文化をお持ちで、信頼関係
の構築に長けた企業様です。
外部、しかも若輩者の話にも熱心に耳
を傾けられ、デジタルノウハウを吸収
なさるお姿に感銘を受けました。
外部人材の調達が容易になった現代、
益々ご成長されることと思います。

砂川氏との協業効果が
出てきた「2023 年 5 月
～ 10 月」の EC サイト
売上前年同期比

社内に EC サイト運用
の専 門 的 な 知 識 が
無いこともあり売上
が伸び悩んでおりま
した。砂川氏の専門

的知識・経験に基づく現状分析～具体
的施策の提案・実行により、売上増加
と販売態勢の構築が実現しました。今
後も教えていただいた運用方法等を活
用して、更に売上を伸ばしていきたい
と思います。
初利用となりました「副業」は、課題
解決策としての有効性と、プロ人材と
協働する社員への有益性を高く評価
し、その後も経営課題解決策として複
数の副業人材を利用しています。

富士通㈱ CEO 室、アマゾンジャパン
( 同 ) ハードライン事業本部、トトノ
エルジャパン ( 同 )CEO

常務取締役

30
マーケティング顧問

転居なし
妻、息子

和歌山県

全て遠隔業務
---

歳代

砂川 大輔

02
青森県

ECサイトを利用した当社輸入品販売事業において、思うように売上が伸びず、社内
メンバーが出来る改善・増強策はほぼ実行し尽くしてしまい、ここからは専門的知識
を持つ外部人材の関与が必要と考えました。しかしながら当社規模では専門知識を有
する人材の常勤雇用は難しく、運営の外部委託では社内にノウハウが蓄積されないと
苦慮する中、青森県拠点から外部人材の利用、新しい人の使い方としての「副業」を
紹介され、プロ人材を期間限定で採用し、教えていただきながら社内のメンバーと運
営することにしました。

大手ECサイト会社で法人顧客マーケテイングを担当し、多くの企業の売上向上に貢献
された実績と経験を活かしていただき、ECサイトを利用した販売態勢の整備・強化、
そのための現状分析・課題抽出・対応策の立案・実施管理をお願いしました。当社
メンバーと定期的にオンライン会議を開催し、洗い出された課題に対して個別対応策の
提案、実施方法の指導をいただきながら目標の販売態勢構築・ノウハウの蓄積を目指
しました。大切にした社員との融和では、面接を通じて感じた砂川氏のお人柄から
優れたコミュニケーション力・指導力を発揮いただきました。

取組みを開始したのは2023年２月からでしたが、効果が見え始めた2023年５月以
降から10月までのECサイト売上は、前年同期比で122.8％という明らかな増加効果
が得られました。現在、担当メンバーは砂川氏から教えていただいた分析方法と施
策を活用した新しい販売態勢・手法により、更なる売上向上へ向けて積極的に取組
んでいます。当社社員にとって業界最前線で活躍されるプロ人材との協働は、知識・
能力の向上に加え、業務に対するヤル気、モラール向上までもが図られ社員育成効
果も大きかったと思います。

EC サイトでの売上向上・そのためのノウハウ蓄積

EC サイト売上向上へ向けた
各種施策立案・実行サポート

新しい分析方法・施策による売上増加と
社員の意識向上

桜庭 雅紀
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プロ人材がもたらした効果3

プロ人材に与えられたミッション2

抽出された経営課題1

事例

所在地

創業年

従業員数

役職名: 
年齢: 
還流ルート:
家族構成:
出身地: 
業務遂行手段: 

主な経歴:

プロ人材

企業からの声

【入社時のプロフィール】

氏 氏

氏 氏

新分野進出への伴走型支援

岩手県大船渡市
2011

43
年
名

ロッツ株式会社
オーガニックチョコレート製造販売、
訪問リハビリ、リハビリ特化型ディサー
ビス＆フィットネス等

当社の創業経緯、その後の事業展開に
賛同し、発展の一翼となれればと思い、
お手伝いをさせていただくことになり
ました。新分野進出ということで、迷
いや戸惑いがあったとは思いますが、
富山社長が私の提案を前向きに受け入
れていただき、ブランドイメージとパッ
ケージ案だけでなく、今後の鍵となる
生産管理体制の構築についても意見を
交えております。

これまでのチョコレー
ト に は な い、 新 た な
パッケージデザインに
より、購買者へ当社の
コンセプトを提案。

M 氏との打ち合わせ
を重ねる中で、新し
い気付きやこれまで
とは違う方向性や可
能性を認識すること

ができ、よりブラッシュアップされた
ブランドイメージの構築へと繋がりま
した。また、生産管理体制の強化にも
アドバイスを頂いています。今後はい
ただいた商品パッケージデザインを基
に、販売促進に取り組んでいきます。

ブランド戦略策定

代表取締役

40
某大手菓子メーカー
製造開発部長

転居なし
単身

東京都
---

K.M.

03
岩手県

当社は、調剤薬局から事業を開始し、日本初の「単独型訪問リハビリテーション」「リ
ハ特化型デイサービスとフィットネスジムの一体化事業」など、医療介護中心のビジネ
スを展開しています。その中で、健康維持・向上の観点から、保険適用事業分野以外で
のビジネス展開として、食分野への取り組みを開始しました。現在は、薬剤師が作る健康
に良いチョコレート「Bean to Bar CHOCOLATE」の製造、実販売を担う「CACAO 
broma」店舗運営をしています。少ない人員での多角的な業務展開を実施となっており、
慢性的な人材不足に陥っており、新分野展開に注力するリソースを求めていました。

地元の商業施設「カモシー」店舗での販売に加え、リアル店舗での出店計画が着々と
進んでいるものの、マーケティング戦略が弱い状態でした。当社の作るチョコレート
で美味しい健康習慣を提案するため、カカオブローマのブランドイメージを作るため、
「店舗×ネットの販売戦略の企画経験」「食品のブランド戦略作りに携わった経験」
を持ち、「アドバイスだけでなく、実行まで伴走してくれる」人材を求めていました。

「オーガニックカカオと黒糖のみで作る、美味しくて健康になれて元気でいられるチ
ョコレート」のブランドコンセプトの下、「市販されている大手菓子メーカー製品」や
「高級路線を走るチョコレート専業メーカー製品」ではない「第三極のチョコレート」
として、イメージ戦略を策定し、新たなパッケージデザインを作成。
出店した東京(白金台)での販売促進に繋げると共に、ECサイトでのプロモーションに
より、BDシーズン向けの催事や今後の店舗出店へと進んでいくこととしています。

新分野進出への援護

カカオブローマ事業の売り上げ促進のための
販売戦略策定

ブランドイメージの確定

富山 泰庸

全て遠隔業務

歳代

と み や ま  よ し の ぶ
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プロ人材がもたらした効果3

プロ人材に与えられたミッション2

抽出された経営課題1

事例

所在地

創業年

従業員数

役職名: 
年齢: 
還流ルート:
家族構成:
出身地: 
業務遂行手段: 

主な経歴:

プロ人材

企業からの声

【入社時のプロフィール】

氏 氏

氏 氏

地元の食材、特にフルーツを訴求し
地元の魅力を発信する企画立案などで、
営業戦略全般で幅広く活性化

山形県寒河江市
1955

44
年
名

株式会社ホテルシンフォニー
宿泊・一般宴会・婚礼・法事法要・すき
やき店・日本そば店

片桐氏の提案で、地元
企 業 と の コ ラ ボ が で
き、新商品開発に発展
しました。地元テレビ
局から取材依頼を受け
ました。SNS の発信で
フォロワー数も着実に
増えておりますが、具
体的な効果データはま
だ表せません。

04
山形県

ポストコロナ後の営業戦略として、特に宿泊部門の強化を計画していましたが、人員
不足また徐々に忙しくなったための労力不足など多数の問題点が持ち上がり、日々の
業務に追われ足元しか見えず、新商品開発・地元の魅力発信・ホームページの内容精
査など、先取りした業務に手が回らない状況でした。

営業戦略全般についての大きな目標と、飲食業とのコラボ企画提案・新商品企画造成
提案などできる方で、当社事情を理解し、前向きに物事を考えて頂ける方、そして一
緒に実務ができる人材の確保が急務と考え、山形県プロ人材拠点に相談したところ、
多数の応募がある中選考させて頂き、最終的に片桐氏に決定させて頂きました。決め
手は、片桐氏からの当社への思いがこもった企画書を短時間で作り上げて頂き、内容
の素晴らしさでした。一緒に協力し合える関係を築ける方と感じました。

社内のスタッフは、ホテルはこうあるべきと固定観念にとらわれ凝り固まっている
のが現状です。でも片桐氏は色々な引き出しを多数持っていて様々なアイデアが多数
出てきます。片桐氏が会議に入ってもらうと空気が変わるように感じております。
現在も進行中のプラン・企画中のプランなど多数あります。又食材をテーマにして
いることが多いため、社内スタッフも刺激を受け、スタッフから新たなアイデアが
出てくるなど、好循環が生まれて来ております。

新型コロナウイルスで疲弊したホテルの活性化

ポストコロナ後の売上回復に向け、企画と実務の
できる人材確保が急務

社内からもアイデアが出る好環境に変化

地域活性化の知見をもっとほかの分野
で活かしたいと、副業人財募集に対し
て応募。今まで行ってきた食品サービ
スの開発、マーケティング、プロモー
ションなどの視点を交えて、新しい企
画を生み出しています。一方でホテル
業界独特の販路開拓や地域特性などを
知ることができるのが自分自身の知見
の広がりも感じます。

片桐氏との会議はリ
モ ー ト で、 週 １ 回・
１ 時 間 程 度 の た め、
時間内で終わるよう
事前準備を行いまし

た。また自社担当者の事前の取り組み・
前回決定事項の行動など、片桐氏との会
議だけでなく、社内会議への入り方にも
好影響を与えております。当初はリモー
トでの会議では良い人間関係はできない
かと思っておりましたが、結局リモート
でも人対人とわかり、社内スタッフの成
長も著しく感じます。

百貨店の営業・経営企画、まちづくり
会社 ( 商店街活性化 )、IT 企業、イベ
ント企画や地域活性化企業

代表取締役

40
---

その他
妻、子供

東京都

全て遠隔業務
---

片桐 新之助

佐藤 佐知子

か た ぎ り   し ん の す け

歳代

さ と う  さ ち こ
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プロ人材がもたらした効果3

プロ人材に与えられたミッション2

抽出された経営課題1

事例

所在地

創業年

従業員数

役職名: 
年齢: 
還流ルート:
家族構成:
出身地: 
業務遂行手段: 

主な経歴:

プロ人材

企業からの声

【入社時のプロフィール】

氏 氏

氏 氏

新築住宅事業の集客力向上と伴走支援

千葉県旭市
1971

57
年
名

鈴木建設株式会社
総合建設業 ( 土木事業・建設事業・農業
施設・住宅事業 )

リモートで打合せをし
ている風景です。2 回
ほど直接当社にお越し
い た だ き、 対 面 で の
打 合 せ も 行 い ま し た。
話 を 進 め な が ら Excel
データ等の作成をして
くださるので、打合せ
がスムーズに進みます。

05
千葉県

2001年から住宅部門を立ち上げ、集客にあたりHPの刷新・InstagramほかSNS・スタ
ッフブログ等様々な取り組みを行いましたが、資料請求や見学会の来場者など具体的
な集客数に結びつかず悩んでいました。昨今の消費者行動の変化として、住宅展示場
で家を選ぶのではなく、Webを通してとことん調べ選んでから個別に資料請求・来場
する傾向にあります。その候補にあがるための認知度の向上と集客アップにつながる”
種まき”を如何に進めるべきか、当社の現状分析からできる人材が社内にいないためど
こから手を付けたらいいのか、が課題でした。

HP制作会社や規格住宅の提供先からのアドバイスなども受けWeb施策を手あたり次第
やってきましたが、具体的な成果を得られていませんでした。改めて対象ターゲット
と現状の分析、具体的な施策の検討から、施策を打つ上で「効果的な見せ方や発信ネ
タ」など、総合的にアドバイスをいただきながら改善し、またその手法が当社に定着
するまで伴走支援をしていただくことをプロ人材にお願いしました。

小泉氏とは週1回、1時間リモートで打ち合わせを行っています。温厚かつ前向きな
意見で、当社の現状分析や目指す方向性の整理をしていただきました。時には言い
にくいことも当社の成長の為に客観的な目線で率直な意見を述べて下さっています。
また、会議の進行方法やまとめ方、議事録の作成など、このプロジェクトに限らず
活かせるノウハウを小泉氏から学ぶことができ、社員のスキルが上がっているのを
感じます。今までは分析する知識や時間がなく、ただ行動して終わっていたものが、
行動の後の反省・分析を次に活かすというルーティンも確立しつつあります。

新築住宅事業の集客力向上を図りたい

住宅事業の全体マーケティング戦略の立案と実行、
社内で自走できるまでの伴走支援

現状分析と社員のスキルのレベルアップ

お打ち合わせをする中で、皆様の想い
や強みが理解でき、それらを最大限発
揮できる状態はどのような状態なのか
を考えながら進めました。「答えは自社
の中にある」というのが私の持論です。
人と同じく、法人も自身のことが一番
わからないことが多いです。第三者目
線で自社の強みや魅力に気付いていた
だくように、伴走させていただきまし
た。中長期的な文化や資産ができるよ
う、これからも尽力させていただきた
いと思います。

聞き役、まとめ役を
やってくれるのでと
てもありがたいです。
外部人材であるがゆ
えに外から客観的な

目線で意見を言っていただき、社内だけ
では気付けなかった問題点や解決策を提
示してもらいました。
また、２回ほど当社へ足を運んでくださ
り、社内や周辺地域の雰囲気を感じてい
ただき、プロジェクトに対する熱量を感
じました。外部の人だからこそ相談でき
ることもあり、プロフェッショナル人材
であるからこそ良いということを多々感
じました。

人材サービス会社にて営業 20 年。営
業戦略立案、人材マネジメント、マー
ケティングなど。

代表取締役

40
---

転居なし
妻、子供 2 人

千葉県

遠隔業務と月数回の対面
会議

小泉 滋

鈴木 和彦

こいずみ　しげり

歳代

す ず き  かずひこ
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プロ人材がもたらした効果3

プロ人材に与えられたミッション2

抽出された経営課題1

事例

所在地

創業年

従業員数

役職名: 
年齢: 
還流ルート:
家族構成:
出身地: 
業務遂行手段: 

主な経歴:

プロ人材

企業からの声

【入社時のプロフィール】

氏 氏

氏 氏

飲食事業における自走型組織の確立

大阪府堺市
1973

945
年
名

セルビスグループ
冠婚葬祭互助会、ブライダル事業、葬祭
業、介護サービス事業、飲食事業等

「梅木さんちの台所」の
店 長 を 務 め る 柴 田 氏。

「代表がすべて任せて
くださるので思い切っ
ていろいろチャレンジ
できます。湧いてくる
アイデアを次々にかた
ちにしていって収益に
つなげていきたい」と
話しています。

06
大阪府

グループの柱であるブライダル、葬祭業が、コロナ禍に伴い、式そのものができず、
できたとしても小規模化してしまいました。飲食店事業はまだ成長途上で、これまで
ブライダル、葬祭業の収益で補ってきましたが、早急に拡大を図る必要に迫られまし
た。そのため事業部ごとに専門人材を採用し、裁量をゆだね、代表が指示を出さずと
も運営できる自走型組織に変えていきたいと考えていました。

これまでは坂元代表が経営の傍ら、メニューやブランディング等について指示してき
ましたが、事業拡大を見据え飲食店のマネジメント経験を持つ人材の採用を考えまし
た。単に言われたことをやるのではなく、失敗しても良いから率先していろんなこと
を自ら発案し、行動できる人材を求めるため、面談時には理念やビジョンと共に厳し
い現状、数字を洗いざらい伝え「覚悟を持って入社してほしい」と伝え、本気度を測
りました。また、２つある飲食店を立て直し、自走型組織へと変えたあかつきには飲
食店事業を統括する役員になってもらいたいということも伝えました。

まだ入社して半年なので数字的な成果は目に見えて現れてはいません。ただ、料理
人に任せていたレシピを明文化し材料の仕入れ原価を数値化することでメニューご
との原価率を明らかにし、使う材料を考え直したり、どのメニューを重点的に売っ
ていくかなどの方針が立てやすくなりました。また、来店客の少ない時間帯の営業
時間を短縮したり、シフトを見直すことによって社員の残業時間が大幅に減り、ス
タッフが元気に働ける環境を整えました。SNSを使った情報発信などをスタッフに
任せることで、スタッフが責任を持って明るく働く職場へと変わりつつあります。

飲食店を運営管理する専門人材がおらず、
事業の収益化が図れていなかった

飲食事業の拡大と、自走型組織の構築に向けた
人材育成

現場スタッフがモチベーションと
目的意識を持って働ける風土の改革

面談時に代表から「うちの店はほんまに
大変な状況やで」と 20 回ほど言われま
したが、むしろ伸びしろを感じ「面白い」
と思えました。入社後は原価データなど
を明らかにし、「鶏と豚」の店を打ち出
すべくメニューの見直しも図りました。
当初はスタッフとの距離を感じていま
したが、店長として取り組みたいことや
思いを伝えるうちに味方になってくれ
るスタッフが増えていきました。早く黒
字化を果たし期待に応えたいと思って
います。

当初は採用がうまく
進まず途方に暮れて
いましたが、大阪府
プロ人材のアドバイ
ザーさんからいただ

いた助言によって、募集時の訴求内容
や選考方法の見直しを実践したとこ
ろ、他の事業部門も含め求めていた 4
人のプロ人材の採用が次々に決まりま
した。初回面談で私から直接現状と思
いを率直に伝えたことでやる気のあ
るプロ人材を採用することができまし
た。柴田氏を始め採用できた 4 人には
グループの将来を担ってくださるもの
と期待しています。

卒業後飲食業の世界に入り、様々な飲
食店を経験した後大手飲食チェーン店
で商品開発や研修も担当

代表

30
梅木さんちの台所　店長

転居なし
妻、子供

福岡県

柴田 鷹羅

坂元 正幸

事務所での業務

歳代

し ば た  た か ら

さかもと　まさゆき
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プロ人材がもたらした効果3

プロ人材に与えられたミッション2

抽出された経営課題1

事例

所在地

創業年

従業員数

役職名: 
年齢: 
還流ルート:
家族構成:
出身地: 
業務遂行手段: 

主な経歴:

プロ人材

企業からの声

【入社時のプロフィール】

氏 氏

氏 氏

新商品のワイン、リキュールのデザイン・
ネーミング・ストーリー等のブランディング

和歌山県有田市
1949

170
年
名

株式会社 TOA
和歌山湯浅ワイナリー
酒類製造・販売事業

副業プロ人材との連携
で完成した新商品の
ワイン「SHOW  YOU」と
古色梅酒「寝寧（ねね）」

「世世（ぜぜ）」

07
和歌山県

当社は、大手石油会社の協力会社として石油および石油化学製品の生産・出荷作業に
創業以来携わっていますが、脱炭素の流れのなか将来的な売上減少が予想され、新た
な事業への多角経営化を進めています。当社は全国有数のミカン類の生産地である有
田地方に立地し、多角化の重点事業として果実を原料としたリキュールの製造・販売
に着手しました。その後ワインの製造を開始、今回さらに梅酒の販売を計画しました。
製造に関するノウハウには自信を持っておりますが、販売(売上増加)に関してノウハ
ウ不足を実感しており外部の力を必要と考えていました。

現在販売しているリキュール「勹果（ほうか）」やワイン「和（わ）」「TOA200」と
ともに、試作段階のワインや梅酒をトータルでコピーライティング、外装箱やラベル、
ストーリ性の言語化、デザイン化についてプロの目線から社内チームへ具体策のアド
バイスを行い完成までの伴走を求めました。特に、当ワイナリー所在地の和歌山県湯
浅町は醤油醸造発祥の地として知られ、また和歌山県は当地の有田ミカンをはじめ梅、
桃、ブドウ等フルーツ王国であり、地元果実を使用した当社の酒類の販売促進につい
て、地域の魅力を活かした情報発信をお願いしました。

プロ人材と社内チームとの連携で、醤油を使った料理に合い、また、醤油発祥の地をイ
メージできるネーミングのワイン「SHOW  YOU」の開発を終え、さらなる熟成を待って
販売を開始します。また、熟成期間18年に達する「古色梅酒」には、「寝寧（ねね）」
「世世（ぜぜ）」と名づけ販売を開始しました。その印象強い名称にマッチした特徴的
なボトル形状とともに、開発ストーリーを物語として印刷した包装内部と一体となった
パッケージは「古色梅酒」の魅力を強く訴えかけてくれます。ワイナリーを訪れるお客
様の関心は高く、今後大いに期待しています。

多角経営化の重点事業である酒類製造、
販売事業の売上向上

新商品を魅力あるストーリーやデザインで
ブランディング

地域の魅力が商品の魅力に通じるデザイン、
ストーリーが完成

和歌山県出身の両親が 3 年前にＵター
ンしたのをきっかけに、和歌山県を訪
れる機会が増え、魅力を実感。和歌山
県らしさを世の中にアピールできるよ
うな仕事はないかと思っていた際に、
和歌山湯浅ワイナリー様からご縁をい
ただきました。商品のコンセプトから
商品名、ラベルのデザインまで幅広く
ご提案させていただき、採用いただい
た際はとてもうれしかったです。今後、
商品が世の中に出ていくのを楽しみに
しています。

新商品開発において、
販売戦略を立てなが
ら 商 品 化 し た い と
思っていました。そ
んな中、プロ人材拠

点より副業人材のご案内があり、専門的
なスキルを持った応募者の中から人選で
きる事、低コストで短期間でも活用でき
る事等、利点ばかりであり、面談の結果、
期待するスキルを持った２名の方の活用
に至りました。プロ人材の石橋氏の言う

「どんな商品でも魅せ方を変えれば売れ
る。良い商品だったらなおさらだ」に大
変興味を持ち、ストーリー性や魅せ方の
重要性を再認識しました。

大手食品会社　プロジェクトマネー
ジャー

本部長代理

40
---

転居なし
---

東京都

全て遠隔業務

石橋 宏子

井上 量一

い し ば し 　 ひ ろ こ

歳代

いのうえ  りょういち



14 15

プロ人材がもたらした効果3

プロ人材に与えられたミッション2

抽出された経営課題1

事例

所在地

創業年

従業員数

役職名: 
年齢: 
還流ルート:
家族構成:
出身地: 
業務遂行手段: 

主な経歴:

プロ人材

企業からの声

【入社時のプロフィール】

氏 氏

氏 氏

大手飲料メーカーの商品企画経験者が
マーケティング戦略を助言し、ご当地グルメ
を集めた冷凍食品自動販売機の売上拡大

鳥取県鳥取市
1905

10
年
名

株式会社金居商店
OA 機器・事務機の販売・レンタル・
保守サービス、冷凍食品関連事業等

鳥取県内に設置してい
る当社が運営している
冷 凍 食 品 自 動 販 売 機。
宮尾氏とミーティング
を重ねながら定期的に
販売する商品の入替を
行なっています。

08
鳥取県

2022年7月から新規事業として冷凍食品自動販売機の運営を行っております。全国各
地のご当地ラーメンを中心に、名店のグルメを集めた自動販売機など、コンセプトが
違う計2台を稼働しており、冷凍食品自動販売機は鳥取県内初の導入ということで、
売上やメディアへの露出共にとてもご好評をいただいています。今後、更なる売上拡
大を目指してマーケティングに力を入れるべく、様々な視点からアイデアを出してい
ただきたいと考えて、今回副業人材の募集を行いました。

売上の拡大を図りつつ、地域で喜ばれる自動販売機にしたいという想いで運営してき
ましたが、自分たちで出せるアイデアにも限りがあるため少々マンネリ傾向の状況で
した。何かと手探りで進めることが多く、ノウハウの不足と社員間の連携不足により
時間的なロスも同時に発生していたため、専門的知見を持つプロ人材に関わっていた
だき、面白く飽きの来ない自動販売機にすることで売上の拡大をはかり、地域にも喜
ばれ、さらには関わる社員のスキルアップも目指していきたいと考えました。

宮尾氏とは１～２週間に1回程度、オンラインでのミーティングを積み重ねています。
毎回、そこで出たアイデアを次のミーティングまでに反映することを繰り返してい
ます。その効果は数字として表れており、宮尾氏と契約した翌月には売上が倍増。
自分たちの行動が売上向上に直結していますので、社員のモチベーションアップに
も繋がっています。また、宮尾氏は自動販売機業界の知識も豊富のため、運営上の
問題も解決できています。将来的に当社が自走できるように仕組を整え、惜しみな
い協力体制で臨んでいただいており、大変満足しています。

冷凍食品自動販売機の売上拡大に向けた
マーケティング戦略

新しいアイデアで冷凍食品自動販売機の
エンタメ化にチャレンジ

売上の倍増に加え、冷凍食品自動販売事業に
対する社員のモチベーションアップ

自動販売機を主力チャネルとした企業
を歴任してきており、これまで長年にわ
たって食品のマーケティングに携わっ
ていました。この経験を活かし、社外で
貢献できることがないか、自身のスキル
アップも目指せないかと考え、また、さ
らに自動販売機文化を広めようとして
いる姿勢に大変感銘を受け、副業に応募
いたしました。目標である売上拡大に貢
献でき、本業とは全く違う環境でたくさ
んの刺激があって幸せな経験だと感じ
ています。

もともと当社として
は取り組みやすい分
野の新規事業ではあ
りましたが、実際に
稼働してみると様々

な課題が出てきました。そこで鳥取県
拠点に相談したところ、宮尾氏とマッ
チングすることができました。宮尾氏
には様々なアイデア出しとともに課題
に寄り添っていただき、私自身の意思
決定も早まりました。比例して社員の
行動も迅速となり、その結果、様々な
ことが良い方向に推移し、数字に反映
されています。この一連の巡り合わせ
がとても有難く、感謝の気持ちでいっ
ぱいです。

飲料メーカーにて主に商品企画を担当。
現在はスポーツニュートリション企業
でマーケティング全般を担う。

代表取締役

---
---

転居なし
---

---

宮尾 明日香

金居 洋子

全て遠隔業務

歳代

み や お  あ す か

か な い  よ う こ
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プロ人材がもたらした効果3

プロ人材に与えられたミッション2

抽出された経営課題1

事例

所在地

創業年

従業員数

役職名: 
年齢: 
還流ルート:
家族構成:
出身地: 
業務遂行手段: 

主な経歴:

プロ人材

企業からの声

【入社時のプロフィール】

氏 氏

氏 氏

「EC サイトの集客・販売戦略立案による売上
向上」と「DX による業務効率化」

岡山県岡山市
1913

23
年
名

株式会社志ほや
贈答用の食料品の製造・加工並びに販売
事業

各商品に設定する商品
名の設定の仕方と広告
運用の連携をサポート
していただき、高額な
広告料を支払わなくて
も、運用できる方法や
効果的なレビューの集
め方を教えて頂きまし
た。

09
岡山県

当社は約20年前からECサイトを開設していましたが、担当者の退職などでサイトの
戦略的運営が出来ていなかったため、近年は売上が伸び悩んでいました。特にSEO対
策、メルマガの運用、広告運用のマーケティングにおいて効果的な手法が課題と感じ
ており、当社独自に岡山県内でECの専門家を探していましたが、なかなか見つから
ず、プロフェッショナル人材戦略拠点を活用することとしました。

当社のECサイトにおける課題を解決するために、EC運営やオンライン広告の運用に
知見のある方を求めていました。村上氏は当社の扱っている商品の販売を得意として
いること、地方の企業への支援に力を入れてくださっていることから、契約に至りま
した。契約期間は令和5年4月からの3か月間。中元商戦が本格化する5、6月までに少
しでも課題解決に向けて成果を出したいと考えていました。

村上氏と当社のスタッフとは週1回1時間、オンラインで打合せを実施。同業他社の
サイトを比較した上での改善策について助言をいただき、中元商戦が本格化する5、
6月から売上が増加しました。社内のDX化についても助言をいただき、クラウド型連
絡ツールのチャットワークを導入したことで電子メールや電話に頼っていた緊急連絡
を一斉に送ることができ、店舗間相互の連携が堅固になりました。またChatGPTの
活用もアドバイスをいただき、それまで半日程要していたDMの文章作りの時間短縮
にもつながり、業務効率化を進めることができました。

売上増に向けた戦略的な EC サイトの運営

EC サイトの集客、販売戦略の立案

EC サイトによる売上増加と社内の DX 化による
業務改善

ウェブや EC を通じて地方創生に繋げる
ことを理念に掲げており、食品や化粧品、
健康食品の販売を得意としていること
から、地方で贈答品を手掛ける当社の力
になれるのではないかと思いました。今
回の業務を通じて、多くの面で価値提供
できることが多いと感じました。自分も
地方出身であるため、地方の企業活性化
を伴走支援できるよう取組んでいきた
いと思います。

EC の戦略的運営に課
題を抱えておりまし
た。そこで岡山県拠
点 に 相 談 し た 結 果、
副業・兼業人材の活

用を提案していただき、村上氏を含む
２名の方とのマッチングに繋がりまし
た。想像以上の短期間で成果を出すこ
とができ、広告費の見直しなど他の問
題点にも目が向くようになりました。
出会っていなければ、業務改善に着手
せず、今までやってきたことを続けて
いくのみだったと思います。今後もサ
イトを充実させ、お客様のニーズを満
たす商品を提供していきたいです。

福岡県を拠点に、学生の頃からフリー
ランスとして EC サイトの運営支援や
運営代行に従事

代表取締役

---
---

転居なし
---

愛媛県

村上 晶

池上 英子

全て遠隔業務

歳代

むらかみ　あき

い け が み  え い こ
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プロ人材がもたらした効果3

プロ人材に与えられたミッション2

抽出された経営課題1

事例

所在地

創業年

従業員数

役職名: 
年齢: 
還流ルート:
家族構成:
出身地: 
業務遂行手段: 

主な経歴:

プロ人材

企業からの声

【入社時のプロフィール】

氏 氏

氏 氏

自動化設備事業の営業として、得意先顧客の
創出、事業拡大の継続

山口県岩国市
1950

175
年
名

アラインテック株式会社
各種生産設備の設計・開発・製造および
プラントメンテナンス

写真は今年出展した展
示会の写真です。
展示会出展の際にはお
客様にブース来て頂く
ために、ブースのデザ
インを手掛け、集客を
増やしました。
その結果、引合件数も
3 ヶ月連続前年同月比
で 2 倍になりました。 

10
山口県

当社は50年以上にわたり自動化設備事業を展開しています。基本はお客様の意向に
合わせて最善の設備提案を行い、その設備を受注、一品一品カスタマイズ設計製作す
るスキームです。これまで様々な自動化設備を様々な業界に納入、様々な設備の技術
ノウハウを蓄積し、それを他業界に生かすことを強みに幅広い事業展開を進めてきま
した。それゆえに戦力が分散し得意先の継続的創出ができない、安定的な事業拡大に
至らないという課題に直面していました。

固定顧客獲得のためには、まず上流の営業力強化が最優先と考えました。ところが特
注設備の営業のスキルは通常とは異なり営業力＋幅広い設備知識という2つのスキル
が求められます。この条件を満たす人材の採用を長きにわたり検討し、やっと今回の
採用に至りました。まず当社の様々な業界に納入した様々な設備とその設備技術概要
の把握、営業戦略立案にも協力してもらい、現在はマネージャーとしてチームを率い
て自らが率先して動き、新規顧客開拓に尽力しています。

従来の顧客のサポートによる顧客満足度向上、新規顧客に関しては窓口責任者として
次期新規ユーザー候補を絞り込み、数社にプレゼン会など実施、当社の展示会出店に
も営業主軸として積極的に集客対応に取り組むなど、新規設備案件発掘に努めてい
ます。また持ち前のコミュニケーション力を生かし技術と連携、日々新規案件受注に
向け業務推進中です。今後はこれらの商談をまとめて、新規実績を作り、BtoBの人脈
コネクションを広げて、新規得意先獲得できるものと確信しています。

自動化設備事業における顧客満足度向上による
得意先顧客の創出、継続事業拡大

自動化設備事業における固定顧客の確保と
継続的な新規得意先顧客の獲得

戦略的新規顧客発掘に注力、
新規コネクションの拡大に貢献

コンサル系エージェントからの紹介で
転職。山口県には縁もゆかりも無かった
ものの、会社の業界成長性と子育てに良
い環境を感じ、家族と共に移動しました。
仕事では、自動化設備の営業を行う中で、
機械・電気知識と営業スキルの両方を必
要としており、今まで培ったスキルを活
かせています。各業界の製造や生産現場
で一緒に仕事をすることで、日本のモノ
づくりの最先端に毎日触れることがで
き、日々新しい刺激を感じられています。

当社では自動化設備
事業拡大のためにい
くつかの課題を抱え
ており、その中でも
特に営業力の強化が

急務と考え人材採用を検討していまし
た。そうした中でエージェントの紹介
により当社が求める人材を採用するこ
とができました。木村氏は営業力はも
ちろんのこと設備の知識も有しており
当社の設備技術の把握も早く、コミュ
ニケーション力なども持ち合わせた人
材ですので、今後どんどん知識と人脈
を増やし営業部門、ゆくゆくは会社を
担う存在となることを期待しています。

大手産業機器製造メーカーで機械サー
ビスエンジニアを経験した後、外資系
企業で営業兼エンジニア職に従事。

機械事業部門長

40
営業統括部 課長

I ターン
妻、息子

東京都

木村 公彦

川本 裕司

事務所での業務

歳代

き む ら  き み ひ こ

かわもと　ひ ろ し
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氏 氏

氏 氏

18 19

プロ人材がもたらした効果3

プロ人材に与えられたミッション2

抽出された経営課題1

事例

所在地

創業年

従業員数

役職名: 
年齢: 
還流ルート:
家族構成:
出身地: 
業務遂行手段: 

主な経歴:

プロ人材

企業からの声

【入社時のプロフィール】

氏 氏

氏 氏

本場大島紬の未来に向けた、新商品開発と
販路開拓のための
ブランディング・マーケティング戦略の立案

鹿児島県鹿児島市
1978

12
年
名

窪田織物株式会社
世界三大織物の一つである本場大島紬の
製造・販売

谷岡氏には、ブランディ
ングとマーケティング
の基礎から教えて頂き、
社員教育の一環も担っ
て頂きました。鹿児島
に も 来 て 頂 き ま し た。
今後当社のみならず大
島紬業界を盛り上げた
いと考えています。

11
鹿児島県

当社は、1978年の創業。本場大島紬の卸業から始まり、顧客ニーズと時代の流行に
いち早く対応する為、自社でモノづくりをする会社へ転換。本場大島紬のデザイン製
作から大島紬製品になるまでの製造管理をし、今日までモノづくりの会社として事業
を行っております。製造に関する特許や登録商標も多く取得しましたが、毎年の売上
高は減少が続いています。優れた良い物を作るだけで良かった時代は終わり、近年は、
着物離れも進み、企業内改革と新たな市場への転換が必要ではないかと考えました。

鹿児島県プロフェッショナル人材戦略拠点への相談を経て、本場大島紬の可能性とブ
ランディング・マーケティング戦略が出来る人材を募集しました。もともとものづく
りの会社の為、マーケティングは弱い部門でした。４か月で企画もしくは、製品の具
体的な商品開発構想が要望でした。自社及び自社の商品の強み、弱みを理解し本質的
な価値を創造し、それを伝える事がこの方となら出来ると考え、谷岡氏を採用しまし
た。リブランディングの経験もあり、海外への販路開拓にも期待しています。

私たちが作っている本場大島紬の価値の見える化と言語化。一枚の生地として、完成
品だけでも素晴らしい本場大島紬ですが、その表層的な生地の美しさや機能性だけで
なく、約60工程にも及ぶ複雑かつ緻密性を求められる職人技術、技術に込められた
職人たちの想い、それらの根底にある鹿児島、奄美大島の豊かな自然と歴史、文化ま
でが本来の価値です。このコンセプトをブレない軸とし、これらを可視化し、全てを
含めた状態を商品として選ばれる必然づくり。世界最高峰の技術を持つ唯一無二の伝
統的工芸品として海外販路開拓のプロジェクト構築をしました。

大島紬の発展に向けて、新たな事業展開が必要

本場大島紬の可能性と課題解決への
マーケティング戦略

本場大島紬の価値を構成する要素と
選ばれる必然づくり

かねてより感じている、日本の文化と
技術力の価値が世に伝わりきっていな
い現状を課題とし、マーケティングに
よる潜在的な価値の掘り起こしからブ
ランディングの再構築、国内外への戦
略をもって復興、発展を目指す中で、
窪田織物様の課題と合わさり参画する
に至りました。現地、現場から感じる
産業の背景や携わる多くの方々の想い
と技術力の高さに感動を覚え、そこに
携わり、お役に立てることは私にとっ
ても喜びです。

当社は、本場大島紬
の製造卸業です。新
商品開発部門として
着物屋ではなく、生
地製造業を念頭に置

き、洋装、バッグなどの製作やコラボ
企画を多く取り組み成功と失敗を繰り
返していました。谷岡氏との出会いで
根本的な考え方を共有し、目から鱗の
体験をしました。また、大島紬の最大
の課題は、職人を筆頭に人材不足問題
です。まずは、谷岡氏と共に大島紬の
知名度を上げて行く取組から、未来へ
素晴らしい大島紬と伝統技術の継承を
目指していきます。

アパレル企業でのバイヤー、VMD 経験。
コンサル企業にてマーケティング、新
規事業開発、地域活性化事業。

取締役副社長

30
マーケティングディレクター

転居なし
妻、子供 2 人

神奈川県

全て遠隔業務

谷岡 哲朗

松元 雄介

た に お か   て つ ろ う

歳代

ま つ も と  ゆ う す け
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プロ人材がもたらした効果3

プロ人材に与えられたミッション2

抽出された経営課題1

事例

所在地

創業年

従業員数

氏 氏

氏 氏

役職名: 
年齢: 
還流ルート:
家族構成:
出身地: 
業務遂行手段: 

主な経歴:

プロ人材

企業からの声

【入社時のプロフィール】

18 19

氏 氏

氏 氏

製造・研究開発から特許取得、国内外に
向けたスーパービタミン E の効能アピールで
製造技術と発信力の強化に貢献

宮城県仙台市
2018

66
年
名

ファイトケミカルプロダクツ
株式会社
植物由来の機能性成分・素材および各種
脂肪酸エステルの製造販売

結婚を機に宮城県に転居することにな
り、転職先を探していたところ「アカ
デミアに近い仕事」と当社を紹介され
ました。廃棄されてきた未利用資源か
ら、スーパービタミン E などの高価値
な成分を回収し、資源の循環と人々の
健康長寿に貢献するという理念に興味
と共感を覚え、入社しました。私にとっ
て全く未知の分野でしたが、当社は大
学の学術研究の成果を社会実装する場
であり、その挑戦的な仕事に楽しさ、
やりがいを感じています。

菊永氏にはこめパラフィ
ンの製造法について特
許の申請原稿を作成い
ただきました。本製品
は世界初の米ぬか由来
の パ ラ フ ィ ン で あ り、
化粧品原料や食品添加
物として、従来の石油
由来品に代わる利用が
期待されています。

少人数の会社なので、
複数の課題に取り組
んでもらっています。
菊永氏にはハード面
ではビタミン E 製造

プロセスのスケールアップに向けたデー
タの取得と解析、ソフト面では特許申請
原稿や学術論文の原案の作成、当社製品
の効能エビデンスのまとめなどを担当い
ただき、当社の事業に大きく貢献してい
ただいております。
英語力、文章力がとても高く、博士人材
のレベルの違いを感じています。海外か
ら技術者が来た時の説明もバッチリで、
助かりました。

ポスドクとして理化学研究所に 7 年間
勤務、新元素の化学的性質の研究や加
速器を用いた RI 製造に携わる。

代表取締役 CEO

30
---

I ターン
夫、息子

岐阜県

事務所での業務
---

菊永 有希子

12
宮城県

当社は2018年に設立された、東北大学発スタートアップです。基盤技術となるイオン
交換樹脂法を用い、こめ油の製造工程で副生する未利用油から、ビタミンEの約50倍
の抗酸化力を持つトコトリエノール(スーパービタミンE)などの機能性成分を抽出すると
同時に、油分をバイオ燃料に変換するプロセスの社会実装と商用化を目指しています。
まだ小さな会社なので、製品の売上を増やしていくことが急務です。そこで当社の
技術や製品について、国内外にアピールする必要がありました。また、本技術を商用
プラントに展開する上で、技術開発も必須です。

大学発スタートアップの目的は、大学発の高度な技術を実用化し、ライセンス化・製
品化を行うことです。当社では現在、製造プロセスのスケールアップに取り組んでい
ますが、その技術開発には多方面からのアプローチと解決が必要となり、専門的な知
識と研究能力が求められます。また、その成果を学会や論文などで発表したり、特許
を取得したりして、日本だけでなく海外の研究者・技術者にも当社の技術や製品を広
く周知できる人材を求めていました。

未利用油からのビタミンE回収工程において、油中のビタミンEやその他成分の挙動を
リアルタイムで観測するための新しい計測機器を導入したことで、目下の課題である
本プロセスの自動化・最適化に向けて大きく前進しました。また、スーパービタミンE
という機能性成分の効能について詳細な文献調査を行い、一般向けの記事や宣伝にフ
ィードバックしたことで、スーパービタミンEを配合した当社サプリメントの売上が
55%アップ、ひいては当社の認知度のアップに繋がりました。世界初の米ぬか由来パ
ラフィン製造法についても、特許を取得することができました。

大学発の技術を商用スケールに拡大するための
プロセス開発と、製品の売上増加が課題

技術開発から文献検索、特許申請、海外の研究者
との交流ができる高度人材

未利用油からのビタミン E 回収プロセスを効率化、
発信力強化で製品の売上増加

加藤 牧子

き く な が      ゆ き こ

歳代

か と う  ま き こ
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プロ人材がもたらした効果3

プロ人材に与えられたミッション2

抽出された経営課題1

事例

所在地

創業年

従業員数

氏 氏

氏 氏

役職名: 
年齢: 
還流ルート:
家族構成:
出身地: 
業務遂行手段: 

主な経歴:

プロ人材

企業からの声

【入社時のプロフィール】

設計力に長けた専門人材として量産を
見込んだ顧客製品を設計から手がけたことで、
成長戦略の一歩目となる土台を確立

埼玉県上尾市
1972

35
年
名

日幸電機工業株式会社
電気機械器具製造業。取引先からの仕様
書図面に基づく組立て製造と板金加工

平野氏が設計を手がけ
た「おしぼり包装機」。
精細な設計図が出来た
ことで今後は量産も可
能になり、おしぼりを
常用する介護の現場な
ど新たな取引先の開拓
も見込んでいます。

13
埼玉県

長年、ファブレス企業に依頼された製品の組立と板金製作を受注してきました。主要
取引先からの仕様(設計図面)に基づき部品の調達や板金製作・電気配線・組立・塗装
工程などを経て完成までのワンストップで請け負えるのが強みである一方、創業以来
売上のほとんどを固定の取引先一社に依存している状況でもありました。この状況を
変えるべく、上流工程の開発・設計に業容拡大を図り、既存顧客をはじめ、新たな顧
客の要望に合わせた製品を自社で設計から請負い、技術力を確保していくことを経営
課題として中期経営計画にあげていました。

顧客要望に合わせた装置や機械の開発・設計ができる開発力のある人材として、自動
車関連メーカーでの部品設計経験があり3DCADで設計図が描ける平野氏が入社。折
しも「おしぼり包装機」(おしぼりを自動包装する装置)を新たに設計製作するオファ
ーがあり、平野氏にその担当を任せました。製品を完成させるためには、技術力だけ
でなく、要求仕様の確認や部品サプライヤーとの折衝なども必要であり、円滑にプロ
ジェクトを進められる高いコミュニケーション力も必須でした。

平野氏は入社後すぐに新規の顧客から提供された仕様図や部品の現物等をもとに
CADで精細な設計図を起こし、製造・組立の現場と連携しながら試作を重ねて
約6か月で「おしぼり包装機」を完成させました。顧客によると、従来は職人の勘や
手作業に頼る面も多かったとのことですが、平野氏の手によって設計図が出来た
ことで今後は量産も可能になり販路拡大も見込めるようです。さらに、今回の設計
力を買われて新型機の設計オファーも頂きました。これを機に当社は、新事業、
そして開発提案型企業のスタートとして一歩踏み出すことできました。

完全下請け型から、開発提案型企業へ向けての
技術力強化

3DCAD を使った顧客への
設計提案と設計事業の立上げ

顧客仕様の「おしぼり包装機」の設計と
当社からの改良提案

子供の送迎など家族との時間を優先す
るライフワークバランスを求めて、自
宅から近い当社に転職しました。前職
でも設計に携わってきましたが、当時
は設計部門と製造部門が完全に別で、
自分が設計した物が実際に製造される
過程に立ち会うことはありませんでし
た。今はすぐ近くの製造部門と試作段
階からやり取りを重ね、現場の声をす
ぐに設計にフィードバックするなど、
ダイレクトにモノづくりに関わる達成
感を日々感じています。

平野氏はまさに当社
が求めていた即戦力
人材で、製品開発力
が 高 く 3DCAD で 設
計 図 面 を 作 成 で き、

取引先やサプライヤーとの折衝、社内
の複数部門との連携なども安心して任
せられる頼もしい存在です。誰とでも
気さくに話せる朗らかな人柄も魅力
で、年齢を問わず社内のあらゆる人と
よく話し相手の話を引き出すという、
当社が最も重視している「コミュニ
ケーションを大事に」という方針を共
有してくれる仲間です。いずれは設計
チームの育成も牽引してほしいと期待
しています。

自動車関連の製造メーカーで設計、
マグネット部品の品質保証

代表取締役

30
技術部 主任

転居なし
妻、子供

神奈川県

平野 直人

西田 幸治

事務所での業務

歳代

ひ ら の  な お と

に し だ  こ う じ
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プロ人材がもたらした効果3

プロ人材に与えられたミッション2

抽出された経営課題1

事例

所在地

創業年

従業員数

氏 氏

氏 氏

役職名: 
年齢: 
還流ルート:
家族構成:
出身地: 
業務遂行手段: 

主な経歴:

プロ人材

企業からの声

【入社時のプロフィール】

社内 SE としてシステム管理と
コミュニケーション強化による
社員の IT スキル向上

神奈川県横浜市
1966

672
年
名

工藤建設株式会社
総合建設業 ( 建築、土木等建設工事の請
負 )、建物総合管理業、不動産業、介護
事業

社員へのヘルプデスク、
基 幹 シ ス テ ム の サ ー
バー管理、不具合改修
等を担っています。社
員の問い合わせに対し
て専門用語は極力使わ
ずに、社員の疑問を多
く引き出し相談しやす
い環境を生み出してい
ます。

14
神奈川県

当社では主力事業である建設業以外に複数の事業を行っており、各々で異なる基幹シ
ステムを採用しています。また、600名を超える従業員間の社内ネットワークを保有
し業務にあたっています。当社は経営管理部内にIT専門担当2名をおき、全社員の
ヘルプデスク的役割を担っています。そこで当社のシステム化に30年以上前から従事
してきた現担当が退職するにあたり、早急にIT人材の採用が必要となりました。また、
現担当の持つノウハウの見える化や更なるDX化が課題で、神奈川県プロ人材活用セ
ンターに課題解決、人材採用の相談をしました。

荒新氏は前職の卸売業でも社内SEとして活躍し、協力会社向けのヘルプデスク的な役
割も担っていました。また過去にITの知識を活かしプログラム系専門学校の講師を勤
めていた為、人に教える事を得意としています。当社に入社後は引き継ぎ業務と合わ
せ、ヘルプデスクの業務に取り組んでいます。今後の新たなミッションは業務標準化
を目的としたマニュアルの作成や、更なるDX化を解決すべく、より生産性向上に繋が
るシステム構築の企画等です。よって荒新氏は外部セミナーに積極的に参加し、情報
収集する事で次世代のシステムを検証しています。

荒新氏の人柄はとても謙虚で人当たりもよく、コミュニケーションに長け、引き継ぎ
もスムーズなため安心感があります。また、持ち前の人に教える能力で、社員の問い
合わせにも、わかりやすく寄り添った解決を実現しており、今では全社のIT担当とし
て信頼度が高まっています。今後はよくある問い合わせには簡易的なQ&Aを作成、共
有する事で問い合わせ時間の削減や、相談しやすい環境を生み出し、それをブラッシ
ュアップしていくことで社員が持つ疑問の気づきに繋げる事や、相談時に直接会う事
で顔の見える信頼を築いていこうと考えています。

全社のシステム管理、全社員の
デジタルネットワークを見守る社内 SE の採用

マニュアル化による社員のスキルアップと更なる
DX 化に向けた企画提案

コミュニケーション力を活かした社員からの
信頼と IT のスキルアップ

今までに培った知識、経験を活かし、
IT 業務に集中できる転職を検討してい
ました。そんな時、当社の求人を知り
応募しました。人のあたたかさや優し
さを感じ、また自分のキャリアを活か
せると感じたため入社を決意しました。
今後は持ち前の教える力、コミュニケー
ション力を活かし、社員の成長を通し
て自分の成長に変え、会社の成長にも
繋がるような働きかけをしていきたい
と思います。

荒新氏はとても落ち
着きがある方で、誰
に で も 接 し や す く、
見ていて安心感があ
ります。引き継ぎも

毎日打ち合わせをし、マニュアル作成も
共同作業で進めています。前任者の経歴
が長かったので先ずはしっかりと引き継
ぎして貰いたいです。また今後は社内で
顔を広めていき、IT やシステムの事なら
何でも聞いて貰えるような存在になって
欲しいと思います。

卸売業にて社内 SE を担当。ソフトウェ
ア、ハードウェアの営業販売、総務担
当を歴任する。

経営管理部帳

50
経営管理部 主任

転居なし
妻

神奈川県

事務所での業務

荒新 則彦

玉谷 博

あ ら し ん   の り ひ こ

歳代

たまたに ひろし
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プロ人材がもたらした効果3

プロ人材に与えられたミッション2

抽出された経営課題1

事例

所在地

創業年

従業員数

氏 氏

氏 氏

役職名: 
年齢: 
還流ルート:
家族構成:
出身地: 
業務遂行手段: 

主な経歴:

プロ人材

企業からの声

【入社時のプロフィール】

知財強化、企業理念再構築と設定、組織最適化、
人材育成、品質・コスト・納期管理、事業戦略。
総合的な経営強化

静岡県富士市
1980

70
年
名

株式会社サムウエイ
高周波関連機器の設計・製造・販売、
登録検査等事業

現在進めている中期計
画の項目として、企業
の SWOT 分析、企業理
念 の 再 確 認・ 明 文 化、
採用計画・定年・退職
者の考え方、管理職・
社員教育による意識改
革、事業戦略、IT 戦略
を進行中です。

15
静岡県

当社は、がん治療装置や半導体製造装置に使用される高周波機器のメーカー。働きや
すい環境で離職率が低く、創業40周年を迎え、従業員の高齢化と次世代の経営者・
技術者の育成が喫緊の課題となっていました。OJTを主とした育成実績しか持ち合わ
せておらず、作業としてではなく論理的に承継できる仕組みづくりを模索していたと
ころプロ人材拠点による支援事業を知りました。

まず、多くの中小企業で見過ごされがちな自社分析や企業ブランディングをはじめと
した中長期経営計画の提案・策定を実施しプロ人材自身が先導役として率先垂範され
ています。また、大企業での管理職経験を基に中小企業では気付かない潜在的な問題
についても、根拠に基づいた指摘も行われています。さらに特許や意匠をはじめとし
た、知的財産の価値や重要性についての社内研修を定期的に実施することで、技術者
が当社保有の技術について深く考え理解する機会ができました。

就任直後から自主的に全社員と面談を実施。自身の眼で問題点や改善点を洗い出し「
会社のために改善していく」と宣言したことで瞬く間に従業員からの信頼を得ていま
した。宣言したうえで問題に正面から向き合い社内改革を着実に推し進めている姿を
見て皆刺激を受けています。プロ人材は”褒めて伸ばす”タイプのリーダーで従業員か
らの信頼も厚くモチベーション向上や会社に対する帰属意識も高まってきています。
当社の知財元年となった前期は国内外の特許権・意匠権を各３件出願できました。

知的財産・企業理念の強化とリーダーシップの育成

経営課題と人材育成ミッション 

社員の意識変革と社内活性化

キヤノン㈱でレーザプリンタや消耗品
カートリッジの新製品開発や技術開発、
新規事業立上げに従事し、特許や人材
育成についての知識やノウハウを取得。
国際資格の PMP や、これまでの業務知
識、スキルを活かして新たに貢献でき
る業務にチャレンジしたく、地方の中
小企業で腕試しの副業を開始。9 か月
の副業期間を経て 2023 年 4 月に入社
し、現職。

矢野氏の合流により、
経営の課題に対する
的確なアプローチが
実現し、会社は持続
可能な発展への道を

着実に歩んでいくであろう期待感を感じ
ています。高齢化や技術の伝承に対する
積極的な取り組み、組織文化の変革を促
進し、成功を収める契機となっていくこ
とを信じて、矢野氏と共に突き進んでい
ければと思っております。

キヤノン㈱　技術開発部部長。国際
資格プロジェクトマネジメントプロ
フェッショナル (PMP) 取得。

業務部長

60
技術部 部長

転居なし
妻、子供 2 人

神奈川県

事務所での業務

矢野 秀幸

安藤 孝治

  や   の 　 ひ で ゆ き

歳代

あんどう    こうじ
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プロ人材がもたらした効果3

プロ人材に与えられたミッション2

抽出された経営課題1

事例

所在地

創業年

従業員数

氏 氏

氏 氏

役職名: 
年齢: 
還流ルート:
家族構成:
出身地: 
業務遂行手段: 

主な経歴:

プロ人材

企業からの声

【入社時のプロフィール】

売上拡大に向けソフトウェア開発力の強化

三重県松阪市
1983

78
年
名

橋本電子工業株式会社
医療機器やホームセキュリティ装置の
設計・製造・販売

石井氏は製品全体の開
発の内、制御計測機器
の組込みソフトウェア
およびアプリケーショ
ンソフトウェアの開発
推進をしていただいて
い ま す。 ま た 後 進 の
育成にも期待していま
す。写真はソフトウェ
アの動作検証です。

16
三重県

AI、IoT技術の発展に伴う技術進化は著しく、顧客の製品に求める要求も日々高まっ
ています。各社新商品開発が加速している中、設計・ものづくりパートナーとして選
ばれ、顧客の期待を超える製品の提供と量産品のラインナップを増やすことが、売上
拡大と共に当社のミッション「地域社会貢献」に寄与すると考えます。その実現に向
け「企業は人なり、人は心のもちようなり」の社憲に則り、夢とロマンを持って挑戦
するエンジニアを求めていました。

計測・制御分野では顧客企画の商品開発のパートナーとして、また医療分野では医師
や教授の要望等を具現化する会社です。アイデア、企画レベルの概略仕様から詳細仕
様へ落とし込み商品化に至るプロセスをすべて対応できる強みの源泉は、メカ、エレ
キ、ソフトの領域の設計者です。しかし、ソフトの設計リソースが不足しており、顧
客要望に応えられない事がありました。この問題を解決するべく、石井氏のこれまで
の経験に基づきソフトウェア開発体制の強化をお願いしました。

従来はソフト開発部門のリソース不足と開発のやり直し等により、開発部門の工数
と日程を逼迫させ、顧客の新規商品案件に対応しきれない状況でした。石井氏がソ
フト開発部門に加わり、経験に基づく開発体制の見直しやソフトウェア設計リソー
スが充実してきたことで、会社全体の開発効率が向上しました。開発能力拡大によ
り倍の新商品開発案件数に対応できるようになり、顧客の期待に応える体制が確立
しました。結果として、売上も伸びています。

顧客の期待を超える新商品開発に積極的に
取り組むエンジニアの確保

夢とロマンを持って挑戦するエンジニアを確保し、
ソフトウェア開発体制構築

ソフトウェア開発体制強化で新商品開発力が
向上し、受注数の増加と売上増

転職前、遠方勤務でしたが、高齢の両
親が体調を崩したため、Ｕターンを決
意しました。そして、地元企業を調べ
ている際、技術を大切にし、独創性の
高い自社製品を開発している点に興味
を持ち、志願しました。
現在は、新しい技術を習得して製品に
活用できることやチームメンバーを育
成し、仕事の幅が広がっていくこと。
また、私特有の経験・知識で、会社に
貢献できることや業務の幅が広がって
いくことにやりがいを感じています。

当社は売上拡大のた
め、ソフトウェア技
術者の確保が急務で
したが、今回、中堅
の即戦力である石井

氏に入社いただくことができました。石
井氏はソフトウェア開発経験が豊富で、
即戦力として活躍してくれているだけで
はなく、新しい技術の習得にも積極的に
チャレンジされています。また、後進者
に向け社内勉強会を開催をしてくれるな
ど、全社的なレベルアップにも貢献され
ています。

大学院修了後、ソフトウェア開発会社
にてシステムエンジニア・プログラ
マーとして約 20 年間従事

代表取締役社長

40
主任技師

U ターン
妻、子供

三重県

事務所での業務

石井 文喜

橋本 耕成

い し い 　 ぶ ん き

歳代

はしもと  こうせい
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プロ人材がもたらした効果3

プロ人材に与えられたミッション2

抽出された経営課題1

事例

所在地

創業年

従業員数

氏 氏

氏 氏

役職名: 
年齢: 
還流ルート:
家族構成:
出身地: 
業務遂行手段: 

主な経歴:

プロ人材

企業からの声

【入社時のプロフィール】

当社の主幹業務である設計開発部門の
人材強化

滋賀県米原市
1978

44
年
名

株式会社童夢
レーシングカー開発で培われた技術で、
多分野における設計開発及び製造業務を
中心に行っている

17
滋賀県

2022年9月に訪問提案を受け、プロフェッショナル人材事業の説明と事例紹介を受け、
採用活動に苦戦していたタイミングだった為、必要人材の募集活動に協力頂くことに
なりました。現在推進しているプロジェクトや新技術を用いた研究開発を行うために
は、即戦力となる人員の増員が必要ではありましたが、募集にも然程人手が避けてい
なかった為、大変助かりました。

レーシングカー・コンストラクターという業務を中心に、その開発で得たノウハウや
アイデアを様々なジャンルに応用、活用していく”技術者集団”として活動しています。
特にここ数年は様々な分野からの受託依頼も多く、即戦力となる高い設計開発スキル
を持ち、且つ、応用力のある方を探していました

当社の求めるスキルと合致する本人の培ってきた設計開発経験は、社内での開発リ
ソースを増加させることに繋がり、プロジェクトの設計開発スピードを向上させる
ことに繋がっています。また、車両以外の業務を任せてもベースの能力があるため
対応でき、今後も期待は大きいです。

車づくりの技術を活かした多方面へのビジネス
展開強化のための設計開発部門人材増員

レーシングカーを含む、多分野にわたる設計開発
及び提案

入社後すぐに期待以上の即戦力に

昨今の業界は大変革期と言われ多忙な
状況となっています。その中で思う所も
あり、自身が本当にやりたいコトを熟考
した結果、モータースポーツに関連する
仕事がしたく、縁があって童夢に入社と
なりました。関わりたかったコトで成果
を積み重ねていくごとに、依頼内容の質
と量が上がっていく日々には働きがい
を感じています。自分にとって新しい分
野の仕事でも、これまで得た知識と経験
が通用する場面が多く自信を深められ
ています。

人材募集のお手伝い
を頂いてから数十名
の 応 募 を い た だ き、
20 名ほど面談を致し
ま し た。HP へ の 告

知や SNS での募集だけではご縁が無
かった様な方もエントリーして頂き、
比較的短期間で目標採用人数に達する
ことが出来ました。

車両等の設計・試作・研究テストを行
う企業にて、長年部品設計に携わって
いた。

代表取締役社長

46
開発部

I ターン
---

---

関口 裕司

臼井 里会

事務所での業務

歳代

せきぐち　ゆ う じ

 う す い     り え



24 25

プロ人材がもたらした効果3

プロ人材に与えられたミッション2

抽出された経営課題1

事例

所在地

創業年

従業員数

氏 氏

氏 氏

役職名: 
年齢: 
還流ルート:
家族構成:
出身地: 
業務遂行手段: 

主な経歴:

プロ人材

企業からの声

【入社時のプロフィール】

独自のゲノム編集因子 ST8 実用化のための
基礎的な開発。
またゲノム編集因子の構想にも関与

徳島県徳島市
2017

35
年
名

株式会社セツロテック
ゲノム編集による受託事業・研究開発・
商品販売及びゲノム編集に関する各種
サービス

ST8 の次に求められる
ゲ ノ ム 編 集 因 子 の 構
想のほか、顧客のニー
ズ に 沿 っ た ゲ ノ ム 編
集 生 物 の 作 出 を 行 う
(PAGEs) に取り組んで
います。

18
徳島県

当社は徳島大学発のゲノム編集技術を活用した事業を展開しています。研究支援事業
は製薬会社の創薬を支援する業務で、主にゲノム編集マウス、ゲノム編集細胞の受託
開発を行っています。また、PAGEs事業は農業・畜産メーカーや食品メーカー、化学
品メーカー向けに新たな新品種を開発する事業です。ゲノム編集は人類の科学史に残る
技術ですが、まだ実用化している商品は多くありません。このような状況を打破し、
リーダーシップをとって、人類と地球をもっと豊かにできる商品を出していきたいと
考えています。

ゲノム編集技術を洗練し、産業化を志す多くのお客様の要望に応えられるような技術
を獲得していくために「生物の潜在的な力を借りて、あなたと地球の課題を解決する
産業を創造する」というミッション、そして「ゲノム編集産業革命で、人と地球を
もっと豊かに」というビジョンのもと、「感謝とリスペクト」、「伝える力と理解する
力」、「失敗は大きな財産」、「プロフェッショナル」、「成果とスピード」、「想
像から始まる創造」、「ともに楽しもう」の7つのバリューを受け入れ、人類や地球の
課題解決につなげていく事業に携わる人物を求めています。

ゲノム編集技術に特化して、農業・畜産・食品・化学品分野での展開をする企業は
世界的に見ても数少ないため、スタートアップ企業として多くのステークホルダー
から期待を託されています。成功するもしないも会社のメンバーの活躍次第です。
全社員を巻き込んでいけるリーダーシップと豊富な実務経験を持つ平野氏には、経
営陣からもゲノム編集技術を洗練し、産業化を志す多くのお客様の要望に応えられ
る技術を獲得するための活躍が期待されています。

医療、農業・畜産の分野で実用化できる
ゲノム編集技術の発展にむけて

人類と地球の未来に影響を及ぼすような
新しいものづくりにチャレンジするために

新たな価値創出や課題解決に必要なリーダーシップ

環境・エネルギー問題や食糧危機など、
人類が直面する社会課題にゲノム編集
技術を用いて取り組みたいと考えたの
がきっかけで同社を知り応募しました。
携わっているゲノム編集因子を使い、
日本に留まらず海外でも通用するプロ
ダクトが社会実装され、それが一般的
な販売店などで手に取れるようになる
ことが目標です。また、環境・エネルギー
問題などの社会課題の一助となる仕事
が出来ることを目指しています。

元々、大学でも活躍
していた研究者であ
るためゲノム編集技
術の開発・応用など
事業領域を拡張させ

てほしいと思っています。それと同じく、
リーダーシップがとれる性格であること
も平野氏に期待しているところです。ゲ
ノム編集技術を通じて、どのように社会
に実装するべきか、またその上で伴うリ
スクとどのように向き合うべきかなどあ
らゆる観点についてチームの垣根を越え
てともに考え、議論する場を作り、メン
バーをまとめていく役割を今後は担って
もらいたいと思います。

東京の大学院を卒業後、国立の研究所
で細胞の役割が分化していくために必
要な遺伝子の機能について研究。

代表取締役社長

40
研究開発部 研究員

I ターン
妻、子供

神奈川県

事務所での業務

平野 孝昌

竹澤 慎一郎

ひ ら の  たかまさ

歳代

た け ざ わ  し ん い ち ろ う
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プロ人材がもたらした効果3

プロ人材に与えられたミッション2

抽出された経営課題1

事例

所在地

創業年

従業員数

氏 氏

氏 氏

役職名: 
年齢: 
還流ルート:
家族構成:
出身地: 
業務遂行手段: 

主な経歴:

プロ人材

企業からの声

【入社時のプロフィール】

基幹システムの新規導入および IT 化の推進、
啓蒙による業務の効率化　　

香川県三豊市
1972

170
年
名

株式会社 Wave Energy
配電盤の設計・製造及び再生エネルギー
関連装置の開発・製造

谷口氏は社内 IT システ
ムの維持管理をすると
共に、社内からの問い
合わせの対応、現場作
業のムダの削減、社内
の情報システムの活用
の啓蒙など、多岐に渡っ
て活躍しています。

19
香川県

以前の社内システムは担当役員が独断で構築してきたこともあり、仕様を十分に理解
できている社員が少なく、システムを十分活かしきれていませんでした。しかも会社
の規模に対してオーバースペックなシステムであったり、現場の要望が十分に反映さ
れていないなど、いくつかの問題点を抱えていたので、早急に改善していかなければ
なりませんでした。システム部門は主にシステム導入後の管理がメインで、システム
構築ができる担当役員の後継者が育っておらず、中核人材の採用を急ぐ状況にありま
した。

社内システムは主にITベンダーから導入していますが、仕様打合せや価格交渉は担当
役員が中心となって行ってきたため、それを後継できる人材が育っていませんでした。
プロ人材の谷口氏は以前、ITベンダーに在席してSE職および営業職を経験していた
ため、社内システムの設計、立上げ、ベンダーのコントロールなどを熟知しており、
担当役員の考えがすぐ理解できるなど後任者としてうってつけでありました。システ
ムに対する現場の要望に対しても費用、規模などがすぐにつかめ、業務改善のスピー
ドアップにつなげることができる人材でした。

谷口氏はシステム室長に就任し、現在3名体制で業務の遂行にあたっています。今
年3月には独自色の強かった旧基幹システムを見直し、標準的なパッケージシステ
ムに置き換える大規模な改善を行いました。その際、前職の経験を活かして、ITベ
ンダーとの打合せや交渉を円滑に進めることができました。また現場作業をみずか
ら経験して理解した上で効率化に取り組む積極的な姿勢を見せている上、情報化に
関する社内教育の取り組みについてはAI技術の講座を地元企業と連携して開催する
など、最新の技術を取り入れることにも余念がありません。

システム管理権限の一局集中による
システム管理の後継者不足

システム管理の中核人材として業務改善を推進

基幹システムの刷新と社内啓蒙による情報化の推進

いずれは地元に戻りたいと思い、U ター
ンでの転職を考えていました。地方で
は前職のような IT 営業職の求人が少な
く、企業のシステム担当となって社内の
IT を推進する方が、これまでの経験を
活かせると考えました。当社は新しいこ
とに積極的に挑戦する社風があり、様々
な IT 施策を積極的に打ち出せることに
やりがいを感じています。地元香川にい
ながら最先端の IT 技術に関わることが
できることも魅力です。 

以前の社内管理シス
テムは、担当役員が
単独で構築してきた
ため周りの担当者は
十分理解ができてい

ませんでした。そこで、担当役員から
技術を引継ぎ社内で共有化する取り組
みを進めていたのですが、肝心の担当
者が早期退職することになったため、
後継者を早急に見つけなければならな
い状況となり苦慮しておりました。そ
んな中、SE とベンダー営業の両方に
通じた谷口氏の紹介があり、当社の要
望にマッチしていたため採用に至りま
した。

IT 企業でシステムエンジニア職、営業
職に従事

管理部 総務課長

40
管理部システム室 室長

U ターン
妻、息子

香川県

谷口 僚太郎

三谷 敏

事務所での業務

歳代

たにぐち 　りょうたろう

み た に さ と し
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プロ人材がもたらした効果3

プロ人材に与えられたミッション2

抽出された経営課題1

事例

所在地

創業年

従業員数

氏 氏

氏 氏

役職名: 
年齢: 
還流ルート:
家族構成:
出身地: 
業務遂行手段: 

主な経歴:

プロ人材

企業からの声

【入社時のプロフィール】

社内製品知識と交渉能力の向上、
製品開発の推進、自社修理の推進

愛媛県東温市
1919

28
年
名

株式会社サカワ
黒板・電子黒板などの製造施行販売

定量的な効果では見え
ていませんが、杉邨氏
にお越しいただいたお
か げ で 新 製 品 開 発 の
キックオフをすること
ができており、来年の
展示会での発表を目標
に取り組んでいます。

20
愛媛県

海外OEM先から電子黒板を製造委託する中で、専門的な知識が社内で乏しいため、
不具合の原因究明や品質向上ができず、いつも相手のペースで物事が進んでおり、交
渉が難航するという課題を持っていました。また、新製品の開発についても経験が浅
く、踏むべきステップがわからないまま、妥協案を受け入れざるを得ず、納得しない
まま消極的に進んでいました。不具合が減れば、お客様の満足度も高くなり、長く使
っていただけます。また、お客様からの要望を取り入れた新しい新製品を発表するこ
とで更なる売上向上も目指したいです。

まずは社内で製品の仕組みを基本的なところからレクチャーをしていただき、構造を
社員が知ることが最優先だと思い、プロジェクタのいろはについて教えて頂こうと考
えました。また、交渉の問題点をフィードバックしていただきたく定例の品質会議に
出席頂くべきだと考えました。さらに新しい製品開発についても製品知識があるプロ
人材に会議に出席いただき、相手とフェアに話し合いができる環境を作りたいと思っ
ていました。

社内で講習を行いました。プロフェッショナルなお仕事をされてこられた杉邨氏のお
話は、社内でのモチベーションアップにもなり、ほとんどの社員が参加しました。
１か月に１度の訪問では、毎回内容をスライドで作成いただいており、現状の課題や
優先順位を整理することができています。その他品質会議や開発会議に月に３度出席
いただいており、先方がうやむやにしがちな部分も見逃さず、時には英語で専門的な
質問をしてくださるので、相手もきちんとした回答をしてくれるようになり、対等に
交渉をすることができるようになりました。

海外会社との交渉難の改善と社内での製品知識向上

品質会議の問題点をみつける、社内の製品知識を
向上させる

製品知識が増えることで、海外とも対等に交渉で
きるように

会員登録していた ABIC からのオファー
があり、その後面談を通じて、自分の
経験や知見が活かせる業務と判断し、
お受けしました。リモートでのやり取
り、2 日 / 月直接に訪問する機会を通じ
ての業務、及び OEM 先とのウエブ会議
にも参加する中で貢献できていること
を実感できる場面が多く、やりがいを
感じております。また、業務を進める
中で関係する皆さんのスキルアップや
知識向上に繫げることも役割と考えて
いるところです。

杉邨氏と出会ってか
らすでに１年が経ち
ます。あらゆる知識
と経験を当社に共有
いただき、プロジェ

クタの見識が大変深まっております。
また、不安ながら進めていた部分を自
信をもって積極的に交渉していくこと
ができ、先方と対等に話すことができ
ています。また、最新の市場動向も英
語で提供いただき、自社製品だけでは
なく他社の新しい技術なども知識とし
て持つことができるようになりました。
来年は現地訪問も一緒に行っていただ
きたいと当社は希望しております。

大手電機メーカーにて担当者、役職者
としてプロジェクターの商品開発、及
び企画業務に従事

取締役 本部長

60
---

転居なし
妻、子供

兵庫県

遠隔業務と月数回の対面
会議

杉邨 一人

坂和 由紀子

す ぎ む ら  か ず と

歳代

さ か わ 　ゆ き こ
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プロ人材がもたらした効果3

プロ人材に与えられたミッション2

抽出された経営課題1

事例

所在地

創業年

従業員数

主な経歴:

プロ人材

企業からの声

【入社時のプロフィール】

氏 氏

氏 氏

役職名: 
年齢: 
還流ルート:
家族構成:
出身地: 
業務遂行手段: 

新たな人事評価制度を構築するにあたっての
考え方、進め方などの整理が完了

群馬県太田市
1986

53
年
名

オウミ技研株式会社
遊技機のハードウェア・ソフトウェア設
計 / 開発　半導体・電子部品・ハーネス・
電子機器の製造

ロードマップを作成し
てもらったおかげでこ
れまで経験がなくても
課題や進め方の整理し
ながら進めていくこと
ができるようになりま
した。

21
群馬県

当社の主要事業である遊技機産業の市場規模は年々縮小しており、コロナ禍といった
外的要因や法規制の改正といった外的要因により業績が大きく変わってしまいます。
業績の波を最小限に抑え、収益の改善ができるように評価制度の見直しも行い、会社、
部署、個人の各目標を連動させることで目標達成(＝収益改善)するスキームに変えま
した。成果として、数字に対する意識の向上により、収益改善が出来るようになって
きました。一方で個人の頑張りが評価に反映されないといった不満が上がり、社員の
モチベーション低下に繋がる部分がでてきてしまいました。

人事評価制度を再構築し、社員の働くモチベーションを向上させるといった当社の
経営課題を解決するためには、会社の雰囲気なども理解していただく必要があります。
そこで提案頂く前段階で当社を見学していただき、人事メンバーとも数回面談して
いただくことで、会社の課題を共有、共感してもらいました。F氏は、これまでにIT
ベンチャー企業にて、その時代背景や企業の独自文化に合わせてカスタマイズし、経営
目線での制度設計を導入・運用し、定着させる経験があったことから、それらを生か
してご提案、アドバイスをしていただきたいと考えました。

人事評価制度導入の目的や会社として目指す姿をブラッシュアップして纏めることが
できました。人事評価制度改定を実行する管理本部内でも、副業プロ人材とディスカ
ッションすることで、制度見直しの必要性が共通認識となりました。評価者によって
評価ポイントがばらついてしまうリスクを押さえるため、頑張っている人を評価する
のではなく、会社が目指す姿に向かって、会社が社員に求める人物像を理解し、その
人物像と結果を追い続け努力をしている人を評価するといった評価軸をもち、自信を
持ってロードマップに沿ってスタートを切りました。

人事評価制度を再構築し、
社員の働くモチベーションを向上させる

社員のモチベーション向上に繋がる
評価制度の企画・提案　運用におけるアドバイス

人事制度改定　社員の意識改革

地方中小企業の活性化に貢献したいと
思い、自分の持つ経験とスキルが当社
のお役に立てると思いました。

経営課題を切り分け
て課題解決ができる
ことから、包括して
出来る人だけではな
く、コアな部分の経

験者でも良くなり、非常に広い範囲での
人選が可能になることからマッチングが
しやすく感じました。また、正社員雇用
よりもはるかにコストメリットを見いだ
せました。今回、ご協力していただいた
F 氏は、経験を押し付けず、伴走者とし
て我々が求めている評価制度についてど
のように改善すれば良いか社内アナウン
スを含めて考えて頂けたのも非常にあり
がたかったです。

大手メーカー　人事部長

管理本部長

---
---

その他
---

---

全て遠隔業務
---

---

佐藤 和孝

歳代

さ と う  か ず た か
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プロ人材がもたらした効果3

プロ人材に与えられたミッション2

抽出された経営課題1

事例

所在地

創業年

従業員数

主な経歴:

プロ人材

企業からの声

【入社時のプロフィール】

氏 氏

氏 氏

役職名: 
年齢: 
還流ルート:
家族構成:
出身地: 
業務遂行手段: 

外国人材の通訳、教育、
育成カリキュラムの作成

岐阜県本巣市
1947

791
年
名

森松工業株式会社
建築設備製品 ( ステンレス製パネルタン
ク等 )、上水道製品 ( ステンレス製配水池 )
などの製造販売

今回採用したプロ人材
と、迎えたインド人の
方々との写真を掲載。

22
岐阜県

新卒や若手人材の採用が厳しく、今後も悪化の傾向が予測され改善する見込みが立た
ない状況です。その結果、人材育成を進めることができず、生産性向上が望めない状
態です。そこで、インドより新卒理系を採用し、育成することに目を付けました。イ
ンド国内では、理系大卒の就職難が深刻で海外への就職を求めていることもあり、お
互いにメリットがあります。継続的に採用できる環境と同時に育成できる仕組み作り
が必要となるため、外国語に長けた人材及び外国籍人材と精通している人材を採用す
ることにしました。

今まで採用していた外国籍人材は、製造関連職種が中心で、OJT教育が有効的でした。
今回採用する外国籍人材は、新卒のため日本の文化や会社員としての感覚、一般常識
などの習得が必要になります。その上、業務についてのOJTを同時進行するため、
精神的に不安定にならないような配慮あるカリキュラムを構成する必要がありました。
上記の人材育成に関し、専門的に指導できる人材が必要となりました。

今回採用した西川氏は、教員の経験と高い語学力を活かし、多くの課題や事例をあぶり
出し、カリキュラム内容のブラッシュアップを継続的に行い続けています。2023年11月
に４名が来日し、日本語教育や業務面や生活面のフォローを行い、メンターとして活躍
しています。

深刻な人材不足、多様な外国籍人材を採用し
育成するための仕組みの確立

採用した外国籍人材を育成するための
カリキュラム整備

外国籍人材育成のための人材確保

前職までは、英語という言語の面白さ
と、国際交流がいかに自分の知見を広げ
るかを伝える側として活躍してきまし
たが、意欲溢れる生徒たちを見るにつれ
て、私自身が英語を使って人と人を繋ぐ
仕事がしたいと考えるようになりまし
た。その折にこれまでのキャリアを活か
しながら、「英語を用いて人と人を繋ぐ
こと」を叶えることができる森松工業様
に出会いました。新しいポジションです
ので、開拓していく喜びと楽しさがあり
ます。

西川氏は、英語が堪
能なうえ教員経験者
という、まさに求め
て い る プ ロ フ ェ ッ
ショナル人材でした。

他の応募者と比較することなく採用を
決めました。非常に明るく、周りが
ホッとする微笑ましい雰囲気を導く人
材です。責任感と信念が非常に高く、
あれこれ教える前に自ら考え進めてい
く点は、若年層の従業員の手本となる
ところです。また、常に笑顔でポジティ
ブなところは、会社の宝になると思い
ます。

高校教諭 ( 英語 )、外国語教室講師

総務部 人事総務課 課長

20
総務部付

U ターン
夫

岐阜県

西川 文美

小酒井 誠

事務所での業務

歳代

にしかわ　あ や み

こ ざ か い まこと
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プロ人材がもたらした効果3

プロ人材に与えられたミッション2

抽出された経営課題1

事例

所在地

創業年

従業員数

主な経歴:

プロ人材

企業からの声

【入社時のプロフィール】

氏 氏

氏 氏

役職名: 
年齢: 
還流ルート:
家族構成:
出身地: 
業務遂行手段: 

需要が見込まれるソフトウェア受託開発事業
において、人材採用戦略の立案と実行

島根県松江市
2016

15
年
名

株式会社イプシロンソフトウェア
ソフトウェア開発事業

今期は創業期を超える
ペースでの採用人数と
なり、組織の規模も急
拡大しました。今後は
人材の定着率も上げて
いきながら事業拡大を
進めていきたいと考え
ています。

23
島根県

当社では主にソフトウェアの受託開発事業を行っております。代表は元技術者出身の
ため、営業や人事といったノウハウがなく、さらに受託開発事業を伸ばしていこうと
したときにひとりで進めて行くのは限界がありました。開発案件の獲得と人材採用の
両輪が必要になってくることは理解できていましたが、それぞれの細かなタスクをど
のような優先順位で行っていけば良いのか分からず、交通整理に苦慮していました。
そこでプロ人材の方にお願いしてどのような流れで進めれば良いのか一緒に考えるこ
とにしました。

開発案件の獲得と人材採用については鶏と卵の関係であったため、どちらかは決め打
ちで始めるしかないということとなり、まずは人材採用面の強化からお願いすること
にしました。東良氏に当社にあった採用媒体の選定から運用方法、採用広報と採用ワ
ークフローの確立までの戦略立案までを行っていただき、それらの実行を当社側と協
力して行っていくこととしました。

今期(2023年４月～)だけでも計８名の方を採用することができました。うち６名は東良
氏と協働した結果採用することができた人材です。会社の規模を考えると非常に大きな
成果であったと言えます。また、少しずつ人材採用業務を内製化する方向でのお手伝い
もお願いしており、今後は社内だけで人材採用業務が行えるように体制を整えていきま
す。また、最終的な事業拡大を目指して今後は営業力強化のための施策をともに行って
いこうと考えています。

ソフトウェア受託開発事業拡大、
営業力と人材採用力の強化

ソフトウェア開発者の採用戦略の立案、実行

プロ人材の方と協力して行った採用活動で 6 名の
方を新規採用へ

これまで地方中小企業の活性化をテー
マに事業立上げや営業、人事支援に携
わっておりました。私が所属する松江
法人の住所から徒歩 5 分の距離にこれ
までの経験をそのまま活かせる募集を
されている当社を見つけ、応募させて
いただきました。経営者である渡部氏
の思いや事業の強みを武器に、この 1
年間だけでかなりの成長を遂げてらっ
しゃるワクワクする会社です。人事・
営業領域をテーマに、今後も多面的な
支援を続けてまいります。

どの業種も人材不足
が叫ばれる昨今、小
さな会社が短期間で
ここまでの成果が出
せたことは少し想定

外でした。会社側も当然大変なこともた
くさんありましたが、東良氏に丸投げす
るのではなく、ともに目線を揃えて働い
ていくことで最終的な成果に繋がったの
ではないかと思っております。創業期か
らの会社の思いや大切にしていることな
どをうまく汲み取っていただきながら、
その都度適切な対応が取れた結果である
と考えています。

大手人材会社でのマネージャー、ヘッ
ドハンターを経て、現在は中小企業に
特化した伴走者として事業を展開。

代表取締役社長

30
営業部 部長

転居なし
妻、子供

兵庫県

全て遠隔業務

東良 亮

渡部 晋司

ひがしら りょう

歳代

わたなべ　しんじ
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プロ人材がもたらした効果3

プロ人材に与えられたミッション2

抽出された経営課題1

事例

所在地

創業年

従業員数

主な経歴:

プロ人材

企業からの声

【入社時のプロフィール】

氏 氏

氏 氏

役職名: 
年齢: 
還流ルート:
家族構成:
出身地: 
業務遂行手段: 

DX の視点からの中長期的事業の方向性の策定
および事業再構築の助言・指導

高知県香南市
1965

28
年
名

高知機型工業株式会社
各種模型製造及び素形材調達事業

現在、オンラインによ
る指導が主体となって
いますが、解りやすい
資料と最新の情報によ
る的確なアドバイスを
頂いています。

24
高知県

造船の木型製造からスタートして、デジタルものづくりを推進し、最先端のCAD/
CAMシステムを基に、設計から製造に至る高効率な製造システムを構築し、精密で
複雑な形状の設計製造が可能となるまで、技術を高め発展してきました。2021年か
ら「SDGsとDX」を経営の柱とし、2023年からは「DX･GX戦略部」を立上げました。
今後、当社が持続・発展し次世代に円滑なバトンタッチをするためには、DXを視点
とした具体的かつ実現可能な経営計画の立案が必要と考えていました。

湯浅氏にはまず現状の問題点把握を行って頂き、あるべき姿との乖離を明らかにする
とともに、DXの視点から経営計画への提言や、中長期の視点による事業展開への提
言をお願いしました。中長期のビジョン作成と業界の見通しに加え、足元の事業の方
向性の見定めや今後の方向性などについて、客観的なご意見を頂戴し、それを短期の
具体的な経営計画に落とし込むことにより、中長期の目標達成を着実に進めることが
出来るようになりました。

大手素材メーカーに長年勤務された経験を通した幅広い視点から、現状業務に対する
的確な分析をして頂きました。現在は経営・社員とのヒアリングを通して30年後の
当社の姿を共に描くことに着手いただいています。その過程の中で中長期計画にDX
の視点による事業展開と、新分野への展開も含めた将来的な事業の再構築構想を取り
入れています。この内容を短期計画に落とし込み、マイルストーンを重ねることで長
期構想の実現を目指すことが出来る様になりました。今後も伴走支援をしていただく
ことを期待しています。

当社が持続発展するための経営計画の策定

DX の視点からの中長期事業の方向性
および事業再構築の提言

的確な業務分析と計画立案

前職勤務先より、DX 視点による長期計
画の策定を支援する人材を探している
高知県企業の紹介を受け、前職のメン
バーとともに積み上げてきた実務経験
を活かして社会貢献したいこと、また大
学教員として実業の動きを常に取り入
れ教育、研究に活かしたいことから、応
募しました。

湯 浅 氏 か ら は 深 い
DX の 知 見 に 基 づ く
経営計画へのアドバ
イスだけでなく、デ
ジタルマーケティン

グの事例等、現在の当社の業務とは直
接関係しない事も、経営企画の観点か
らご指導頂いています。オンラインに
よる指導ですが、毎回、資料を事前に
送付いただき読み込んだ上で臨むこと
により、充実した内容のご指導を受け
ることが出来ています。また、資料を
事前に頂けることから、テーマに応じ
関係する社員を招集することが出来る
ので、社員教育にもつながっています。

大手素材メーカーの経営企画本部 DX
推進部を経て国立大学法人山口大学准
教授就任

代表取締役社長

60
---

その他
---

福岡県

湯浅 修一

北 雅之

全て遠隔業務

歳代

ゆ あ さ  しゅういち

き た  ま さ ゆ き
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プロ人材がもたらした効果3

プロ人材に与えられたミッション2

抽出された経営課題1

事例

所在地

創業年

従業員数

主な経歴:

プロ人材

企業からの声

【入社時のプロフィール】

氏 氏

氏 氏

役職名: 
年齢: 
還流ルート:
家族構成:
出身地: 
業務遂行手段: 

独自の特殊技術および知識・経験を活かし、
年商 1.5 倍を目指した新規事業へ挑戦する
ための、経営管理の強化！

福岡県北九州市
1947

40
年
名

株式会社廣瀬産業海事工業所
海事工事全般。日本・世界の海で、私た
ちの日々の生活に関わる産業を支えてい
ます。

資金の面では金融機関
が、人に関することは
福岡県プロフェショナ
ル人材センターが…と
連携が強化され、岩村
氏の採用を通じて経営
管理部門が強化された
ことで、今後の目標で
ある新規事業への挑戦
が加速されました。

25
福岡県

老舗の海事工事会社として海洋土木を専門とした数多くの施工実績があります。そこで、
培った独自の特殊技術および経験・知識を生かして新規事業へ挑戦する中での課題は
人材不足でした。年商15億円(現在の1.5倍)を目指して新たな柱を育てたい！と、取引先
の金融機関に相談したところ、本事業を紹介されて民間人材ビジネス事業を介してマッ
チングが成立しました。金融機関の『本業支援』としての福岡県拠点との連携で、フット
ワークが軽くスピーディーな支援に助かりました。今後は新規事業及び地元公共工事の
元請け受注増に力を入れていきます。

当社は環境や安全に配慮した工事施工を徹する中で、海難救助や沈没船の引上げ作業
等のサルベージ事業も行ってきました。複雑な地形と潮流条件で我が国有数の海の難
所と言われている関門海峡ですが、機械が良くなり技術も上がって事故は減ってきま
した。地元の北九州はもちろん日本・世界の海で漁業や海運、石油産業など私たちの
日々の生活に関わる産業を支えていますが、これからも海事業者の先駆者でいるため
には日々の技術向上と新規事業へ挑戦が必要となりました。そして、そのためには経
営管理の強化が必要となりました。

17年の経理経験を活かし、仕訳から資金繰りだけでなく金融機関との調整も任せられ
ています。また、工事の発注・管理も行ってくれています。異業界からの転職でした
が、岩村氏は向上心と主体性があり、社内はもちろん社外とのコミュニケーションも
円滑でネットワークが広がっています。「堅実に業務を行い、会社の発展に貢献した
いです。建設業経理士１級の合格を目指して頑張ります！」と力強く話してくれてい
ます。新規事業・公共事業の受注と拡大に欠かせない、これからの会社を担っていく
人材を採用出来て今後の事業展開が楽しみです。

培った独自の特殊技術および経験・知識を生かして
年商 15 億円 ( 現在の 1.5 倍 ) を！

海事業者の先駆者であり続けるために、経営管理
を強化して新規事業への挑戦！

長年の経理経験を活かして資格取得にも挑戦！
会社の発展に貢献

前職では通勤に往復 2 時間かかってい
ました。子どもがまだ小さく、自宅か
ら近い職場へ転職したいと考えました。
異業界でニッチな事業を行っているの
でこれまでの経験を活かせるかどうか
不安もあり、年齢的にも失敗したくな
い ! と思っていましたが、経営が安定
していて将来性もあり、何より社長に 

『これまでと違いが大きいだろうけど、
1 つ 1 つ身に着けて長く働いてほしい』  
と言ってもらえたことで入社を決めま
した。

普段より付き合いの
あった商工組合中央
金庫北九州支店より
当事業・福岡県拠点
を 紹 介 さ れ ま し た。

自社の利益に関係ない、公的なところ
を紹介してもらえて良かったです。な
かなか良い人材を採用できずにいまし
たが、岩村氏は明るくまじめで人柄が
良く、ベテラン社員とのコミュニケー
ションも円滑で業務が順調に進んでい
ます。違う業界から来られたので時間
はかかるでしょうが、建設業経理をしっ
かり習得してほしいと思っています。

経理 17 年。社長の言葉で入社を決意！
前職総務課での労務の経験も生かして
社員が働きやすい職場環境を目指し
ます。

代表取締役社長

40
次長

転居なし
( 義 ) 父、( 義 ) 母、
妻、子供

福岡県

事務所での業務

岩村 忠志

勝 雅直

い わ む ら  た だ し

歳代

か つ  た だ な お
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プロ人材がもたらした効果3

プロ人材に与えられたミッション2

抽出された経営課題1

事例

所在地

創業年

従業員数

主な経歴:

プロ人材

企業からの声

【入社時のプロフィール】

氏 氏

氏 氏

役職名: 
年齢: 
還流ルート:
家族構成:
出身地: 
業務遂行手段: 

豊富な経験を活かし、海外事業 / 効果的な
広報戦略構築、ブランディングなどで活躍

佐賀県武雄市
1908

120
年
名

株式会社中山鉄工所
製造業 ( 破砕機・選別機・砕石機械など
を主力とした産業機械メーカー )

北海道の顧客を開拓す
る為、業界初、北海道
シ ョ ー ル ー ム の 企 画、
設置、運用展開を図っ
ています。またショー
ル ー ム は「 オ ー プ ン 」
で「誰もが集う場づく
り 」 が コ ン セ プ ト と
なっています。

26
佐賀県

当社は1908年に創業した、国内トップクラスの砕石プラントトータルデザイン会社
です。電動式自走式クラッシャーの開発・生産、機械のIoT化、小水力発電事業への
参入など先行しており、今後の成長が期待されます。海外事業については一時期販売
比率が高い時期があったが、最近では低くなっています。さらなる発展の為には市場
が成熟している国内から成長が著しい海外への展開が必須。そのためグローバル視点
で動ける人材が必要と考え、佐賀県拠点に相談させて頂きました。

プロ人材の宮内氏は大手機械・電気メーカー4社にて国内外の営業、宣伝広報の業務
に従事し経験豊富です。留学経験(キャロル大学)があり、TOEIC890点と語学力も高い
です。さらにデジタルツールによる全社的な業務効率化等のDXの経験も豊富です。
当社は国内では砕石プラントのリーディングカンパニーでかつ知名度が高いが、今後の
課題はグローバル事業のさらなる強化であり、広報・営業戦略の構築が急がれます。
プロ人材がこれまで機械・電気メーカーで発揮されてきたグローバル視点での営業、
広報の展開能力に期待しました。

当社は広報戦略を策定し強化しています。ホームページを主としたネット戦略です。
国内は充実しているものの海外対応が不足しており、特に欧州のネット戦略を中心
として動いていただいています。ネット戦略に付加して、産業機械では例が少ない
ショールームを北海道に設置を計画しており、その企画を担当してもらっています。

グローバル事業の強化

グローバル事業強化のための
海外事業 / 効果的な広報戦略構築

グローバルで認知度を高めるための
公報戦略の立案と実行

妻が長崎出身で、地方創生への想い、子
供を自然豊かな環境で育てたいなどの
理由から嫁ターンを決意したところ、佐
賀県拠点から当社の紹介を受けました。
当社の会社理念、社長の人徳に魅かれて
入社を決意しました。現在は、私が得意
な海外戦略をまかせて頂き、やりがいを
もって業務に励んでいます。

海外事業の強化に向
けて、海外の営業・
広報の強化を考えて
いたところ、佐賀県
拠点から、宮内氏の

ご紹介を受け採用させて頂きました。
宮内氏は海外営業、広報、DX など豊
富な経験をお持ちで、能力的なポテン
シャル、コミュニケーション力も高い
と評価しています。今後、当社のグロ
―バル展開を加速してくれるものと期
待しております。

大手電気、機械メーカーで宣伝、広報、
営業に従事

代表取締役社長

40
---

その他
妻、子供

埼玉県

宮内 洋幸

中山 弘志

事務所での業務

歳代

み や う ち  ひ ろ ゆ き

な か や ま   ひ ろ し
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プロ人材がもたらした効果3

プロ人材に与えられたミッション2

抽出された経営課題1

事例

所在地

創業年

従業員数

主な経歴:

プロ人材

企業からの声

【入社時のプロフィール】

氏 氏

氏 氏

役職名: 
年齢: 
還流ルート:
家族構成:
出身地: 
業務遂行手段: 

1,500 名を超える企業に総務部長として着任。
会社として初の２工場体制での運営管理や、
創業 50 周年行事にも注力

長崎県西海市
1973
1,521

年
名

株式会社大島造船所
船舶の建造修理と鋼構造物等の製作据付

2022 年に三菱重工長崎
造船所から引き渡しを
受 け た 香 焼 工 場 で は、
当社の主力商品である
中型バルカーを建造し
ています。当面は年間
3~4 隻の新造を計画し
ています。

27
長崎県

当社は、３万～10万トン型ばら積み貨物船に特化し、本社工場一ドックで年間約40
隻を建造する生産性世界一の造船所です。募集当時、生産能力の増強を目的に、
2022年度に三菱重工業長崎造船所の新造船エリア、2023年度に大島工場の隣接地の
購入を計画していました。また2023年度に創業50周年を迎えるにあたり、記念誌の
発刊や社員とその家族、株主、関係各社を招待した大規模イベントを予定していまし
た。それぞれ前例の無い課題があるため、社内のみならず関係各所とうまく連携し、
状況判断においてはバランス感覚のある総務部門の幹部人材を求めていました。

平塚氏には、総務部という業務内容が多岐にわたる部署で、今までの経験をフル活用
して業務改善を行い、また当社初の2工場体制に向け、総務部がスムーズに稼働できる
よう準備を進めていただきました。総務部では社内だけでなく、協力会社や地域、行
政など幅広い社外関係者との調整が必要になります。平塚氏は前職で本社に8千人、グ
ループ会社を含め3万人規模の企業で経験を積まれたのですが、当社では、社員一人ひ
とりの顔を見ながら仕事ができること、地域との強いつながりの中で事業を営んでい
ることにやりがいを感じたそうです。

最大の課題であった2工場体制の構築においては、舵取り役として総務部をまとめ上げ
ていただきました。本社工場と香焼工場それぞれに総務部を置くことで、人材の異動
や新たな業務、二拠点間の連携等の課題がありましたが、問題なく稼働を開始するこ
とができました。また、創業50周年に際しての様々なイベントでは、事前準備や当日
の運営の指揮を取っていただき、平塚氏の存在は大変心強かったです。現在は、本社
工場隣接地の取得に向けて、事業計画の策定に取り組んでもらっています。今後益々
力を発揮してくれることを期待しています。

事業拡大に伴う総務部門の増強のため、
経験豊富なプロ人材の確保に課題

業務内容が多岐にわたる総務部において、
様々な課題への対応が求められた

2 工場体制の構築や創業 50 周年の各種行事も
無事に執り行い、新たな課題へ取り組む

前職では役職定年となる 55 歳まで勤
め、総務畑で長く経験を積んできまし
た。役職定年後も第一線の現場で働き
たいという思いから、新天地を求め求
職活動を行い、大島造船所にご縁をい
ただきました。終の就職先として選ん
でいますので、全身全霊でお役に立ち
たいと日々業務に励んでいます。ま
た、管理職としては業務を円滑に回し
ていくのは当然として、人材育成も個
人的なミッションの一つとして掲げ
ています。

当社では、今回の募
集より以前はプロ拠
点を活用した中途採
用は行った事があり
ませんでした。外部

から幹部クラスを招聘する事はありま
したが、特に今回は２工場体制という
新しい取り組みに対応できる人材が必
要だったという事もあり、初めてプロ
拠点を利用させていただきました。結
果、平塚氏という素晴らしい人材との
ご縁をいただくことができ、大変感謝
しています。異業種からの転職で入社
当時はご苦労もあったかと思いますが、
今後益々の活躍を期待しています。

大手製造メーカーにて技術部を経験し
た後、事業部にて事業企画。その後総
務部にて総務全般を長く経験。

人事部 採用課長

50
総務部長

I ターン
妻、子供

福岡県

事務所での業務

平塚 光一

山口 紳二

ひ ら つ か   こ う い ち

歳代

や ま ぐ ち   し ん じ
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プロ人材がもたらした効果3

プロ人材に与えられたミッション2

抽出された経営課題1

事例

所在地

創業年

従業員数

主な経歴:

プロ人材

企業からの声

【入社時のプロフィール】

氏 氏

氏 氏

役職名: 
年齢: 
還流ルート:
家族構成:
出身地: 
業務遂行手段: 

社会福祉協議会の事業は「サービス業」であり、
住民は「顧客」であるという、民間の発想で
組織の意識改革

宮崎県東臼杵郡
---

121
年
名

社会福祉法人
美郷町社会福祉協議会
宮崎県の中山間地に位置する美郷町の社
会福祉協議会。各種住民サービスの拠点
となっている。

失敗事例の共有や、確
りした電話応対など民
間企業では当たり前に
行われていることから
始めています。道半ば
ではありますが、職員
の方の協力もあり他と
は 違 う「 抜 き ん 出 た 」
社協になれる手ごたえ
を感じています。

28
宮崎県

一般的な社会福祉協議会の業務に加え、保育所、デイサービス、ヘルパー事業所等の
あらゆる住民サービスを提供しています。中山間地域では民間事業者の参入が少ない
ため、住民は公共サービスに頼るしかありません。だからこそ、我々は常にサービス
向上に努めていく責務があると考えていますし、高い使命感を持った組織にする必要
があります。また、我々自身の労働環境を整備することが今後の人材不足の解消にも
繋がると考えていました。そのためには福祉分野に留まらない、広い視野と経験を
持った人材の力を借りて組織改革に着手する必要があると考えました。

社会環境は急速に変化しているにもかかわらず、これまでの業務を、これまで通りに
繰返すだけの組織に対して、何とか立て直しを図ろうとしてきましたが、組織内の
議論では答えが出ませんでした。現行の組織の常識やルーティンにとらわれず、刻々
と変化する住民のニーズに柔軟に対応できる組織作りを進めていくためには、福祉業務
に精通した人材よりも、民間での幅広い経験と社会保険労務士と言う専門スキルを
持った野口氏が最適な人材だと判断しました。お話を進める中で、問題の本質を理解
していただきましたし、組織としての危機感を共有することができました。

社会保険労務士の資格を持たれていたので、何事も根拠となる法令を確認するという
ことを教えていただきました。行政の仕事をしていても、マニュアル等に頼っていた
面がありましたが、改めて法令を確認することで、やるべきことが更に明確になりま
した。このことが、日常業務の見直しだけでなく、就業規則の見直しにも繋がり、よ
り働きやすい職場になりました。一方で民間企業での経験からは、「変えることは考
えること」といった業務効率化の視点や、住民サービスを追求するために「他の社協
とどのように差別化を図るか」といった視点を与えてもらいました。

定型業務を繰返すだけで変化を望まない
組織の改革と行政依存の経営体質からの脱却

地域の特性を理解した上で、本来の住民サービス
を提供するための組織作りと人材育成

住民サービスの充実のためには、まずは自分たち
が働きやすい職場をつくることから

九州の人材会社から紹介を受けたこと
で、改めて地元である宮崎のことを振り
返るきっかけとなりました。やりがいを
もって取組んでいた仕事からの転職に
は、相当悩みましたが那須室長と話を進
めるうちに、これまでのキャリアが活か
せる分野ではないかと思い始めました
し、自分なりの方向性も見えてきました。
なにより、パートナーとなる那須室長の
組織改革への強い意志と熱意に打たれ
たことも決断に至った大きなポイント
でした。

組織の中核を担う人
材 の 育 成 に は、 膨
大な時間がかかりま
す。しかし、組織改
革は待ったなしであ

り、高いスキルと豊富な経験を持った
人材を外部から採用して組織を変える
しかないと考えていました。これまで、
そういった人材と巡り合う機会があり
ませんでしたが、プロ人材拠点を活用
することで、広く県外の人材と接点を
持つことができました。その中から、
当会の求める人物像とマッチした野口
氏と巡り合うことができ本当に感謝し
ています。

アパレル業界から社会保険労務士事務
所に転職、資格取得後は各種団体の事
務長や顧問を務めていました。

主幹

40
事務局次長

U ターン
---

宮崎県

野口 大輔

那須 大悟

事務所での業務

歳代

の ぐ ち  だ い す け

 な す  だ い ご
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氏 氏

氏 氏

36 37

プロ人材がもたらした効果3

プロ人材に与えられたミッション2

抽出された経営課題1

事例

所在地

創業年

従業員数

主な経歴:

プロ人材

企業からの声

【入社時のプロフィール】

氏 氏

氏 氏

役職名: 
年齢: 
還流ルート:
家族構成:
出身地: 
業務遂行手段: 

教育機関との交渉や業界リサーチなどの
人事活動の他、外部研修や面談などを通じて
現社員の研修・育成

沖縄県那覇市
1983

135
年
名

株式会社シーサー
生活関連サービス業・娯楽業

作るところから始まっ
た人事部でした。すぐ
に結果が出る営業職と
は違い、長期的な計画
や学校との粘り強い交
渉 が 必 要 と な り ま す。
会社全体として大きな
目標を掲げ地道に業界
NO.1 と な れ る よ う 施
策を検討中です。

29
沖縄県

コロナ禍の影響で、観光・サービス業に不安を感じ、多くの退職者が出てしまいました。
業界的に、シュノーケルやダイビングなど海好きな人がアルバイト感覚で働くイメー
ジがあるため、正社員の雇用には手を焼いていました。コロナ禍のあおりを受けて、
考えたり幹部と話し合う時間をたくさん確保できたため、未来のために何が必要か
考えました。その結果、採用と教育に力を入れていくべきだという結論に至り、採用
と人材教育ができる経験豊富な高度人材を求め、本事業を活用しました。

専任者がいなかった人事部を設立し、責任者となって頂きました。採用について「安
定して長く勤めてもらいたい」という社長の意向を汲み取り、初の試みとなる新卒採
用を目標に掲げ、大学や専門学校への交渉や業界リサーチなどの人事活動の他、外部
研修や面談などを通じて現社員の研修・育成を行ってもらいたいと考えました。

異業種から来てくれた岩波氏の行動や考え方は「そういう発想があるのか」「そうい
う考え方もできるのか」と驚くことばかりです。当社はサイボウズで社員のスケジュ
ールを見える化していますが、岩波氏のスケジュールを見ると「計画的に先を見なが
らやっているな」と分かります。

多くの退職者に伴う人材確保が大きな課題
海外展開も視野に課題と向き合う

外部との交渉や業界リサーチなどの人事活動、
外部研修や面談などを通じて人材育成

人事面談と人材育成の計画的な展開を手がける

最初「人事部門を中心に、面談と育成」
のお仕事と言われた時は、営業畑でやっ
てきた自分に務まるのか不安でした。海
は好きではあるものの、マリン業界も未
経験です。ですが話を聞くと、圧倒的に
将来性のある会社だと知り、やりがいが
あると感じました。これまで培った交渉
力や人材育成の経験、広告業界で培った
PR ノウハウなど、異業種であっても活
かせるスキルで、経験を駆使して人事部
として成果を出そうと奮闘しています。

これから基幹部分と
なりうる人事部門を
立ち上げ、部下を育
てながら責任を持っ
て推し進められる高

度人材が欲しいと思っていたところ、
プロ人材戦略拠点事業を介して岩波氏
を紹介いただきました。部下の役割分
担も上手く、数字の捉え方や横展開の
仕方も面白いです。責任のある仕事を
してきた人はどこで何をやってもちゃ
んと結果を出すんだなぁと思いまし
た。頼りにしています。

東京の大手企業の役員を経て、約 10 年
前に沖縄に移住。広告代理店やホテル
の支配人などを務める。

代表取締役社長

---
人事コーディネーター

I ターン
---

---

岩波 基之

稲井 日出司

事務所での業務

歳代

い わ な み  も と ゆ き

い な い  ひ で し
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プロ人材がもたらした効果3

プロ人材に与えられたミッション2

抽出された経営課題1

事例

所在地

創業年

従業員数

役職名: 
年齢: 
還流ルート:
家族構成:
出身地: 
業務遂行手段: 

主な経歴:

プロ人材

企業からの声

【入社時のプロフィール】

氏 氏

氏 氏

36 37

氏 氏

氏 氏

DX 化 (Digital Transformation) へと変革する
ためのスマートファクトリーの実現

栃木県栃木市
1958

190
年
名

日冷工業株式会社
家電・産業機器等の各種冷熱製品用冷凍
サイクル配管・部品及び冷熱製品の設計・
製造

新基幹システムによる
効 果 と し て 生 産 効 率
30% 向上を目指してい
ます。また、藤本氏の
入社以降、間接業務の
自動化意識が向上して
いる他、リモート会議・
リモートワークの環境
整備などに積極的に取
り組んでいます。

30
栃木県

100年企業を目指す為には、市場や顧客動向を見極め・追従し常に変化し続けなけれ
ばなりません。当社は、従来より大手取引先様からの受注を柱として下請けビジネス
を進め安定した業績を上げてきましたが、大手取引様での内製化拡大や市場動向の起
伏変化により当社の業績も大きく左右されることも否めません。その為、製品品質を
維持しつつ生産効率を向上させ、お客様の要求に柔軟に対応できる体制を構築するこ
と(業務の変革)を課題と捉え、その実現のため生産体制のスマートファクトリー化を
考えました。

いつものやり方を変える(業務の変革)には、これが当たり前だと思ってやって来た仕事
を全面的に見直す必要があります。それには、既にそのやり方に慣れ親しんだ人材で
はなく、新たな発想やあるべき姿を描き澄んだ空気を吹き込む人材、そしてこのプロ
ジェクトを強力に牽引できる人材を求めていました。藤本氏は、大手ITメーカーで通
信システムの開発・組織を牽引してきた経歴と部長としてのマネジメント力も兼ね
備えていました。特に、会社風土をDX化したいとの強い覚悟と意欲に満ち溢れてい
たことから、全責任を担うプロジェクトリーダーに任命しました。

藤本氏は、プロジェクトへの着手前に自ら現場の実態を知ることを希望し、製造・生産
管理部門の実務作業を経験しました。その際、現場の問題に対し詳細データを収集、
定量的分析と改善施策により困難な問題を短期間で解決に導いた事により早くも現場
担当や関係部門の信頼を勝ち取ることができました。その後、本格的にプロジェクト
をスタート、毎月2回・2時間のワークショップを開催し業務フローの現状分析、スマ
ートファクトリーシステム構想、システム要求仕様書作成のプロセスを強力に牽引。
ベンダ設計を経て今年新基幹システムの運用開始に至りました。

顧客要求の変動にも柔軟に対応できる
生産体制の構築

スマートファクトリーを実現する
新基幹システム構築のプロジェクトリーダー

社員ファーストを念頭に、素早い行動力と
定量的分析による波状効果

前職を早期退職後、プロ人材拠点の紹
介で先に入社した元同僚と同拠点から
の誘いもあり、牽引力のある人材を探
しているとのことから当社を紹介いた
だき社長と面会しました。初めてお会
いした時から気さくで楽しい方という
のが第一印象でした。私自身、これま
でとは違った業種の仕事を経験したい
という思いと会社風土を変えたいとい
う社長の期待がマッチしたこともあり、
自分を成長させる場所として入社を決
意しました。

当社は、今後、事業
継続するためには DX
化が必須条件である
と考え、活動を開始
しました。時同じく

して藤本氏が入社され、活動を推進し
ていただいています。その結果、シス
テムの開発も完了し本年 11 月より稼
働を開始しました。現在、日々発生す
る問題点をクリアしながらシステムの
ブラッシュアップに努めております。
ここまで来られたのもひとえに藤本氏
の功績が大きく、藤本氏が入社してい
なかったらここまでくる事は不可能で
あったと思います。

IT 企業 通信システム 品質保証部長

50
生産革新室 室長

転居なし
妻

栃木県

藤本 勉

事務所での業務

歳代

ふじもと つ と む

代表取締役社長

上杉 昌弘
うえすぎ　まさひろ

氏
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プロ人材がもたらした効果3

プロ人材に与えられたミッション2

抽出された経営課題1

事例

所在地

創業年

従業員数

役職名: 
年齢: 
還流ルート:
家族構成:
出身地: 
業務遂行手段: 

主な経歴:

プロ人材

企業からの声

【入社時のプロフィール】

氏 氏

氏 氏

自社倉庫の在庫管理の改善業務と
倉庫管理システムの有効性把握・予算化

山梨県北杜市
1951

130
年
名

株式会社リガク 山梨工場
Ｘ線分析・熱分析・Ｘ線非破壊検査機器
の専門メーカー　物流管理、組立、調整、
総合検査、出荷

外部倉庫の運用が始ま
り倉庫が危険な状況か
ら脱却しました。さら
に定置管理できるよう
になりました。

改善前 改善後

31
山梨県

山梨工場では当社の主要製品を生産しており、その在庫品目は約8,000点、部品点数
110万個、在庫金額約30億円で倉庫管理を行っております。また、在庫品目が多いだ
けでなく、細かい部品から大物の半製品、機械加工品等種類と大きさも様々でそれら
の物量が一定しておらず、また新規に登録される品目も増える傾向にあり、こういっ
た事情が在庫管理を難しくしている要因となっていました。これらをフレキシブルに
管理できる方法をプロ人材を活用して解決する必要がありました。

2021年頃からの半導体・樹脂製品などあらゆる物の調達難により安全在庫確保と物
不足による出荷停滞が重なり、工場に物が溢れ倉庫が危険な状態であり棚卸以前の問
題でした。また、倉庫管理システムの使い勝手も悪く、物がどこに何個あるか把握す
るのに時間がかかる。リアルタイム性がないなど非効率な運用をしていました。この
２つを改善して頂くためにプロ人材を活用しました。

現状を確認して頂き、まずは危険な状態を解消することを強く指導して頂きました。
その為には倉庫拡張が必須ですが、我々は在庫管理できる倉庫業者を知りませんで
した。そこで、藤田氏に紹介して頂き、工場から30分程度の場所に70坪の倉庫を借
用できました。また、運用方法の指導も頂き倉庫にスペースが確保出来、危険な状
態から脱却できました。我々には倉庫管理システム(WMS)の知見がなく、メリット
、デメリットなどを教えて頂き、デモも拝見させて頂き、WMSの有効性を把握する
ことができ2024年度予算化することができました。

在庫過多により倉庫運営が滞り、棚卸が出来ない
状態からの脱却と倉庫改善策の指導

棚卸しに向けた倉庫改善、効率的な運用

外部倉庫を活用して物が溢れる状態から脱却。
倉庫管理システムの予算化

個人プレーでなく、それぞれの役割を
明確にすることで、各々がリーダーシッ
プを発揮できていると感じています。
新たな課題も今後出てくることと思い
ますが、都度チームプレーで解決可能
だと確信しています。

毎年棚卸については
課題が多く、特に前
回は溢れる程の部材
のため棚卸ができる
か 非 常 に 心 配 で し

た。藤田氏に多くのアドバイスを頂き
ましたが、特に外部倉庫業者を紹介し
て頂き大変助かりました。無事、棚卸
もできました。空いたスペースは定置
管理品置き場として有効に使っていま
す。さらに、倉庫管理システムを紹介
していただき、我々のシステムでは出
来ない事が安価で出来ることがわかり
ました。早速、2025 年で予算化を行い
ました。

商流・物流・メーカーの川上から川下
までを経験

山梨工場長

50
Office しとち代表

I ターン
妻、子供

静岡県

藤田 伸治

中村 栄作

事務所での業務
遠隔業務と月数回の対面会議

歳代

ふ じ た 　 し ん じ

な か む ら  え い さ く
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プロ人材がもたらした効果3

プロ人材に与えられたミッション2

抽出された経営課題1

事例

所在地

創業年

従業員数

役職名: 
年齢: 
還流ルート:
家族構成:
出身地: 
業務遂行手段: 

主な経歴:

プロ人材

企業からの声

【入社時のプロフィール】

氏 氏

氏 氏

医薬品における管理業務の効率化実現

富山県富山市
1950

327
年
名

十全化学株式会社
医薬原薬及びその重要中間体の受託製造
CMC 開発支援サービス

週 1 回のペースでオン
ラインによるミーティ
ングを実施しています。
このミーティングで課
題や進捗状況の確認を
行 っ て い ま す。 ま た、
DX 化 を 実 現 す る た め
に社内関係者をどう巻
き込むかなどの情報交
換も行っています。

32
富山県

当社は、原料や重要中間体の受託製造のメーカーとして、新薬開発から既存薬のアウト
ソーシングに対して、複数のマルチパーパスプラントを効率的に稼働するように生産
計画を組み立てながら、お客様の要望に、確実性とスピードをもって応えております。
昨今、お客様のニーズの変化にも高いレベルで対応できるように、生産計画を適宜変
更するケースが増加しており、その計画に連動した原材料調達の管理業務において、
業務に使用するExcelの様式や運用が各工場で異なることに由来した手戻りが多く発
生し、多大な時間を要していることが課題となっています。

Excelを用いた原料調達管理業務の課題解決を推進するにあたり、当初はシステムの
導入を検討していましたが、システム導入に向けたURSを作成できる段階にないと分
かり、まずは、既存のExcelの機能を有効に活用したフォーマットの標準化と業務の
標準化に取り組むことにいたしました。よって、当社と同じように製造業経験があり、
且つ、デジタル化やシステム関係に精通していた方を副業人材として採用し、原料
調達管理に係る業務全体のフロー及び個々の業務プロセスの現状分析を行い、問題点
や課題の抽出、解決策の立案をお願いしました。

原料調達管理業務に関して、「手入力が多い・ファイル間での転記が多い・情報連絡
の抜け漏れあり」などが現状の課題でしたが、これら課題の特性を鑑みた上で、
ExcelとVBAを駆使した解決策が有効と判断しました。副業人材と工場担当者とで認
識合わせを3カ月程度行い、「自由度(考察箇所は手入力)と自動化処理(データから必要
な情報を欲しい形で出力)を併用した原料管理用Excelファイル」を新たに作り上げ、
運用を開始しました。その結果、課題解決の達成と、担当者の成功体験による今後の
IT改善活動の更なる推進の可能性が拡大しました。

二重転記などのムダを排除し
効率的な業務フローを実現

現在の業務フローの見直し及び
各タスクに対する施策の検討

デジタル化を通じた業務改善と
社内メンバーの改善意識の変化

製造業のデジタル化支援を目的に活動
している際に、十全化学様とのご縁をい
ただく。働き甲斐としては、以下の３点
です。
①自分自身が今まで経験してきた知識
が企業様のお役に立つ点
②デジタル化を通じて今まで当たり前
と思っていた業務の見直し、気づきを企
業様に与えられる点
③作業のやりづらさをどう改善するか
一緒に考え、改善後の取り組みで現場
担当者様のやりづらさを改善し、喜ばれ
る点

DX 化 を 進 め て い か
なければというボン
ヤリとした危機感は
も っ て い た も の の、
具体的に何をどうす

れば良いかわからず悩んでいるとき
に、副業人材の活用という選択肢を富
山県からご提示いただきました。
その中で、今回依頼している人材との
マッチングに成功し、製造現場の DX
化にご協力頂いております。実際に手
を動かして頂くことはもちろんのこ
と、技術を教えて頂くことで社内にノ
ウハウがたまっていき、社員が自律的
に行動できるようになっている気がし
ます。

・( 株 )CSS【システム開発】
・日本 APT( 株 )【製造、物流業】
・アルエフ【デジタル化業務支援】

総務部総務課

40
---

その他
妻、子供（長男、長女）

愛知県

小島 清

与野木 力

全て遠隔業務

歳代

こ じ ま  き よ し

よ の き つ と む
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プロ人材がもたらした効果3

プロ人材に与えられたミッション2

抽出された経営課題1

事例

所在地

創業年

従業員数

役職名: 
年齢: 
還流ルート:
家族構成:
出身地: 
業務遂行手段: 

主な経歴:

プロ人材

企業からの声

【入社時のプロフィール】

氏 氏

氏 氏

業務・作業マニュアルの再標準化と、
多言語化した動画で外国人材へ
きめ細かく対応

福井県大野市
1973

29
年
名

真名川株式会社
化学繊維 ( ポリエステル、ナイロン ) の
仮撚加工糸の製造、販売

糸 を つ な ぐ 作 業 で は、
ベテラン社員は目分量
で重なり長 1.5 ㎝をキ
チっと出せますが、外
国人材や新入社員に動
画で計測方法・手順を
再確認してもらったた
ところ、不良率は激減
しまた。( 不良率のデー
タは現在集計中 )

33
福井県

福井の地場産業である繊維の品質を支えてきたのはベテラン社員です。しかしながら
ベテラン社員の減少および中国や東南アジアからの外国人材の増加により、作業指示
の統一性が課題となってきました。取引先の大手アパレルからは、品質確保の基本と
なるマニュアルに沿った作業を求められており、対応にも苦慮していたところ、ふく
いプロ人材拠点から課題解決に向けて副業人材の活用を勧められました。募集手続き
など不安はありましたが、拠点と人材会社との丁寧な相談で多言語化を前提とした動
画マニュアルの制作に舵を切り、品質確保に臨みました。

大手取引先が求める品質確保手順の遵守に向けて、ベテラン社員を中心に社員全員で
議論し、再度作り上げた作業マニュアルを動画化することを副業人材に依頼しました。
具体的には、外国人材への作業指示の見える化、作業のチェックポイントの明示や
専門用語の解説なども加え、外国人材をはじめ未経験者にも理解できるような多言語
テロップ挿入への対応もあわせてお願いしました。

最新マニュアルの作成段階から現場のリーダー、社員全員を巻き込んで議論を進め
た結果、社員には仕事全体に対する意義が認識され、常日頃の見直し意識も醸成さ
れました。動画完成直後ですが、糸のわずかな品質のブレがロスに結びつくことが
外国人材にも理解され、明らかに品質が安定してきました。まだ日本語版しかでき
あがっていませんが、外国語テロップの挿入・多言語化による、さらなる品質向上・
安定が期待されます。当社のボリュームゾーンでの不良発生による大きな損失防止
にも寄与し、受注ロットにもよりますが経営面でも安定化が臨めます。

多国籍の外国人材増加に対応し、
作業マニュアルの徹底による品質確保

最新の作業マニュアルを、誰にでも理解できる
動画制作とテロップによる多言語への対応

動画マニュアル導入による社内人材・
外国人材の品質意識の向上とロスの削減

生産技術 / 製造エンジニアとして、設備
開発 / 工法開発 / 新規ライン立上げ / 生
産性改善に取組んで来ました。独立後に
は様々なものづくり企業にて生産 / 製造
コンサルタントとして、開発 / 生産性改
善 / 仕組み・マニュアル構築 / プロジェ
クト管理など様々な困り事のお手伝い
をさせて頂きました。今回新規の業界で
の動画マニュアル整備というお仕事で
新たな知見を得るチャンスとして取組
まさせて頂き、とても勉強になりました。

商工中金に相談した
ところ、プロ人材拠
点を紹介していただ
きました。動画によ
る マ ニ ュ ア ル 作 り、

標準化について、業種は違うものの
大手自動車メーカー在籍の橋木氏と
のコラボは、たいへん上手くいきま
した。当初、拠点に相談したときは、
モノ作りに精通した動画製作者が見
つかるのか甚だ疑問でしたが、実際
に蓋を開けてみると多くの応募があ
り、最適の人物と契約できたと思い
ます。我々の作業手順を、その意味
を確認しつつ、見事に動画に落とし
込んでいただきました。

アルパイン㈱、トヨタ自動車㈱を経て、
ロルフィングスタジオスパティウム代表

代表取締役

40
代表

その他
単身

神奈川県

橋木 秀一

筒井 宏幸

遠隔業務と月数回の対面
会議

歳代

は し き  し ゅ う い ち

つ つ い  ひ ろ ゆ き
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プロ人材がもたらした効果3

プロ人材に与えられたミッション2

抽出された経営課題1

事例

所在地

創業年

従業員数

役職名: 
年齢: 
還流ルート:
家族構成:
出身地: 
業務遂行手段: 

主な経歴:

プロ人材

企業からの声

【入社時のプロフィール】

氏 氏

氏 氏

工場の生産現場にはりついて現状調査と診断
を実施のうえ、短期・中期の３か年改善計画
をつくり、改善に着手

愛知県小牧市
1952

408
年
名

佐橋工業株式会社
自動車用防振ゴム製品の製造、工業用
ゴム製品の製造、樹脂製品の製造、金型・
治具等の設計製作

改善メンバーの仲間と
ともに、生産現場での
現 地 現 物 調 査 を 実 施
し、調査分析と改善案
を討議します。皆の意
見を吸い上げ改善に入
ることで、社員が自分
で考え、発言するよう
になってきました。　　　　　　　　　　　　

34
愛知県

お客様が要求される品質レベルの高度化、働き方改革による人員の増加、エネルギー・
資材等の経費アップ等、コストアップ要因が多く、大幅な売上増加が見込めない中、
収益が大変きびしくなってきています。生産性向上や経費削減のコスト低減活動は行
っているものの、人手不足で日々の仕事に追われ、なかなか充分な成果があげられて
いない状況です。また次世代の人材育成も急務とわかりつつも、教える人材の余裕が
なく手がついていません。将来に向けて生産体制の再構築とDX化も必須であり、こ
の状況を打破しなければならず、その突破口を探っています。

1．生産においては、
短期的には、すぐにとりかかれる現場改善の抽出と実施による確実な成果出し、成果を
維持する手順書（動画）の作成。この繰り返しを現場の人材とともに行うことで人材育
成し、改善のできる人材を増やす。中期的には、生産ラインの見直しと自動化の導入。
2．技術においては、
図面・見積等の業務のシステム化。
3．全社においては
改善チームのリーダーとして、各分野の改善推進と次世代を担う人材を育成し、改善
風土(カルチャー)の醸成と定着をはかる。

社員一人ひとりの目線にあわせたコミュニケーションにより、短期間で現場の実態
把握と改善の洗い出し、そして３か年改善計画ができました。この間、いっしょに
活動する若手社員も前向きに取り組んでおり、とてもよいスタートがきれました。
社外の展示会へ行き、情報を入手し勉強するなど、積極的になってきています。
川島氏のヤル気と真摯な姿勢で、仲間の共感を得てきていると感じます。上司も幹
部も皆、川島氏との会話を大事にしてサポートしています。

ものづくりの転換と生産ライン構成の組み換えで、
より高い品質と生産性向上を実現する

改善活動による生産性の向上と将来に向けた生産
体制の再構築・そして改善人材の育成

3 か年の改善計画ができ
若手との改善活動が始まった

大企業での定年退職を控え、これからの
人生を考えた結果、自分のスキルと経験
を生まれ育った地元の会社で活かした
いと思い、会社の人事部に相談し、佐橋
工業に入社することになりました。現場
の第一線での仕事で、自分の性にあって
いてとてもやりがいを感じています。職
場の人たちとの交流を少し心配してい
ましたが、あたたかく受け入れていただ
き感謝しています。改善を積み重ね、いっ
しょに喜び成長していきたいと思って
います。

常日頃、現状打破し
たいと考えていたと
ころ、愛知プロフェッ
ショナル人材拠点か
ら大企業からの転職

希望の打診を受けました。求めていた
プロ人材と経歴が合致したため、大企
業の人事担当の方とお会いし、川島氏
との面談・採用・入社となりました。
社員とのコミュニケーションもとれて
おり、入社してすぐに精力的に動かれ
ています。改善活動ひとつひとつの積
み重ねで仲間の信頼を高め、会社の生
産性向上と人材育成で力を発揮してい
ただくことを、大いに期待しています。　

製造会社で FA 向け電子機器の商品開
発・機構設計。CAD・CAE の導入・立
ち上げ。

代表取締役社長

50
技師

転居なし
---

三重県

川島 良英

小林 淳

事務所での業務

歳代

かわしま　よしひで

こばやし じゅん
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プロ人材がもたらした効果3

プロ人材に与えられたミッション2

抽出された経営課題1

事例

所在地

創業年

従業員数

役職名: 
年齢: 
還流ルート:
家族構成:
出身地: 
業務遂行手段: 

主な経歴:

プロ人材

企業からの声

【入社時のプロフィール】

氏 氏

氏 氏

医療分野にも進出するものづくり企業に
ふさわしい品質管理体制の強化

京都府京都市
1966

180
年
名

三幸総研株式会社
プラスチックフィルム、光学フィルム、
医療用フェイスシールドなどの加工及び
販売

医療用フェイスシール
ドなど医療分野におけ
るものづくりは、より
高い品質管理が求めら
れます。悪いものを出
さないだけでなく、よ
り良いものを作る意識
が林氏の指導により培
われつつあります。

35
京都府

当社は1966年にプラスチックフィルムパッケージの切断・打ち抜き加工会社として
創業し、近年は半導体チップを保護する封止材、スマートフォンの保護フィルムなど
のプラスチックフィルムの製造加工などを行っています。ものづくり企業として、品
質管理は常に課題のひとつです。特に最近はフェイスシールド製造、医師・薬剤師・
看護師用の防護服開発などの医療分野へ進出したことから、品質管理体制をさらに強
化する必要に迫られていました。そこで、経験豊かな品質管理担当者を採用し、品質
管理の強化並びに後進の育成を行いたいと考えました。

当社では企業規模的に、大企業同様の品質管理体制を構築し運用するのには制約があ
ります。そこで、当社の実情に合わせ管理・指導をしていただける人を探していまし
た。林氏は大手メーカーで20年にわたり品質管理業務を経験されていたため、知識や
スキルについては申し分ありません。至らぬ点も多いと思いますがお願いできますか
と申し上げたところ、林氏からも一緒に汗をかいてがんばっていきたいという力強い
言葉をいただけたことから、採用させていただきました。現在は顧問ではなく課長と
して、社員と同じ目線で業務にあたっていただいています。

林氏の品質管理に対する姿勢は厳しいのですが、一方的に何かを言うことはありません。
対話を通じ、データなどの客観的な指標をもとに指導してくれるため、言葉ひとつひとつ
に納得感があります。林氏の指導に触れ、品質に対する社員の意識も「悪いものを出さな
いようにしよう」から「より良いものを作ろう」と前向きに変わってきました。入社して
1 年未満ですが、国内はもとより海外工場へも出張して、会社全体の品質管理・向上に努
めています。今後は共に後継者を探し育て、当社の品質管理体制を盤石にしていきたいと
思っています。

ものづくり企業としての品質管理体制の
さらなる強化

企業規模に合わせた品質管理体制構築及び運用

客観的な指標に基づく指導で品質管理に対する
社員の意識が前向きに変化

長らく単身赴任をしていましたが、年
齢を考えて家族のいる京都に戻ろうと
考えていたところ、三幸総研が品質保
証経験者を年齢不問で募集しているこ
とを知りました。お客様のお役に立ち
たいという古澤社長の思いやチャレン
ジングな姿勢に触れ、経験を活かして
サポートさせていただきたいと思った
のが入社の理由です。現在は品質管理
と人材育成に携わり、今後も自分を成
長させていけそうな環境のもと充実し
た毎日を過ごしています。

林氏は指導熱心です
が、けっして厳しい
だけの方ではありま
せん。温かい人柄の
方で、ベトナム工場

に出張した時には、日本語ができないス
タッフにも身振り手振りを交え、フレン
ドリーに接していたのが印象的でした。
当社が求めていた経験やスキルを持って
いるだけでなく、非常にパワフルかつ人
間性も素晴らしい方で、ご縁ができたこ
とは非常に感謝しています。林氏には、
品質管理だけでなく人材育成に対しても
当社の成長にお手伝いいただきたいと
思っています。

記録メディアメーカーにて約 20 年間、
品質保証業務、自社工場・国内外の協
力工場の品質管理指導を担当

代表取締役社長

60
品質管理部課長

J ターン
妻、子供

長崎県

事務所での業務

林 晴高

古澤 志津夫

はやし はるたか

歳代

ふるさわ   し ず お

材料開発から手掛けた付加価値の
高いプラスチックフィルムも展開
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プロ人材がもたらした効果3

プロ人材に与えられたミッション2

抽出された経営課題1

事例

所在地

創業年

従業員数

役職名: 
年齢: 
還流ルート:
家族構成:
出身地: 
業務遂行手段: 

主な経歴:

プロ人材

企業からの声

【入社時のプロフィール】

氏 氏

氏 氏

トップダウンの組織運営から、経営幹部と
現場の双方向によるコミュニケーションを
促進するための仕組づくりと意識付け

兵庫県加東市
1964

65
年
名

有限会社オーエス電機工業所
製造請負専門のアウトソーシング事業で、
お客様の人材・場所不足、労務管理の
お悩みを解決する。

ムダ取りには、KPT 手
法を活用しました。模
造紙に『ムダ』カード
を 張 り、 解 決 案 試 行
カードを張って、活動
の実行管理をすること
で活動の可視化を図り
ました。その活動の状
況写真です。

36
兵庫県

2014年、3代目後継者である私が家業に入社した当時、依存経営でした。2018年に
最大の取引先が経営方針転換したことで、一社依存経営の危うさを認識し、2020年に
取得したISO9001認証により、上場企業関連会社を初め異業種との取引等で、脱依存
経営を実現。一方、組織が大きくなるにつれ、現場へ私の声が届き難くなり、従来型
の組織運営への限界を感じます。顧客が増えたことで、間接業務も増え、個々の頑張
りが生産効率として数字に見えません。色々調べた中、課題抽出プロジェクトを見つ
け、現場の声を拾う仕組みがないことに気付きます。

組織拡大とともに、チームが増えました。従業員は一生懸命に作業に取り組んでいます。
ただ、一度定着した業務に対する改善意識や日々感じる「無駄だな、面倒くさい！」を
組織として吸い上げる仕組みがありません。当時は現場リーダー任せか、私が舵取り
するか、のいずれかしかありませんでした。今回、ご参画頂いた中川氏には、「なぜ
業務改善が必要なのか？」の目的意識の共有にはじまり、具体的な進め方、効果の算
出方法などを講義頂きました。半年に及ぶ活動を通じ、従業員への改善意識の醸造と
ムダ取りの進め方を身につけ、自走できる様、取り組みました。

ライフステージに合った働き方を提供できる会社を目指し、様々な課題を解決する
には、改善活動時間を創出しなければならなくなりました。そこで、現場の業務の
『ムダ出し』を行い、その『ムダ』を取ることで、業務の効率化を図るようにしま
した。職場全体で、82件の『ムダ』を抽出して、対策に取り組んでおり、効果も検討
しながら活動しています。『ムダ』を取るには、その『ムダ』の真因を追求して、
真因を解決することで対策できます。このような効率化活動をすることで、社員の
改善意識の醸成や論理的思考を向上する事ができました。

会社組織の拡大とともに、見えなくなる
現場の想い、課題、そして生産性の低下

現場が抱える課題の見える化と
課題共有の仕組づくり

業務効率化に向けた手法の指導と活動の伴走

顧客業務改善支援事業のノウハウと事
業・人材管理の経験を活かして、様々
な会社の発展を応援したいと思ってい
たところ、ひょうご専門人材センター
でプロ人材マッチングをされているこ
とを知りました。そこのマネージャｰの
方が、企業の課題は現場にあり、社員
の手によって課題を解決する事が重要
だとの意見を聞き、ボトムアップの改
善活動を奨めていた自分は同感を感じ、
人材登録をさせていただき、当社を紹
介されました。

組織拡大と共に、現
場の課題を自分たち
で 改 善 す る ボ ト ム
アップ型の手法も取
り入れることで、更

なる組織強化に繋がり、既存顧客はじ
め、未来のお客様に対しても更なる付加
価値の高いサービスを提供できると感じ
ていました。そこで、中川氏はじめ、プ
ロ人材と従業員を中心に行った課題抽出
会議にて、「ムダ取り」のキーワードが
抽出されました。プロ人材を登用した活
動は初体験でしたが、従業員にとって通
常業務とは違う刺激をうけ、組織活性化
のきっかけになったと思います。

ICT メーカーにて、ソフトウェア開発、
PC・サーバ技術開発・販売推進、顧客
業務改善支援に従事。

60
---

転居なし
妻、娘 (3 人 )

大阪府

遠隔業務と月数回の対面
会議

中川 広昭

下山 宜昭

な か が わ  ひ ろ あ き

歳代

しもやま   のりあき



プロ人材がもたらした効果3

プロ人材に与えられたミッション2

抽出された経営課題1

事例

所在地

創業年

従業員数

役職名: 
年齢: 
還流ルート:
家族構成:
出身地: 
業務遂行手段: 

主な経歴:

プロ人材

企業からの声

【入社時のプロフィール】

44 45

氏 氏

氏 氏

事業承継等の変革期。
地域に求められる医療法人の

「あるべき姿」と「ブランディング」

奈良県奈良市
1983

170
年
名

医療法人応篤会
奈良東九条病院、おうとくクリニック ( 人
工透析等 )、おうとくケアセンター ( デイ・
ショート )

福島氏の提案に基づい
て受付に設置した大型
モニター
来院者からのご意見や
地域に密着した情報を
掲示するデジタルサイ
ネージとして活用中

37
奈良県

1983年の開設後、多くの地域の患者様に応援いただき、40周年を迎えることができ
ました。しかし、人口動態、医療・介護制度や働き方改革など、外部環境が大きく変
わってきており、また、法人としても、世代交代、ニーズに合った事業展開、老朽化
等に伴う新病院新築移転等の必要性もあり、今一度、地域の中で「我々はどうあるべ
きか」を考え、「行動や意識を適応」させ、それらを「正しく伝えていく」などを検
討することにしました。しかし、内部には、ブランディングやマーケティングの専門
家が不在であり、外部に求めることとしました。

短期、中期、長期の取り組みで総合的なブランディング戦略の構築・実行をお願いし
ています。①コミュニケーション戦略(短期):現状のコミュニケーションの整理と見直
しでSNS、ウェブサイトの改善を行う、②マーケティング戦略(中期):ブランドの指針
となるステートメントの再構築としてロゴ、ビジュアルアイデンティテイで病院、ク
リニック、ケアサービスの３つの施設、サービスをわかりやすく患者さん、地域の皆
さんに伝える、③経営戦略(長期):再構築したブランドステートメントに基づくマーケ
ティング戦略の構築と実行で継続的に認知度向上を図る

福島氏は広告代理店と大手IT企業勤務の経験を生かし、ブランディングの根幹であ
る医療法人のミッション・ビジョン・バリューの設定の道筋を明確にして頂いてい
ます。また早速Googleのビジネスプロフィールによる効果的な発信や病院へのお
問い合わせのデータベース構築などの改善を進めてもらっています。さらに福島氏
の提案に基づいて受付に大型モニターを設置して、各診療科の診療時間や無料送迎
バスの案内、SNSとの連携案内など患者や地域の皆さんに寄り添った情報発信がで
きるようになりました。

従来行動・意識からの医療法人の変革と
正確な認知醸成

組織文化の再構築とブランディング戦略、
コンテンツ戦略の策定

医療法人として地域に密着した
デジタル活用の情報発信がスタート

ひとつのプロジェクトに関わる人数が
少ないので全体に関わることができた
り、強い当事者意識を持って、パートナー
として、同じチームの一員として取り組
ませてもらえるところが非常にやりが
いを感じる部分です。地域の活性化や地
域への貢献に自分の支援が少しでもつ
ながっているのであれば非常に嬉しく
思います。

年代も近い福島氏に
依 頼 で き た こ と で、
気軽に相談できる環
境 が 出 来 て い ま す。

「ブランディング」と
いう素人では未知の世界について、専
門用語の説明から、また情報過多で混
乱しないよう、きちんと道案内してく
ださっています。小手先の広報手法を
行うのではなく、法人の根幹部分であ
るミッション・ビジョン・バリューの
設定から手伝っていただいており、方
向性を定めることでぶれない施策が取
れると実感しています。

広告代理店で約 9 年、広告メディアで
約 3 年の実務経験の他、副業で 3 年間
30 社ほどのマーケティングを支援

総務・地域医療連携室 課長

30
プランナー

転居なし
---

大阪府

福島 靖記

岡橋 絢

全て遠隔業務

歳代

ふくしま　やすのり

おかはし じゅん



プロ人材がもたらした効果3

プロ人材に与えられたミッション2

抽出された経営課題1

事例

所在地

創業年

従業員数

役職名: 
年齢: 
還流ルート:
家族構成:
出身地: 
業務遂行手段: 

主な経歴:

プロ人材

企業からの声

【入社時のプロフィール】

44 45

氏 氏

氏 氏

当初のミッションである事業承継は
経営者としての引継ぎであったが短期間で
M&A( 株式譲渡 ) も達成

東京都品川区
1972

140
年
名

サンユー工業株式会社
・リードリレーの開発設計、製造、販売
・高周波機器等の開発設計、製造、販売

部門毎に年間 PDCA 対
象項目を抽出し、出来
る 限 り 数 値 化・ プ ロ
ジェクト管理化して誰
でも分かるように可視
化しました。変化要因
が一部門に留まらない
場合にも共有でき協力
を仰げる仕掛けとなっ
ています。

38
熊本県

一旦社長に就任した親族が、諸般の事情で社長を退任したため、やむを得ず創業者の
私が急遽ワンポイントで社長に復帰しました。何分高齢でもあり、好調な業績の維持
拡大と、雇用を守れる優秀な後継候補者を早急に採用し、社長職を託したいと考えま
した。具体的には、製造業の現場の管理職経験者で、データや数字への拘りや現場改
善、生産性向上にも強い向上心を持ち、決算資料等、財務諸表にも明るく、経営能力
を持った人材を求めました。

幸い、一部上場電気メーカー勤務者で、直近では関連子会社の経営も経験し、製造現
場や管理部門の生産性向上対策にも精通し、数字にも明るい人材を採用できました。
早速、新たな事業計画策定や就業規則の見直しなど、これまで培った経験を基に取り
組みを開始しました。また、海外勤務の経験から外国語も堪能で、折しも自社株譲渡
による外資との事業提携戦略も構想しており、戦略構築や先方との交渉の場面に、大
変心強い存在となりました。

実績(結果)から抽出される課題に対してのPDCAは行われていましたが、将来(予算制
度)を見据えての課題抽出と数値(予算)を結び付けてのPDCAをまわしていく事業運営
に転換しました。働き方改革では就業規則を大幅改定し、そこから就業時間短縮やフ
レックスタイム導入を行い、今後も更なる改革を準備中です。事業承継では、当初の
予定には無かったものの、良きパートナーが見つかり、短期間で交渉・最適解を導き
出してM&A(株式譲渡)を纏め上げました。

創業 50 年、従業員 140 人の業績順調な企業の
しっかりとした事業承継

当社事業や組織運営面での課題の早期把握と、
次の 50 年に向けた施策展開

予算制度導入と PDCA サイクル運営、働き方改革、
M&A( 株式譲渡 )

募集要項に “データに拘りのある人” と
あり興味を覚え、勤務地熊本と聞き丁度
50 年前に阿蘇観光をした記憶が蘇り、
これも何かの縁だと思いサンユー工業
に決めました。50 年の歴史に敬意を
表するとともに、次の 50 年に向けた
再構築にやりがいを感じています。予
算制度導入や就業規則改定 ( 働き方改
革 )、環境 ISO 取得準備等を仕掛けて
きました。M&A は事業承継観点からも
最適解と判断し、過去の経験を活かし
て纏め上げました。

創業者として、この
50 年余をトップダウ
ンで経営を引っ張っ
て来ました。お陰様
で国内外の大手企業

を中心に取引基盤を築くことが出来ま
した。今後は更なる基盤拡大に向けた
第二フェーズと言えます。その為には、
中小企業にも「ESG( 環境・社会・企
業統治 )」の視点は外せません。これ
を大企業で培った知見を基に、当社に
具体的に落とし込み、第二の創業の実
現に向け、組織力のレベルアップに取
り組んで頂く事を期待しています。

売上 500 億円・従業員 500 名規模の事
業・製造会社の社長。また米・英・中
での販売及び販社社長経験。

代表取締役社長

60
代表取締役社長

J ターン
妻、子供

福岡県

清水 秀俊

卯野木 晃

事務所での業務

歳代

し み ず  ひでとし

 う の き  あ き ら
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プロ人材がもたらした効果3

プロ人材に与えられたミッション2

抽出された経営課題1

事例

所在地

創業年

従業員数

役職名: 
年齢: 
還流ルート:
家族構成:
出身地: 
業務遂行手段: 

主な経歴:

プロ人材

企業からの声

【入社時のプロフィール】

氏 氏

氏 氏

海外に向けた「昔ながらの醸造を伝える蔵」
の情報発信と、蔵案内のマニュアル化

秋田県湯沢市
1855

10
年
名

有限会社石孫本店
地元原材料を使った味噌・醤油・みそ
たまりの醸造販売。県インバウンド施策
発酵ツーリズム拠点。

モニターツアーを重ね
ることで案内に自信が
付きました。体験企画
についても、発酵に興
味を持てる説明や楽し
み方を工夫できるよう
になり、更に案内板の
二次元コードにアクセ
スすると英語案内が可
能となりました。

39
秋田県

秋田県発酵ツーリズム拠点として、これまでQRコードを活用した英語案内や商品説
明を設置してきましたが、インバウンドの増加に伴い、昔ながらの発酵文化を更に的
確に発信する必要性を感じていました。ワインでは小さい蔵でも地域に根差した特徴
を表現することで商品の愛好者を獲得しています。これに倣い、味噌・醤油も発酵文
化として、同様の取り組みを強化し、海外への販路拡大を図る必要を感じました。

古くから続けている手造りの醸造方法も当たり前になりすぎて、自社の強味や魅力を
伝える力が弱いところを改善したいと考え、この課題解決に向けて人材を求めること
にしました。このため、テロワールに理解が深く同じ発酵食品であるワインを海外に
向けて扱っている経験を活かしたアドバイスなどを期待するほか、発酵の不思議を見
学者の視点で発見・感動出来る形での蔵案内や体験・情報発信など、海外に向けた今
後のツアー客の対応に活かせる戦略の策定をしていただくことをミッションに掲げま
した。

見学ツアーのマニュアル作成にあたり、YO氏に実際に体験してもらいました。
次にYO氏の出身校である国際教養大学の留学生にモニターツアーを企画・実施し課
題を整理してもらいました。このご縁から国際教養大学留学生全体の見学受け入れ
や、大学紹介先のツアー受け入れにもつながりました。英文による蔵案内パンフレ
ットの刷新が出来、説明の伝わりやすさが向上しました。専門知識と人脈を活かし
た情報発信・ワインと合わせた料理の提案による商品紹介、HP上の解説での海外
に向けた表現の注意点の指摘など多岐にわたってサポートいただきました。

インバウンド需要への対応と、海外営業に向けた
活動へのサポート

伝統的な醸造蔵の佇まいや、昔ながらの仕込みの
魅力を明文化し、これを発信すること

自社だけでは取得出来ない専門的な知識・視点と
活動の広がり

縁のある地域の企業様を支援したいと
考える中で、秋田県内の大学に通って
いたこともあり、副業人材として応募
しました。本業でのマーケティングに
関わる知見・経験を活かしながら支援
させていただき、大変やりがいを感じ
ました。

プロフェッショナル
人材戦略拠点を利用
し副業人材の活用を
試みたところ、総勢
20 名 を 超 す 方 々 の

応募があり驚きました。座談会スタイ
ルで面談しましたが優秀な経験豊富な
方々ばかりでお話を伺うだけでも大変
勉強になりました。自分達でも問題点
が整理できていない面も多々あった
ため、強力に指導いただくより企業企
担当者と伴走しながら当社内にない知
見を頂きたいと YO 氏にお願いするこ
とにしました。YO 氏は視野の広い専
門知識のある何でも相談できる存在で
した。

食品メーカーにて英語を使用した商品
開発や PR に関わるマーケティング活
動に従事

総務企画・海外担当

30
---

転居なし
夫、子供 2 人

宮城県

Y.O.

守屋 奈美

遠隔業務と月数回の
対面会議

歳代

 も り や   な   み
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プロ人材がもたらした効果3

プロ人材に与えられたミッション2

抽出された経営課題1

事例

所在地

創業年

従業員数

役職名: 
年齢: 
還流ルート:
家族構成:
出身地: 
業務遂行手段: 

主な経歴:

プロ人材

企業からの声

【入社時のプロフィール】

氏 氏

氏 氏

海外経験豊富なプロ人材採用による
営業力強化 ( タイ現地法人工場長候補 )

大分県国東市
1996

75
年
名

株式会社テオリック
超精密金型部品製造
超精密機械部品 ( 半導体関連 ) 製造

経験豊富なプロ人材の
採用に伴い、社内の空
気 ( 雰 囲 気 ) が 変 わ る
といった好影響が生じ
てきました。

40
大分県

当社は1996年創業の超精密金型部品加工メーカー。構想段階から制作・納品に至る
一貫生産体制が強みで、2014年には、タイ現地法人TEORIC(THAILAND)CO.,LTD.を
設立し現在に至っています。しかしながら、現在のタイ工場駐在員(経理・総務マネ
ージャー)が事情により2024年1月に帰国予定であり、早急に後任者を採用すること
が喫緊の課題となっています。また、タイ現地法人の将来を見据えた場合、次世代の
経営者としての人財を育成を行いGoingConcernの実践が出来る戦略構想が可能な能
力を求めています。

現在、タイ工場では、現地に進出している日系企業向けを中心に半導体・電子部品関
係の精密プレス金型や、協力企業と共に精密プレス金型の設計・製造・販売を行って
いますが、それら事業の統轄者として、前任者とのスムーズな事業引継ぎを行い、現
行事業体制を維持・発展させていくというミッションを負っています。また、日本の
本社及びグループ会社とタイ現地法人の共栄関係の構築を戦略的に行い、日本のもの
づくりへの貢献を総合力で目指すという風土を醸成する事へ、果敢に挑戦出来る能力
を持ち合わせていることが必要です。

これまで、日本本社側で把握が困難であったテーマを分野軸とし、タイ子会社の管理
部門のサーベイや従業員コンプライアンスサーベイをタイ子会社で行い、意思疎通が
困難であるからという理由だけでは、把握やコントロールが出来ないリスク情報を体
系化し、他社の事例等も考慮しながら、規程を作成し、グループの一体感を出せる仕
組みを構築しました。また、現地の法律への理解が進んでいない実態が確認出来たた
め、タイ現地の外部のサポートも借りながら、これまで日本側で統制が取れていなか
ったテーマについても、解決策を導き出しました。

タイ工場駐在員の帰国に伴う後任者採用

海外経験を生かし、早急にタイ工場の管掌を行い、
日本と、タイ工場の共栄関係の構築

タイ子会社への訪問を通してのグローバル
コンプライアンスづくりのための規程の作成

グループ全体での日本のものづくり
への貢献を「ものづくりは人づくり」
をモットーに超精密加工技術とホス
ピタリー精神をもつプロ集団を目指
すテクノロジーカンパニーを実践す
る会社で、特に現在は次世代人財の発
掘と育成、活躍出来る仕組み作りに自
分のこれまでの経験と MBA 取得で得
た知恵とを十分に発揮出来る環境が
あると考え入社を決意しました。この
ミッションに向け、日々邁進する時間
は充実に満ちたものとなっています。

2024 年 1 月 に 現 在
の タ イ 工 場 駐 在 員
( 経 理・ 総 務 マ ネ ー
ジャー ) が退任、帰
国 す る こ と と な り、

後任探しに苦慮していたところ、取引
金融機関様より、「大分県プロフェッ
ショナル人材活用センター」の紹介を
受け、後任者探しをサポートしていた
だけることとなりました。その後、同
拠点の登録人材ビジネス事業者より、
当社の希望にかなうスキルの高いプロ
人材の紹介を受け、短期間で思いどお
りの人材とマッチングすることが出来、
大変感謝しております。

海外 ( タイ ) で、現地採用、日本採用
での子会社の社長等 10 年以上の経験
を有する

代表取締役

50

経営企画室海外事業部　
部長

I ターン
単身

福岡県

遠隔業務と月数回の対面
会議

大場 和雄

畠山 孝志

お お ば  か ず お

歳代

はたけやま　た か し
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プロ人材がもたらした効果3

プロ人材に与えられたミッション2

抽出された経営課題1

事例

所在地

創業年

従業員数

主な経歴:

プロ人材

企業からの声

【入社時のプロフィール】

氏 氏

氏 氏

役職名: 
年齢: 
還流ルート:
家族構成:
出身地: 
業務遂行手段: 

メタバース ( 仮想空間 ) 観光ツアー、
新規事業構築のための事業企画支援

茨城県水戸市
2017

30
年
名

タビットツアーズ株式会社
海外旅行、国内旅行、団体旅行、自社の
観光バスによるバスツアーの企画販売。

仮想空間活用等に関
する事例の紹介
事業構築のための具
体的な提案
( 経営者との )「壁打
ち」による、企業側
の 事 業 課 題 の 整 理、
情報のアップデート
等 の サ ポ ー ト に よ
り、事業構築で大変
参考になりました。

・

・

・

41
茨城県

旅行事業とバス事業の部門を持つ企業です。国内外の旅行会社として茨城に観光客を
呼び込むため、インターネット上の仮想空間「メタバース」を活用した観光PRに乗
り出しました。その背景は、コロナ禍による旅行事業・バス事業の急激な落ち込みを
経験したことで、将来にわたる旅行形態の変化にも柔軟に対応できるよう、リアルツ
アーに加え空間内旅行を楽しんでもらう仕組みを整え、旅行需要の喚起とサービス付加
価値を高めたいと考えたからです。地元IT企業の協力で「観光メタバースワールド」を
構築しましたが、ビジネスでの仕組みづくりが課題でした。

現在、仮想空間ツアーとリアルツアーを組み合わせ、WEBによる地元観光品のEC販売
を検討中です。メタバース市場は成長分野ですが、市場形成はこれからと認識してい
ますので、どのような活用事例があるかなど、事例紹介も含めたアドバイスを依頼し
ました。既に開発された技術ノウハウやしくみを活用し、スモールスタートで始めよ
うと考えました。プロ人材は、クラウド上でのシステム開発をはじめ、情報通信分野
で事業構築支援に実績があり、意見交換によりビジネスモデル構築のアイデアが得ら
れることを期待しました。

介護福祉施設等への空間提供、空間内ツアーイベントの開催、バーチャルインバウ
ンドツアーなど模索してきましたが、プロ人材とは、リモートだけでなく、直接会
って数多く意見交換を重ねることで、事業立ち上げの課題整理とプランづくりに役
立つ有効な情報を得ることができました。旅行需要が徐々に回復する中、今後も引
き続きリアルとバーチャルの融合を図っていきますが、より幅広い視点での新規事
業の企画・展開に役立っています。

自社メタバース空間を構築、空間旅行を楽しんで
もらうビジネスの仕組みづくり支援

メタバース空間を活用し、旅行業につなげていく、
ビジネスアイデアの企画・アドバイス

今後のビジネスモデル構築のヒントが得られ、
新たな事業の取り組み推進にも貢献

企業様との具体的な意見交換、ご提案
ができました。私自身気づきが多く、
このような機会を頂けたことに感謝し
ております。

VR ツ ア ー 事 業 構 築
の協議では、技術面
よりも顧客から料金
をいただく事業の難
しさも感じました。

当社理念の「お客様に喜んでご参加い
ただける旅のご提案を企画することに
最大限注力し、感動を提供する」を基
本に、新たな DX 分野へ積極的に取組
めているのも、プロ人材の多くのアド
バイスのおかげであると思います。現
在、VR・AR シ ス テ ム 搭 載 水 陸 両 用
バスサービス、360°バーチャル観光ツ
アー、AI 活用ガイド、茨城観光カード
を活用した VR 商店街等が進行中です。

大手 IT 企業の専業パートナー企業執
行役員。システム受託開発を GCP 上
で構築、多くの企業支援実績あり。

代表取締役

---
---

転居なし
---

---

遠隔業務と月数回の対面
会議

---

A

柏村 祐二

歳代

か し む ら 　 ゆ う じ
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プロ人材がもたらした効果3

プロ人材に与えられたミッション2

抽出された経営課題1

事例

所在地

創業年

従業員数

主な経歴:

プロ人材

企業からの声

【入社時のプロフィール】

氏 氏

氏 氏

役職名: 
年齢: 
還流ルート:
家族構成:
出身地: 
業務遂行手段: 

M&A における協議、TOP 面談、DD や PMI
の立案などに積極的に関与頂き、検討実施
件数が１年で倍以上に増加

広島県広島市
2004

27
年
名

株式会社みどりホールディングス
全 19 社で構成される「みどりグループ」
の持株企業。経営企画、M&A、間接部門
機能を担う。

後藤氏が入社したこと
によって、それまで担
当者が対応していた業
務を分業することがで
きるようになり、新規
案件の獲得に注力でき
る 体 制 が 作 れ た た め、
対応した案件数を倍増
させることができてお
ります。

42
広島県

10年前からグループの拡大戦略の一環としてM&Aに取り組むようになり、3年ほど前
から積極的に推進する方針をとるようになりました。社長と担当の役員2名で他の業
務を兼務しながらの対応でしたので、案件数を増やしていこうにも、手が足りず、ま
た案件の事前の分析や進捗管理、案件の整理といったところが十分にできておりませ
んでした。そのためM&Aを担当できる人材の確保が、必要となり、日本全国広く求
人を行っていきました。

M&Aを通じて事業拡大を進めていくにあたり、毎月の取扱件数と分析の精度を上げて
いき、スピードと確度を上げていかなければなりません。この度募集した人材には、
M&Aの仲介会社との窓口対応、企業概要書の精査、対象会社の与信確認、進捗管理、
PMIへの対応等、M&Aに関連する幅広い業務を担当していただくことをミッションと
しております。これにより、今まで以上に案件を進めることができ、M&Aのスピード
と確度を高めていけます。

入社して頂いてから、M&Aの仲介会社の協議や売り手企業とのTOP面談、DD(デューデ
リジェンス)参加やPMI(ポスト・マージャー・インテグレーション)立案などに積極的に
関与頂き、M&Aのプロセスの全体を把握して頂きました。1年間を通して、業務に精通
して頂いた甲斐もあり、入社前の実施件数が１年で60件であったのに対し、入社後は
156件と倍以上に増やすことができました。また、進捗管理や案件が終了した経緯など
を細かに記録し、ナレッジが蓄積されることで、案件の判断スピードも上げることが
できております。

M&A を推進できる経営感のある人材の確保

M&A のスピードと確度を高めていく

M&A の対応件数が倍増

本当にご縁に恵まれました。高校卒業
以来の故郷での仕事は、中小企業の
M&A です。中小企業にはそれぞれの歴
史に支えられた個性豊かな物語があり
ます。100 社あれば 100 の物語があり、
M&A によってまた新たな物語がスター
トします。各地に彩り豊かな企業が残っ
ていき、それが連合体となってより強
い力を生んでいく。これこそが地方創
生の一つの形です。私のこれまでの多
様な経験がお役に立つことは何よりの
喜びです。

当社は 1963 年にビ
ルメンテナンス業か
ら出発し、不動産関
連から介護・給食事
業と業域を拡大して

まいりました。業域拡大に伴い、20
年前にホールディングス体制に移行
し、10 年前から M&A に取り組むよう
になり、グループ経営を強めてまい
りました。3 年前から M&A を経営戦
略の軸に置くことにした中で、この
度後藤氏に 1 年前に入社していただ
いたことで、本腰を入れて取り組め
ました。これからも後藤氏のような
人材を積極的に採用していきたいと
思っております。

国家・地方公務員、専門学校グループ
学院長、県議会議員、外資系企業役員、
国内企業代表取締役

代表取締役

60
社長補佐

U ターン
単身 ( 前橋市に妻 )

広島県

事務所での業務

後藤 新

杉川 綾

ご と う あらた

歳代

すぎかわ りょう
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プロ人材がもたらした効果3

プロ人材に与えられたミッション2

抽出された経営課題1

事例

所在地

創業年

従業員数

主な経歴:

プロ人材

企業からの声

【入社時のプロフィール】

氏 氏

氏 氏

役職名: 
年齢: 
還流ルート:
家族構成:
出身地: 
業務遂行手段: 

異業種で経験を積んだ若手人材の確保と
組織活性化

福島県福島市
1968

30
年
名

第一温調工業株式会社
設備工事設計施工、修理保守管理、給水
本管・ガス本管布設工事

下枝氏の入社後、社内
の雰囲気がより明るく
なりました。お客様か
ら も 大 変 信 頼 さ れ て
お り、 当 社 の 対 外 的
な評価も向上しており
ます。

43
福島県

当社は、創業後55年を経過し、管理業務を含め社内体制はある程度確立されており
ますが、新たな取組みに対しては消極的でした。ウィズコロナとして生活様式や脱炭
素への取組み等、時代のニーズが大きく変化する中、異業種を経験した若手人材を積
極的に採用し、様々な角度から既存業務を見直すと共に、新たな取組みに挑戦する社
風を再構築する必要があると考えました。

組織を活性化させるためには、異業種を経験した若手人材の活躍と、既存社員の意識
改革が重要です。下枝氏には、大手住宅資材製造業における総務・人事部門での経験
を活かし、社内におけるコミュニケーション強化と、様々な視点からの改善検討につ
いてお願いしました。

下枝氏は入社直後から幅広い世代の社員とコミュニケーションを積極的に行い、短
期間で社員との信頼関係を構築しました。また、前職での知識や経験を活かし、当
社の管理業務に対して改善提案を行いました。下枝氏と同世代の社員も問題意識を
持つよう変化してきており、若手世代を起点に会社組織の活性化が図られている状
況です。

組織の高齢化、若手人材不足、
他業界における情報不足

若手社員を軸にした組織の活性化と
新たな目線での改善提案

組織の活性化と明るくチャレンジする
社風の再醸成

前職とは全く異なる業界での勤務です
が、これまでの知見を活かすことで、
特に管理業務で改善できる点があると
思います。また、現場では、プロジェ
クトの進捗が目に見えることから、施
策の効果を実感できます。完工まで長
期にわたるプロジェクトが多く、管理
手法の改善が会社の業績に直結するた
め、大変やりがいがあります。

当社は組織の活性化
に向け、異なる業界
で働く業界未経験者
を積極的に採用して
おります。そういっ

た中、下枝氏は、持ち前の明るさと誠
実さで、入社直後から当社にとけ込ん
でいます。当社の管理業務における問
題点を先輩社員と活発に意見交換し、
先輩社員からも一目置かれる存在で
す。これからも、経験を積んだ社員と
異業種から来た新たな社員を融合しな
がら、当社社訓にもある通り「真摯な
気持ちで常に未来に挑戦する」企業を
目指して参ります。

大手住宅資材製造業者で総務・人事業
務を担当。前職では内部管理体制の強
化に貢献。

常務取締役

20
一般社員

U ターン
独身

福島市

下枝  豊史

本多  修一朗

事務所での業務

歳代

し も え だ  あ つ し

ほ ん だ  し ゅ う い ち ろ う
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プロ人材がもたらした効果3

プロ人材に与えられたミッション2

抽出された経営課題1

事例

所在地

創業年

従業員数

主な経歴:

プロ人材

企業からの声

【入社時のプロフィール】

氏 氏

氏 氏

役職名: 
年齢: 
還流ルート:
家族構成:
出身地: 
業務遂行手段: 

ローカルテレビ局のウェブ展開における
地域情報の充実と DX の推進

石川県金沢市
1991

74
年
名

北陸朝日放送株式会社
地上波テレビ放送事業

放送車両の上で撮影し
ている様子

44
石川県

私たちは地域に愛され、人々の好奇心を満たすクリエイティブなテレビ局であり続け
る事を目指しています。現代社会ではインターネットを取り巻く技術や視聴デバイス
の進化により視聴者の生活行動が変化し、いわゆる「テレビ離れ」という現象が起き
ています。これはローカル局が直面する大きな課題です。しかしながら私たちローカ
ルテレビ局は地域との結びつきという点においては強みがあると考えます。地域の情
報をデジタル技術を活用しながらそれらを通してコンテンツを展開し、地域に貢献し
たいと考えました。

ウェブ展開は、ユーザーのニーズを的確に捉え、それを満たすために構築し運営する
ことがポイントです。目的設定やターゲット洗い出しだけでなく、ユーザーの動きや
反応をしっかりと分析し、方向性を修正していくことが重要となるので、この分野の
経験と実績のある人材を求めていました。Ｋ氏は小売・卸販売、広告業の経験に加え
ウェブ解析士の資格があり、ウェブとテレビの特性を踏まえ両者の連携において最適
な人材と判断し採用に至りました。ユーザーとテレビ局のコンテンツを効果的に結び
付ける業務をお任せしたいと考えました。

コロナ禍により学生スポーツも入場制限となり、親族が応援に行けず我が子や孫の活
躍を見たいとの要望を受けインターネットライブ配信を実施しました。テレビ局が得意
とする撮影ノウハウをデジタル技術に転用し多くの親御さんが配信を視聴しました。
また、スマートフォン用の放送局アプリを開発しテレビとウェブの連携を強化し新しい
視聴体験に取り組むチャレンジを始めました。特にアプリにおける学生スポーツ配信
は相性が良く、多くの視聴者を獲得する事ができました。数はまだ多くないですが
テレビから離れていったと思われる層の再獲得にも貢献しています。

「テレビ離れ」が加速する時代における
ローカルテレビ局の DX の推進

ウェブ展開とテレビとの効果的な連携

スマホアプリの開発とライブ配信で
放送ノウハウの DX 化に貢献

妻の両親の都合で妻の実家である石川
県における仕事を探していました。テ
レビ局であればこれまでの職務経験が
活かせると思い応募しました。偶然に
も私のデジタルスキルを活かした職務
であるという事と、ローカル局の課題
解決および地域貢献にもつながるとい
う大きなミッションを与えられている
部署という事でとてもチャレンジの大
きい業務ではありますが日々やりがい
をもって活動しています。

Ｋ氏は物腰が柔らかく、
コミュニケーション
を大切にしている点
がとても印象的でし
た。仕事への姿勢と

いう点では芯の強さがあります。新し
い環境にすぐに馴染み、他の社員から
信頼を得ました。人との出会いには、「ご
縁」というところがあります。Ｋ氏と
出会う機会を得たことに感謝を申し上
げたいです。

アパレル、広告代理店

課長

40
課長

I ターン
妻

秋田県

事務所での業務

K

T

歳代
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プロ人材がもたらした効果3

プロ人材に与えられたミッション2

抽出された経営課題1

事例

所在地

創業年

従業員数

主な経歴:

プロ人材

企業からの声

【入社時のプロフィール】

氏 氏

氏 氏

役職名: 
年齢: 
還流ルート:
家族構成:
出身地: 
業務遂行手段: 

広告事業規模拡大のため、ニーズの高い
Web 関連であるデジタル部門の体制強化

長野県長野市
1971

30
年
名

株式会社アサヒエージェンシー
広告代理店、保険代理店、北野文芸座 ( 企
画・運営 )

人員不足により、提案
の件数が伸び悩んでい
た新規の提案案件につ
いて、月を追うごとに
件数を増やすことがで
きました。さらに内容
の ク オ リ テ ィ が 高 く、
受注につながった件数も
比例して伸びています。

45
長野県

地域の総合広告代理店として50有余年の社歴の中、近年顧客からの要望も高度化し、
特にデジタルマーケティングを駆使した、企画提案が不可欠の状況にあり、デジタル
プランナー補充が喫緊の課題となっていました。当該プロ人材確保におきまして、県
内外から応募を募るため、プロ拠点通じ多数の人材紹介会社からの斡旋を求めること
が最短・最善策とのアドバイスをいただきました。

顧客志向に立脚した企業価値向上といった当社の経営課題を解決するためには、デジ
タル人材の拡充の必要に迫られていました。ご紹介いただいた人材は、デジタルマー
ケティングの将来性を認識され、独学にてWeb解析士他の資格を取得し、デジタルプ
ランナーとして、更なる向上心を持ち合わせた優秀な人財です。T.K.氏の入社は、プロ
人員不足のため、ウィークポイントであったデジタルを駆使した新規顧客の開拓にも
繋がり、既存顧客からの要望の高度化にも対応可能な体制確立の道筋がつかめました。

Web マーケティングの専門家として、取引先クライアントの受託業務の内容改善、新
規の企画提案等を積極的に進めていただき、当社の提案レベルの向上につながってい
ます。また、入社３カ月という短期間で結果を出していて、スピード感を持って業務
に取り組んでいる点が、他の社員にも良い影響を与えてくれています。
また、社内の他部署の社員との連携についても、これまでの実績やノウハウをベース
にしつつ、本人の人柄の良さを活かしながら円滑に業務を進めることができており、
組織全体の営業力の強化につながっています。

顧客ニーズの高度化に即応できる、デジタル部門
の体制強化により企業価値向上を図る

デジタルマーケティングの深化・向上

得意のスキルを活かし、提案の質と量の向上

Web マーケティングに携わってきて、
結果を出すには、Web だけではない領
域にも関わっていきたいと模索してい
ました。そんな時に当社の求人を紹介
して頂き、Web 事業に力を入れている
ことや分業制ではなく専門分野以外に
も関わらせて頂けることに魅力を感じ
応募しました。実際に入社して感じた
ことは社員のみなさんが人を受け入れ
る体制がとても柔軟なことです。充実
感やモチベーションを上げて仕事に向
き合えています。

Web デジタル領域の
業務案件が年々増え
る中で、専門性の高
い知識と豊富な経験
があり、即戦力となっ

て一緒に働いていただけていて、部署全
体の成長につながっていると感じていま
す。また、本人の業務全般に対する積極
的にチャレンジする姿勢や、どんな案件
に対しても全力で取り組んでいる点が、
クライアントからの高評価をいただいて
おり、社内の他部署のメンバーにも良い
影響を与えていると感じています。

Web 制作会社で広告運用を中心とした
Web マーケティング業務

事業企画部 副部長

30
---

I ターン
単身

岐阜県

事務所での業務

T.K.

平林 優

歳代

ひらばやし ゆたか
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03
プロフェッショナル人材
戦略拠点について

　現在、全国でプロフェッショナル人材戦略拠点が立ち上がっており、地域企業の
想いの実現を支援しています。次頁からは、各拠点のマネージャーのプロフィール
をご紹介いたします。まずはあなたの地域のプロフェッショナル人材戦略拠点に
ご相談ください！
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経 歴

MANAGER

経 歴

MANAGER

経 歴

MANAGER

北海道

榎本 泰己
え の も と 　 ひ ろ み

1955年 北海道生まれ （道産子）
 (明治後期曾祖父が淡路島より北海道
へ移住)

1978年 京都大学法学部卒業後、
 (旧)北海道拓殖銀行入行、主に札幌にて
中小企業取引、大阪・東京・スイスにて
大企業取引、国際・証券業務に従事

2000年 雪印乳業㈱(現雪印メグミルク㈱)へ
入社
食中毒事件後の会社再建、財務・経営
企画・関係会社管理等に従事

2018年 (北海道へUターン) (公財)北海道中小企
業総合支援センターにて事業承継
チーフコーディネーターとして事業
承継支援事業に従事

2021年 小樽商科大学大学院修了(経営管理修士
MBA取得)

【専門領域】　企業分析　事業再生　事業承継
【強み】　道内各地の支援機関とのネットワーク

2018年北海道へUターン後、2023年3月まで(公財)北海道中小企業総合支援センター
にて道内各地の支援機関（金融機関・商工団体等）と連携しながら国及び北海道庁の中
小・小規模企業向け事業承継支援事業に取り組んでまいりました。
今年度（2023年度）(公財)北海道中小企業総合支援センターが本事業の運営機関とな
りましたことから、今までの経験(含むUターン経験)及び道内各地の支援機関との
ネットワークを活かして、微力ながら地元北海道の地方創生のお役に立てればと思
い、応募いたしました。

直近の5年間従事しました道内の中小・小規模企業向け事業承継支援で道内各地に足
を運び、地域の衰退、後継者含めた人材不足を目の当たりにしておりましたことから、
本事業を通じて適切なプロ人材を紹介することにより、企業そして地域の発展に是非
とも貢献したいと思っております。

ウオーキング　MLB（TV）観戦　家庭菜園（春～秋）　雪かき（冬）　お酒

着眼大局、着手小局

青森県

久米田 勝
  く め た    まさる

1957年生まれ
1976年 ㈱みちのく銀行入行
2005年 八戸支店次長
2007年 深浦支店長
2010年 三戸支店長
2014年 ローン業務部上席担当役
2018年 退職 

融資渉外業務に取り組んだ 銀行員の経験

地域金融機関に勤務し、融資渉外業務を含めた企業支援に取組んできました。プロフェッ
ショナル人材戦略マネージャー就任のお話しをいただき、県内中小企業の発展に協力したい
という思いからお話をお受けすることにしました。

青森県内の中小企業は後継者不足という大きな問題を抱えており、事業承継を含めて企業
の発展を考えていかなければなりません。企業の発展なくしては地域の活性化はありません。
プロフェッショナル人材事業を通じ地元企業の新たな展開に貢献して参りたいと思います。

ウォーキング　ゴルフ

誠心誠意

岩手県

中里 武司
な か さ と 　た け し

1967年生まれ
1990年 岩手県入庁

その後、金ケ崎町（出向）、総務部、ふる
さと振興部、復興防災部、県北・県南の
広域振興局などで勤務

2023年４月から（公財）いわて産業振興センター
常務理事兼事務局長

人事　総務全般　企画　調整

岩手県職員として、地域振興、人事、企画・調整など、様々な業務を経験してきました。
2023年度から、いわて産業振興センター常務理事兼事務局長に就任するとともに、マ
ネージャー職を拝命しております。

東日本大震災津波からの復興は道半ばです。また、岩手県全体を見ても、人口減少下で専門
人材の確保に苦労している企業が多い状況です。職員採用や行政改革に携わったほか、県内
各地域で勤務した経験を生かし、企業の支援に取り組みます。

読書（雑読系）　スポーツ観戦（専ら見る派）

明けない夜はない

専門領域・強み

趣味・特技など

好きな言葉

マネージャー就任の経緯

本事業に対する抱負

専門領域・強み

趣味・特技など

好きな言葉

マネージャー就任の経緯

本事業に対する抱負

専門領域・強み

趣味・特技など

好きな言葉

マネージャー就任の経緯

本事業に対する抱負
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54 55

宮城県

相原 康伸
あ い は ら  や す の ぶ

1960年生まれ
1983年 山形大学工学部電子工学科卒業
1983年 ソニー株式会社入社

デバイス部門にて磁気デバイス製品の
商品設計・開発、事業推進 責任者に従事

2020年 デクセリアルズ株式会社を定年退職

事業戦略策定・推進　デバイス製品設計　マーケティング

2020年7月からサブマネージャーとして宮城県の当事業に携わってまいりました。
マネジャー職の大変さは身近に感じておりましたが、出身地である宮城に少しでも貢
献ができればと、今回引き受けることにいたしました。

県内企業経営者の抱える成長戦略・人材戦略に対応するために構築した「実務者会議・
求人ニーズ説明会」を一層充実させるとともに、県内企業経営者へのセミナーを通し
て、新たな「副業プロ人材・兼業プロ人材」活用を浸透させていきたい。

映画鑑賞　サッカー

努力に勝る天才なし　七転八起

秋田県

佐藤 隆夫
 さ と う  た か お

1979 年 秋田銀行入行
情報開発部次長、県庁支店長、事務統括、
監査部長を経て監査役に就任

2017 年 秋田銀行を退職し、「㈱あきぎん
リサ－チ＆コンサルティング」代表取
締役社長に就任

2020 年 退職

金融全般　コーポレ－トガバナンス

長年勤務した銀行での経験を活かして県内企業の経営相談を受けていく中で、人材の
重要性を改めて痛感しておりました。
そんな中、行員時代に共に仕事をした方から本事業のマネージャーを募集している話
を聞き、地元企業へのお役に立ちたいと思い応募いたしました。

企業の人材ニーズを掘り起こし、適切な人材を紹介することで企業の発展に貢献して
いきたいと思っております。

美術鑑賞　スポーツ観戦　ドローン撮影　柔道5段

急がば回れ、三人寄れば文殊の知恵

山形県

今泉 朗
いまいずみ　あきら

1960年生まれ
1983年 青山学院大学法学部卒業後

山形銀行入行
2006年～  地域振興部副部長、県庁支店長を
                        はじめ、県内各地の支店長を経験
2015年 中堅メーカー・地元大手保険代理店に

出向
2020年 山形プロ拠点 サブマネージャー就任　　

山形銀行退職
2022年 放送大学教育学部卒業 （心理と教育コース）
2023年 山形プロ拠点 マネージャー就任

長年の地方銀行での経験、中小企業診断士としての視点、プロ拠点での年間100社超
のお客さまとの面談を土台に、経営・法律・心理・福祉・副業兼業の多様なスキルを掛け算
して、山形県内企業の経営課題解決にチャレンジしてまいります。

地方銀行・メーカー・保険代理業を経験後、令和2年4月にサブマネージャーに就任しま
した。以来、年間100社を超える企業を訪問し経営者から直接お話をうかがう中で「地
方企業の悩み」を実感し、一方でその多くには『人材』を通して幾許かのお手伝いがで
きることを学び実践してきました。前マネージャーの勇退を機にマネージャー就任を
推され、地元企業のお役に立ちたいと思い全力で挑戦することを決意しました。

「地域人口減少」「IT」「コロナ」により、地方での企業経営は苦難の連続です。
私の仮説は「経営者は何とかしなければと悩み続け、何をしなければならないのか・
何をしたら良いのかは分かっている。ただ、どうしたら実現していけるのかが分から
ないので一歩を踏み出せていない。」ということです。
プレイングマネージャーとしてお客様に直に接し、現状の課題、辿り着きたい未来をうか
がって、どのように「人材」を活用していけるのかじっくりお話をしていきたいと思います。

早寝・早起き　参禅　読書

不易流行　初心忘るべからず
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福島県

渡部 速夫
わ た な べ    は や お

1956年 福島県生まれ
1979年 東京大学卒業後日本開発銀行に入行
1984年 自治省財政局に出向
1988年 ハーバード大学国際問題研究所
2002年 ハーバード大学ビジネススクール(AMP)
2003年 日本政策投資銀行財務部長
2005年 日本政策投資銀行調査部長
2006年 日本政策投資銀行東北支店長
2010年 京王プラザホテル常勤監査役
2012年 日本経済研究所監査役
2016年 東邦銀行取締役

福島県企業局相談役
2018年  ABLIC㈱常勤監査役

（現職）東邦銀行取締役
　　　  喜多方市政策推進顧問
              きたかた大使等

マクロ経済、金融知識、産業集積（クラスター）、企業経営、財務 等々

前任者の方からの誠意のあるご依頼と県庁の方々からのご説明を拝聴いたしまして、故郷で
ある福島県のためになることをしたいと思いました。

現在、コロナ禍等大変な思いをしている県内の企業の方々のお役に少しでも立ちたいと思っ
ております。

野球　卓球　MLB観戦　自動車　万年筆 等々

それでも人生にイエスと言う （V.E.Frankl）

茨城県

鴨志田 武
 か も し だ  た けし

長年にわたり茨城県工業技術センター（現在の
産業技術イノベーションセンター）にて、機械
金属関連企業の試験・研究開発・人材育成業務
に従事し県内中小企業の技術力向上の支援に
携わる。
その間、県北臨海地域の産業活性化支援業務に
従事
窯業指導所（現在の笠間陶芸大学校）にて笠間
焼の振興や後継者育成に従事
ひたちなかテクノセンターにて共同研究事業
の管理業務及びJ-PARCの中性子産業利用促進
業務に従事
ものづくり補助金の茨城県地域事務局にて補
助金の応募・審査・採択や事業管理を担当し中
小企業の生産性向上を支援

材料工学、機械加工、鋳造、熱処理、表面処理技術、機器分析技術
陶芸等の伝統工芸品や石材産業等の地場産業振興支援
研究開発等の産学官　連携推進

これまでの中小企業支援業務を通じて中小企業の重要な課題やニーズが人材支援にあ
ることを実感していました。そのような中でプロフェショナル人材戦略拠点事業のコー
ディネータの仕事があることを知り、これまでお世話になった地域の皆様に恩返しでき
る機会と思い応募し縁あって、マネージャーとなりました。

これまでの中小企業支援の経験とネットワークを活かし、プロフェッショナル人材支援
を通して、将来の茨城県の中核を担う事業者育成に少しでも貢献できれば思っています。
茨城県の拠点としては事業者目線を最優先としてメンバー間での情報共有と連携を密
にして拠点としてワンチームでの支援を心掛けたいと思います。

アウトドア全般　ロードバイクによるポタリング　フライフィッシング　山歩き　温泉巡り

ワンフォーオール、オールフォーワン

栃木県

篠原 良一
 しのはら　りょういち

栃木県職員
県南児童相談所長
保健福祉部参事兼中央児童相談所長
令和5年度から

（公財）栃木県産業振興センター専務理事
（株）とちぎ産業交流センター常務取締役

栃木県職員として、企業誘致に携わったほか、県政広報、私学振興、児童福祉関係等、
様々な行政分野を経験し、栃木県の状況を幅広く捉えています。

令和５年４月から（公財）栃木県産業振興センター専務理事に着任しました。中小企業の支
援機関として当産業振興センターが有する多様な相談・支援機能と、「プロフェッショナル人
材戦略拠点」の取り組みの連携を強め、シナジー効果を発揮するためマネージャーに就任い
たしました。

本県産業の基盤を支える人材の確保・育成や、中小企業・小規模事業者に対するきめ細かな
支援が、地域活性化のためには重要であります。事業者皆様方の話をよく伺い、ワンストップ
で経営課題と強みを明確化しながら、「攻めの経営の促進」とそのために必要な「プロ人材」
のマッチングに積極的に取り組んで参ります。

旅行　読書　野球観戦

雲外蒼天　桃李成蹊
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群馬県

近藤 潤
こ ん ど う  じ ゅ ん

1950 年生まれ
1976 年 早稲田大学大学院理工学研究科修了
1976 年 富士重工業㈱（現㈱ SUBARU）入社
2003 年 同社 執行役員スバル製造本部長

兼群馬製作所長
2004 年 同社 常務執行役員 原価企画 管理本部長
2008 年 同社 取締役専務執行役員 戦略本部長
2011 年 同社 代表取締役副社長
2016 年 ㈱群馬銀行 取締役
2017 年 同社（㈱ SUBARU）取締役会長
2018 年 同社 特別顧問（2019 年退任）
2019 年 群馬県プロフェッショナル人材戦略拠点

マネージャー（～現在）
2021 年 国立大学法人群馬大学理事（学長特命

（産学連携））・非常勤

㈱SUBARUにおいて、生産技術・生産管理・人事労政・原価企画・経営企画等多くの部署
を経験、役員経験15年における幅広い人脈を持つ

群馬は、私の前職であるSUBARUが国内唯一の生産拠点を置く県であり、40年超の職業
人生を過ごす中で、多くの企業そして様々な人と密接な関りをもった第二の故郷です。
企業経営に携わってきたなかで 「企業は人なり、人は会社の財産」との想いは強く、
“人材確保という切り口から群馬を元気にする”という視点で、少しでも故郷のお役に
たてればと思い、就任を承りました。

就任以来約5年、延べ300人超の経営者とお目にかかり、中小企業の現場を拝見し、経
営について意見交換を行ったうえで、“優秀な人材の確保”は企業経営の生命線である
との思いを益々強くしています。
我々は、当拠点が設置された群馬県産業支援機構と連携して、人材紹介に限ることな
く様々な課題解決方法を考えながら中小企業を支援しています。
元気な群馬を造り出すため、是非我々を活用していただきたいと思います。

ゴルフ　スポーツ観戦（特に野球）

随所に主となれば、立つところみな眞なり

埼玉県

原田 忠禮　
 は ら だ   た だ み ち

1950 年 東京生まれ
1974 年 千葉大学工学部機械工学科卒
1974 年 日産ディーゼル工業㈱入社

 （現 UD トラックス株式会社）
2003 年 同社常務執行役員 中国総代表
2007 年 同社専務取締役（~2012 年）
2008 年 ボルボパワートレイン SVP（~2011 年）
2014 年 プレス工業㈱取締役（非常勤）（~2018 年）
2017 年 上尾市企業連携チーフコーディネータ
　　　　（~2021 年）

経営企画から現場管理まで全般
特に生産技術・品質管理・5S活動

経営全般に関する知見が豊富。
生産技術に関する経験を活かしたサプライヤー指導の経験が長い。
上尾市の企業連携チーフコーディネータとして中小企業との接点が多い。
上記を評価されて要請があり、引き受けさせていただきました。

中小企業の中でも特に小規模事業者の共通のWeak Pointである人材面においてプロ
フェッショナル人材の活用を促進すべく誠意を持って取り組んでいく。

読書　水泳　ゴルフ

至大至剛

千葉県

安田 安利
 や す だ   や す とし

1963年 生まれ
1987年 早稲田大学商学部卒業後
               ㈱千葉銀行入行
2011年 同上  人材育成部副部長
2014年 同上  秋葉原支店長
2016年 同上  市川支店長
2018年 ㈱ちばぎん総合研究所取締役
2020年 同上  常務取締役
2023年 同上  退任

千葉県内の産業に関する知識
営業面でのコミュニケーション能力

地元金融機関での経験を活かし県内企業のさまざまな課題解決のお役に立てれば、
との思いのなか、プロフェッショナル人材事業のご縁をいただきました。

生まれ育った千葉県の活性化のためには県内企業の成長発展は欠かせません。プロ
フェッショナル人材事業を通じて、企業の課題解決に貢献いたします。

スポーツ観戦

誠心誠意
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マネージャー就任の経緯

本事業に対する抱負

MANAGER

神奈川県

平沼 義幸
ひ ら ぬ ま  よし ゆ き

1960年 横浜生まれ
1982年 横浜国立大学卒業
1982年 ㈱横浜銀行入行
2009年 執行役員相模原駅前支店長

兼 県北ブロック営業本部長
2011年 執行役員厚木支店長

兼 県央・県北ブロック営業本部長
2013年 常務執行役員川崎支店長

兼 川崎ブロック営業本部長
2015年 常勤監査役  （2019年退任）
2015年 オーケー㈱社外監査役 （2023年退任）
2019年  一般社団法人横浜銀行協会 専務理事

（2023年退任）
2021年 工藤建設㈱ 社外取締役（現任）
2023年 神奈川県プロフェッショナル人材戦略

マネージャー（現任）
2023年 ㈱朋栄 監査役（現任）

長年の地域金融機関での経験と、経済団体等での活動を通じた知見とネットワーク

横浜生まれ、神奈川育ち。長年にわたり地域金融機関の現場でさまざまな経験を積んできた
ことや、地元の経済団体、一般事業法人での経営に携わってきたことなどから、就任の打診
となったと思います。

中小企業を取り巻く環境は厳しさを増しており、各企業がこの環境を乗り越え持続的に発展
していく為には、しっかりとした経営戦略を持つことが必要です。この観点からも人材の持
つ重要性はますます高まっており、これまでお世話になった中小企業の皆様にご恩返しのつ
もりで精一杯努めて参ります。

音楽鑑賞　読書　乗り鉄

一大事と申すは、今日ただ今の心なり　それを疎かにして翌日あることなし

山梨県

古屋 哲彦
 ふ る や   てつひこ

1956年 山梨県生まれ
1988年 東京エレクトロングループ入社 以降、

東京エレクトロンを始め東京エレクト
ロングループ各社で人事総務業務をマ
ネジメント

2013年 (公財)産業雇用安定センター参与 所長
2022年 山梨プロフェッショナル人材戦略 拠点長

マネージャー

・人事労務全般　・総務全般　・労務問題や個別労働紛争の未然防止への助言および
解決への提言　・国家資格キャリアコンサルタントに基づくカウンセリング

企業での人事マネジメント経験の後、社会貢献を意図して再就職支援の仕事をしておりまし
た。そこを退任する際に、プロフェッショナル人材戦略拠点のお話がありました。地方創生を
目的として、県内企業様の人材確保をご支援するというミッションに魅力を感じ、微力なが
らお役に立てればとの思いで就任させていただきました。

企業求人と人材のマッチング経験や、そこで培った各業界の企業様とのパイプが、そのまま
この仕事にも活きていると実感しています。人材不足感が一層深刻さを増している今、企業
TOPの想いを的確に感じ取り、プロ人材確保へのご支援を提案型でアクティブに行ってまい
りたいと考えています。またこの活動を通じ、UIJターンの就職希望者自身が「山梨での就職
は魅力的!」と思えるよう、企業様の魅力発信や課題解決、発展に寄与できればとも考えてお
ります。企業様とプロ人材就職者、双方のwin-winのために貢献できれば嬉しい限りです。

四季の山歩き　ビッグバンド活動(ベイシー好き)　お酒全般(もっぱら家飲み)

プランドハプンスタンス　段取り八分仕事二分

富山県

久金 正彦
ひ さ か ね  ま さ ひ こ

1947年生まれ
1970年 ㈱不二越入社
1999年 中日本支社長
2000年 ㈱ナチ関西社長
2002年 西日本支社長
2006年 ㈱ナチロジスティクス社長
2007年 ㈱不二越 総務部長
2009年 ㈱不二越退職後、富山商工会議所
2016年 富山県プロフェッショナル人材戦略本部  
                    コーディネーター 
2023年 本部長(マネージャー) 

営業経験と、中小企業支援事業で培った知見と人的ネットワーク

㈱不二越に入社以来32年間、営業部門担当、また、富山商工会議所では雇用関連事業に
従事し、企業の成長戦略や人材育成に取り組みました。このような経験を経て当事業
の立上り時から参画しています。今後の地域発展に少しでも貢献できるようにとの思
いから引き受けさせていただきました。

富山県は機械・金属、医薬品などの製造業を基盤産業として日本海側屈指の「ものづく
り県」として発展してきています。就任以来、1千社を超える経営者と意見交換を行っ
てきました。近年、社会構造、経済構造が著しく変化している中、短期・中期を見据えた 
ビジネスモデルの構築に取組んでおられる企業経営者にこの事業を通して成長戦略
の具現化に向けたお手伝いをしていきたいと思います。

読書　スポーツ観戦　旅行

変わる勇気 （他人と過去は変えられないが、自分と未来は変えられる）
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石川県

村 弘行
む ら  ひ ろ ゆ き

1946 年生まれ
1969 年 富山大学工学部を卒業後、津田駒工業

㈱へ入社。検査部門を皮切りに生産技
術、製造部門、設計部門を歩み、ものづ
くりの基礎から応用まで一貫して経験

2001 年 同社執行役員 ( 工作機器部門管掌 )
2004 年 同社取締役 ( 工作機器部門管掌 )
2006 年 同社常務取締役 ( 工作機器部門管掌 )
2012 年 同社顧問
2014 年 石川県産業創出支援機構戦略産業雇用

創造プロジェクト統括コーディネー
ターへ

2015 年 石川県人材確保・定住推進機構 ILAC
UI タ ー ン サ ポ ー ト 石 川 統 括 マ ネ ー
ジャー ( 現在に至る )

生産技術、品質管理、クレーム対応、顧客管理、特に特殊歯車設計を長年担当
部門経営の経験を活かした企業指導

前職の時に、石川県の鉄工機電協会の事業推進に参画させていただきました。そのご
縁もあり、地元中小企業の後押し、指導をしている、石川県産業創出支援機構へ転出
し、現在の仕事「企業中核人材の雇用推進」を通して県内の経済情勢、産業構造を改め
て再認識いたしました。石川県の中小企業の置かれている厳しい経営環境を打開し成
長を進めていくのは、「ひと」であると。
この「ひと」にかかわるプロフェッショナル人材事業のお話をお伺いし、是非にと申し
込みさせていただきました。

人口減に歯止めがかからない石川県ですが、コロナ禍でさらに状況が変化。北陸の学都
として単位人口あたり全国第一位の大学、短大、高専などの高度教育機関がありなが
ら、卒業生の県外流出が大きな悩みです。ニッチトップ企業やモノづくりに歴史のある
会社が多いこと、観光資源が多いことなどを活かし、若者に魅力のある企業、職場づく
りのお手伝いに、これまでのマネジメント経験をいかしたいと考えております。

釣り　ウォーキング(町歩き)

運鈍根

福井県

保坂 武文
 ほ さ か  た け ふ み

1972年 本田技研工業㈱入社 ホンダ技術研究所
にてCVCC環境エンジンの開発

1976年 アメリカホンダ ミシガン駐在 US環境
エンジン排気ガス研究

1981年 シビックUS燃費車開発 3年連続世界一に
1987年  5気筒アコード用エンジン開発
1993年  取締役商品企画室長 ステップワゴン

 企画開発他 多数機種開発
1995年 アメリカホンダR&D駐在副社長
1997年 ホンダ栃木技術研究所常務 ホンダエン

ジン開発総責任者 ホンダF1総責任者
2001年  東洋電装㈱ 副社長　
2010年  HSK東京コンサルティング代表
2013年  福井県プロジェクトマネージャー

研究開発（自動車） 　企画・マーケテイング　技術戦略構築　チーム・組織運営

2013年以降、福井県のプロジェクトマネージャーとして県内中小企業の特に新規商
品開発に向けたサポート業務、および県初の各種プロジェクトの企画から運営まで
の支援業務に従事。この間、福井県の中小企業の実態をつぶさに見る体験経験を通
し、地方創生に向けては、更なる中小企業の経営的視点、人的視点からより地方企業
競争力強化を目指す必要を痛感。微力ながら地域創生・活性化のお役に立てる事を
願って就任に至る。

これまでの福井県中小企業の支援・サポート経験を通し、県下中小企業の素材開発
力や個々の技術では高い技術を持ちながら、完成品、商品化への今一歩の踏み込み
不足を、技術のサポートはもちろんのこと、この度は人的視点を加え、福井県の産業
振興に協力し、地域新産業創生（人工衛星宇宙事業）にまでつなげて参りたいと思っ
ています。

読書　絵画鑑賞　釣り　ゴルフ

夢追いかけて・雲外蒼天

長野県

堀内 武文
ほ り う ち  た け ふ み

1955年長野県生まれ
1978年 東京海上火災保険株式会社入社
1992年 同社長野支店諏訪支社長
2005年 東京海上日動火災保険株式会社

長野支店長
2011年 東京海上ホールディングス株式会社

執行役員人事部長兼東京海上日動火災
保険株式会社執行役員人事企画部長

2012年 東京海上日動火災保険株式会社
常務執行役員（東北ブロック担当）

2015年 株式会社大手町ファーストスクエア
専務取締役

2016年 東京海上ビジネスサポート株式会社
取締役社長（障がい者雇用特例子会社）

　　　　　　

37年間の損害保険会社において培った知見とネットワーク
障がい者雇用のための特例子会社における知見

長野県は生まれ故郷であり、就職後も通算10年間勤務し多くの企業の皆様や地域の皆
様に育てていただきました。2019年に郷里に戻り生活しておりましたが、この度統括
マネージャーのお声がけをいただき、少しでも郷里のお役に立てればと思いお受けい
たしました。

地域の企業が活力にあふれ、成長し続けることが地域の活性化に結びつくと考えています。
本プロジェクトの取組みを通じて、より良い人材を確保し、企業の成長戦略を支援すること
により、微力ながら長野県の魅力向上のお手伝いができればと考えております。

スキー　家庭菜園

日日是好日

専門領域・強み

趣味・特技など

好きな言葉

マネージャー就任の経緯

本事業に対する抱負

専門領域・強み

趣味・特技など

好きな言葉

マネージャー就任の経緯

本事業に対する抱負

専門領域・強み

趣味・特技など

好きな言葉

マネージャー就任の経緯

本事業に対する抱負
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岐阜県

増田 雅彦
 ま す だ    ま さ ひ こ

1959年 生まれ
1983年 岐阜県庁入庁
2014年 企業誘致課長
2017年 商工労働部次長
2020年 岐阜関ケ原古戦場記念館総務課長
2022年 岐阜県中小企業総合人材確保センター長

企業診断　経営分析   中小企業診断士   行政書士

長年にわたり県商工労働部で、企業診断、経営支援さらには、企業誘致に従事して参り
ました。退職後、岐阜県中小企業総合人材確保センターのセンター長を拝命し併せて、
岐阜県プロフェッショナル人材戦略拠点のマネージャーに就かせていただくことに
なりました。

県内の中小企業の方の支援を通じて感じたことは、県内の中小企業の方の経営課題と
して、経営者の片腕となるような中核人材が不足しているのではないかと思っており
ます。こうした中、このプロフェッショナル人材事業を活用していただき、少しでも企
業の成長につなげ ていただけるよう尽力したいと思います。

手品　ウォーキング

人生、今が最高位

静岡県

石渡 和美
い し わ た    か ず み

1954年生まれ
1977年 東京都立大学経済学部卒業後、

㈱静岡銀行に入行
1993年 人事部調査役
1994年 人事部研修課長
1998年 秘書室長
2001年 経営企画部東京事務所長
2003年 理事経営企画部東京事務所長　
2005年 執行役員 清水支店長
2007年 執行役員 呉服町支店長
2008年 静銀総合サービス（株）代表取締役社長

銀行において人事部門を中心に、秘書、企画、現場と幅広く経験し、また直近においては
人材紹介ビジネスに10年以上携わってきた

これまで銀行のグループ内で人材紹介業務を手掛けてきたが、そのポストを退任する
にあたり、銀行のトップより打診があった。広く静岡という地域に貢献すること、個々
の企業に貢献すること、様々な人材を掘り起こすこと等、非常にやりがいのある仕事
であることから引き受けさせていただくこととなった。

未曾有の「コロナ禍」を経た今、首都圏一極集中の異常さに改めて気づいた人も多いの
ではないか。「テレワーク」勤務者として地方に住むだけでなく、「プロフェッショナル」
な能力を地方の企業でこそ活かす。そうした新しい展開を促すべく本業務に取り組ん
でいきたい。

音楽鑑賞　スポーツ（シニアサッカー）

不易流行

愛知県

中川 宏
なかがわ  ひろし

1954年生まれ
1977年 トヨタ自動車工業㈱に入社
2001年 タイ国トヨタ自動車
2006年 トヨタ自動車㈱堤工務部長
2008年 ㈱トヨタキルロスカモーター

(インド)社長
2014年 中央精機㈱社長（2019年退任）
2020年 愛知教育大学監事

企業経営を通じて培った幅広い視点からの課題発掘、真因追及、課題解決進捗管理

40年以上にわたり自動車産業に携わり、仕入れ先様やお客様や多くの方々にお世
話になり、幅広い経験を積むことができました。2020年1月に愛知県プロフェッ
ショナル人材戦略サブマネージャーのご縁を頂き、拙い経験や知見ですが多少な
りとも中小企業のお役に立てるのであればと活動してきました。同年12月よりマ
ネージャーのバトンを前任の加藤さんから引き継ぎました。

企業訪問による気づきは、経営者が目先の問題処理に追われて、自社の本質的な経営
課題が見えていないケースが多い事です。「市場創造」と「人材育成」の両方の達成が企
業活性化のポイントとして欠かせません。私たちは、経験豊かな中小企業・大企業経営
経験者や金融機関出身者や中小企業診断士で構成されるカラフルなチームです。中小
企業経営者との対話を通じて「新たな気づき」を生み出し、今まで見えにくかった「真
の経営課題」を明らかにして行く事を大切にします。その上で「真の経営課題」を解決
するための「真に必要な人材像」を明確にし、より精度の高いマッチングに結び付ける
ことで企業の成長を支援すべく尽力して参ります。

旅行　ウォーキング　スポーツ観戦

有言実行
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趣味・特技など
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本事業に対する抱負
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三重県

本告 次男
も と お り 　 つ ぎ お

1955 年生まれ
1973 年 本田技研工業㈱鈴鹿製作所入社
2003 年 購買本部購買企画室ブロックリーダー
2007 年 新機種センター所長
2008 年 八千代工業㈱転籍

常務取締役四日市製作所長
2012 年 代表取締役専務取締役
2018 年 公財三重県産業支援センター

三重県事業承継コーディネーター
2020 年 ㈱アクセルホールディング営業顧問

品質管理　現場管理など

中小企業の抱えている問題や課題に対応するために、私が持っている対応力や人のつ
ながりなどが、中小企業の皆様の役に立つ事があればと思い就任させて頂きました。

中小企業の皆様が困っている事をしっかりと双方で課題認識を行ったうえで、ともに
解決策を考えていくことで、経営の盤石化や成長の手助けになればと思います。特に人
材の確保については、単独では解決できない事もあり、支援活動を通じて求職者と就職
先を上手くマッチングし、お互いが「幸せ」を感じられる様に取り組みをしたいと考え
ております。

渓流釣り　海釣りなど

「知足」と「克己」

滋賀県

黒川 幹生　　
く ろ か わ   み き お

1953 年生まれ
1977 年 ㈱滋賀銀行に入行 30 年間に現業店

10 店舗経験
1998 年 同社綾野支店長
2000 年 同社牧野支店長
2003 年 同社審査部 審査役
2007 年   2 月 ㈱滋賀銀行退職
2007 年   4 月日本郵政公社 大津神領郵便局長就任
2009 年   2 月 滋賀県西部郵便局長会理事
2013 年   3 月 日本郵便㈱ 大津神領郵便局長退職
2014 年  1 月 日本郵便㈱ 復帰 滋賀県西部地区

郵便局長指導役
2015 年 11月 日本郵便㈱退職
2015 年 12月 滋賀県プロフェッショナル人材戦略

拠点マネージャーに就任（現職）

企業審査　案件審査

地元金融機関（滋賀銀行）で30年間勤務した現業店舗10店舗、および本部（審査部）での経
験により、企業の見極めと案件診断・審査のノウハウを習得。加えて異業種間の交流のパ
イプ役の経験などを存分にいかせることや、郵便局長として勤務した6年間の経験と、そ
れらの双方で培った人脈を十分に活用しながら、本事業に貢献したいと考え応募いたし
ました。

日本の国土のほぼ中ほど、近江商人発祥の地滋賀県。先人の大きな功績は全国各地に残さ
れています。今回、大変大きな役割を担わせていただくことになり、身の引き締まる思い
です。民間企業でのビジネス経験と郵便局長経験をいかしながら「人」と「企業」のマッチン
グ、企業双方のマッチングを図り、滋賀県の企業成長と地域発展に、微力ながら貢献したい
と思います。

旅行　家庭菜園　スポーツ（ゴルフ、スキー、野球）

「実るほど頭を垂れる稲穂かな」　すべてに（仕事も遊びも）全力で！

京都府

岡本 圭司
お か も と 　 け い し 　

1959年 生まれ
1981年3月 大阪市立大学商学部卒業
1981年4月 京都府入庁
2004年5月 商工部産業支援室長
2008年4月 商工労働観光部ものづくり振興課長
2010年5月 商工労働観光部理事
2012年4月 商工労働観光部副部長
2014年5月 商工労働観光部長
2016年4月 山城広域振興局長
2019年3月 京都府退職
2019年5月 公益財団法人京都産業21専務理事

20年以上商工労働観光行政に携わり、ものづくりを中心に京都の中小企業経営者等と
伴走しながら企業の成長発展をトータルにサポートしてきた。

20年以上京都府で商工労働行政に携わり、京都の中小企業経営者等に伴走しながら、人材
の確保･育成なども含め、企業の成長・発展のトータルサポートに取り組んできました。
こうした経験を生かし、退職後公益財団法人京都産業21 専務理事に就任し、併せてこのプ
ロフェッショナル人材戦略マネージャーとして就任させていただき、京都の中小企業の更
なる発展を応援しています。

中小企業の持続的な成長･発展には、思いを持って、経営者とともに、長期間安定して事業
の革新や新たな事業の創造に取り組む人材が不可欠です。この事業がそうした企業の成
長・発展につながるよう取り組んでいきます。

料理

守・破・離
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大阪府

乾 俊人　　　
いぬい 　としひと

1958年生まれ
1980年3月 神戸大学法学部卒業
1980年4月 大阪府入庁
2004年4月より、商工労働部新産業課長、新分野
育成課長、企業誘致推進課長を歴任
2016年1月4日 大阪府退職
2016年1月5日 大阪府プロフェッショナル人材

戦略マネージャー（商工労働部
理事）に就任

2018年4月 府理事退任、個人事業主として
マネージャー業務を受託 現在、
プロ人材の運営を公募受託して
いる（公財）大阪産業局と契約

長年商工労働行政に携わり、府内の中小企業の経営者と向き合ってきた。
その後、大阪府拠点マネージャー職8年の経験を活かして「人材戦略アドバイザー」とし
ても活動中。

昭和55年４月に大阪府庁に入庁し、主に商工部で勤務。
大阪の多くの中小企業経営者の皆様を支援していく中で、生涯を通じて中小企業さんを応
援したいと思っていたところに、ライフワークとも言える「プロフェッショナル人材事業」
のマネージャー公募が実施されたところ、退職前提でこの事業に応募したもの。

8年間のマネージャー経験を通じて、中小企業の人材支援対策がこれからの経営支援対策
の1丁目1番地であることを確信。引き続き、スタッフメンバーと一緒に大阪の中小企業さんを
全力で応援したいと思います。

テニス　ガーデニング　ランニング

我思う、ゆえに我あり

兵庫県

亀井 芳郎
 か め い 　 よ し ろ う

1976年 同志社大学卒業後、服飾品の輸入商社・
三喜商事 ㈱で海外ブランドの展開を通
して、ブランド開発、育成に取り組み、 
営業部長を経て、経営企画室長、企画開
発部長を経験

1999年 ㈱オンリーに入社、紳士服業界の先駆け
となったツープライスストアThe@
SuperSuitsStoreの立ち上げ、多店舗化
を行い、第二創業を実現

2002年 低迷期に社長を引き継ぎ、事業再生に
取り組み、V字回復を果たす

2005年 目標であったIPO(大阪証券取引所ヘラ
クレス)を実現する

2006年 社長を退任し、コンサルタントとして独立
2020年 「セブンエレメンツモデル」をビジネス

社より上梓する

専門領域：戦略策定・経営管理・マーケティング・新業態開発
強み：中小企業の社長として、新規事業による第二創業を行い、株式上場を果たした経験

中小企業診断士として、兵庫県の支援機関を中心に中小企業の経営支援活動をする中で、
一つの課題を感じていました。それは、戦略策定、経営革新計画策定、問題解決等の支援の
後の実行に問題があり、それは企業内に人材がいないことに原因があるとの思いです。そ
んな中、このプロフェッショナル人材事業の話をお伺いし、是非にと申し込みさせていた
だきました。

中小企業の経営者としての実績と経験、兵庫県の支援機関における中小企業支援の経験、
そして中小企業診断士、MBAの理論と知識をいかして、兵庫県の企業成長に貢献したいと
いう、強い思いを持っています。

読書　スポーツ　兵庫県立大学大学院非常勤講師　博士（経営学）

人間万事塞翁が馬

奈良県

石黒 敬三
い し ぐ ろ  け い ぞ う

1961年 東京生まれ、熊本育ち
1984年 大阪大学卒業後、松下電器産業株式会社

（パナソニック株式会社）入社
2004年 同社 デジタルカメラ光学開発部長
2014年 同社 理事
2015年 同社 AVC社 技術開発研究所 所長
2017年 同社 メディアエンターテイメント事業部 

CTO兼テクノロジーセンター所長
2021年 同社退職
2022年 奈良県プロフェッショナル人材戦略拠点

サブマネージャー
2023年 奈良県プロフェッショナル人材戦略拠点

マネージャー

技術経営(MOT)　デジタル、デバイスものづくり　新規事業立ち上げ、運営

定年退職後は永年居住している奈良の産業振興のお手伝いがしたいと考えておりましとこ
ろ、奈良県プロフェッショナル人材戦略拠点の募集でご縁を頂き、昨年度はサブマネー
ジャー、本年度よりマネージャーに就任させて頂いております。

企業のサプライチェーン、エンジニアリングチェーンのデジタル化が進むと生産性向上や
新しい付加価値の創出、ビジネスモデルの革新が起こり、新たな競争環境が生まれます。
その変化の担い手は、プロフェッショナル人材に他なりません。地方ならではの人材戦略
による企業の経営力向上、地域の産業振興に貢献させて頂きたいと考えております。

山登り　ゴルフ

座して半畳、寝て一畳　モレなくダブりなく
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和歌山県

和歌 哲也
 わ か  て つ や

1956 年生まれ
1980 年 中央大学法学部卒業
1980 年 和歌山県入庁
2011 年 人事課長
2013 年 知事室長
2015 年 危機管理監
2017 年 和歌山県退職
2018 年 和歌山商工会議所専務理事
2021 年 わかやま産業振興財団

シニアマネージャー

和歌山県庁では県政全般に関り、その間に築いた県内の各団体・各層とのネットワーク
を活かしたい。さらに和歌山商工会議所専務理事として中小企業支援に携わった貴重
な経験をもとに、企業の課題解決をサポートしたい。

デジタル田園都市国家構想総合戦略にもとづき、新たな段階に入るプロフェッショナル
人材事業について、新たな体制・取組みで実施することとなった。
人口減少が進む中で、人材不足に対応するには、生産性の向上、デジタル化が欠かせない
が、デジタル人材が都市部に集中する現状では、「副業・兼業」人材の活用が極めて有効で
ある。正雇用に加え、副業・兼業人材の活用を本格化させていかなければならない状況へ
の対応が求められる。

新型コロナ感染症の発生・拡大時期に和歌山商工会議所専務理事を務め、甚大な影響を
受けた中小企業の支援に携わった。その中で、コロナ禍でも業績を維持、拡大をしている
企業もあり、また、回復が期待される局面においては、Ｋ字回復といわれるように、回復に
向かう企業と業績が上がらず落ち込みが続く企業に二極化している現状に直面した。こ
の状況を、厳しいと悲観するのではなく、業績を伸ばせるチャンスが目前にあるはずと期
待したいし、そのためにはプロフェッショナル人材を活用することが効果的であると働き
かけていきたい。

読書 　散歩

Slow & Steady（ゆっくりでも着実に）

鳥取県

松井 太郎
 ま つ い   た ろ う

シニアが多い全国のプロフェッショナル人材戦
略マネージャーの中で最年少。大阪府出身。ソ
フトバンクを経て、2016 年から現職。

人口最小県「とっとり」に年間 3,000 人もの応
募が殺到するなど、都市部のビジネス人材が
続々と集まる「週１副社長」プロジェクトを運
営。

「鳥取県立ハローワーク」の無料職業紹介機能
と「プロフェッショナル人材戦略拠点」の人材
スカウト機能を組み合わせた全国初のビジネス
人材誘致プラットフォームを構築し、高度な専
門性や豊富な経験を有する都市部のビジネス人
材を副業・兼業等により県内企業へ数多く誘致。

17 年には鳥取銀行と共同出資で地方創生の総
合商社「あきんど太郎」を設立。著書『週１副
社長になりませんか。』（今井出版）

・自治体との協働によるビジネス人材誘致事業の開発
・人を繋げて新たなアイデアを作ること
・アイデアの中から良いものだけをピックアップし進めていくことが得意

鳥取県には全国からライダーが集い、若者らがカフェをオープンさせるなど、ユニーク
な取組で地域活性化が進む八頭町（隼地区）があることを聞き、県全体であればもっと
面白い取組ができるのではと思ったことがキッカケでした。

鳥取県内に外部人材を受け入れる企業文化を醸成できればと考えています。これから
も都市部から専門性の高い人材を副業・兼業等で呼び込み、地元企業の新たな事業展開
を促し、鳥取県が地域イノベーションの先駆者となるよう尽力したいと考えています。

筋力トレーニング　ガーデニング

自ら機会を創り出し、機会によって自らを変えよ　人間万事塞翁が馬

島根県

鶴島 健治
つるしま 　 け ん じ

1960年 島根県生まれ
1983年 島根大学 法文学部法学科卒業
1983年 ㈱村田製作所入社
2006年 ㈱村田製作所人事部次長、企業年金基金

常務理事
2009年 ㈱福井村田製作所管理部長、健康保険

組合常務理事
2014年 ㈱出雲村田製作所管理部長
2020年 公益財団法人しまね産業振興財団サブ

マネージャーに就任 

人事全般の知識・経験、キャリアコンサルタント、メンタルヘルス

2020年4月に本事業のサブマネージャーとして入社。2020年10月の組織再編によりマ
ネージャーに就任。

人口減少、高齢化の先進県である島根県では、地域を支える中小企業の発展なしには地
域の活性化はありません。発展の原動力となる企業の成長戦略の実現にはトップの
リーダーシップはもちろんですが、多様な人材が活躍できる場が必要であり、それを活
かすトップの力量が一層求められています。地方での働き方が注目されている今を好
機ととらえて、優秀な人材の確保と定着をはかることが、攻めの経営へ転ずる企業の一
番の特効薬だと思っています。しっかり支援していきたいと思います。

トレッキング　旅行　ゴルフ　読書

美点凝視（良い面をしっかり見ていこう）
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本事業に対する抱負
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岡山県

石原 伸一
い し は ら  し ん い ち

1957年　    岡山県備前市生まれ
1980年4月 岡山県入庁 産業振興課長、産業企画

課長、産業労働部審議監 などを歴任
2018年3月 岡山県退職
2018年6月 株式会社オービス代表取締役に就任
2023年6月 同上退任
2023年7月 岡山県プロフェッショナル人材戦略

拠点 戦略マネージャーに就任

産業労働・情報分野での行政経験
困難に直面しても諦めない粘り強さ

岡山県職員として産業労働行政に長年携わり県内企業の皆様と共に地域・産業振興を
目指した様々な取組にチャレンジさせていただきました。岡山県退職後はIT関連の第
三セクターにおいて経営者としての視点を勉強させていただきました。そうした経験
をもとにお声掛けをいただいたものと考えています。

県内企業の皆様の声をよく伺いながら、それぞれの戦略や課題に合致した人材を見つ
け成長発展に結びつけていただけるよう、関係機関との緊密な連携のもと、拠点スタッ
フと共に尽力してまいります。

小旅行

至誠

広島県

木村 進一
 き　む　ら　　し　ん　い　ち

1954年 広島県呉市生まれ
1977年 広島大学政経学部卒業後、㈱広島銀行

に入行
1999年 同行高屋支店長
2000年 同行支店統括部担当副部長
2002年 同行防府支店長
2004年 同行出向 自動車部品メーカー副社長
2006年 同行福山手城支店長
2010年 ひろぎんモーゲージサービス㈱代表取締

役社長
2013年 ひろぎんウェルスマネジメント㈱代表

取締役社長
2014年 広島地下街開発㈱常務取締役
2019年 広島県プロフェッショナル人材戦略拠点

サブマネージャー
2023年 広島県プロフェッショナル人材戦略拠点

マネージャー

38年にわたる地元金融機関での勤務と自動車部品メーカーへの出向や広島市の第三セ
クターでの勤務で培った幅広い知見

2019年4月広島県プロフェッショナル人材戦略拠点サブマネージャーに就任。県内企業
におけるプロ人材採用への啓蒙活動、副業兼業によるプロ人材活用の紹介等に従事。
2023年4月、黒沢前マネージャー退任により、これまでの経験が県内企業の発展に少し
でも役立てばとの思いで就任しました。

広島県庁の基本理念として「広島に生まれ、育ち、住み、働いてよかったと心から思える
広島県を実現すること」を掲げています。県庁の直轄組織として、開設されているプロ
拠点でも、この理念に沿って愚直に取り組んでいきたいと思います。また2022年12月

「広島を好きになるワードコンテスト」の最優秀賞で「一度住みたい、東京。一生住みた
い、広島。」が選ばれました。県外出身の方が「緑豊かで人々は優しい。県外に出てもいつ
か戻ってきたいと思わせる」と感じたことを表現されたようです。皆がそう思える広島
県にするよう努めてまいります。

旅行　ゴルフ　スポーツ観戦

有言速行

山口県

福田 浩治
 ふ く だ   こ う じ

1961年 山口県山口市生まれ
1983年 筑波大学第一学群社会学類卒業
1983年 山口県採用
2011年 商工労働部商政課企画監
2012年 商工労働部商政課長
2016年 総合企画部審議監
2017年 総合企画部次長
2019年 商工労働部長
2021年 山口県退職
2021年 公益財団法人やまぐち産業振興財団

副理事長

県庁時代には、企業局の財政再建など公務員らしくない仕事もしており、こうした経
験と、商工労働行政で培ったネットワークを活かして自ら進んで中小企業の課題解決
をお手伝いします。

商工労働部長時代にプロフェッショナル人材戦略拠点の機能強化を図るため、企業
ニーズの収集力の強化や金融機関との連携強化を目的に、拠点を山口しごとセンター
から、県内中小企業に対する中核的支援機関である「やまぐち産業振興財団」に拠点が
移転しました。
そうした拠点立ち上げからの取組が評価されて、マネージャー就任のご縁をいただい
たと考えています。

私自身、自分の仕事に結果を求める姿勢を貫くことをモットーとしており、この考えを
戦略拠点のメンバーと共有し、地元中小企業のニーズに寄り添い、専門人材の欠如や人
的リソースの不足などの課題に対して結果を返せる、 企業ファーストの立場に立った
解決策を提案していきます。
こうした日々の取組が、地域経済を支える中小企業の「攻めの経営」への転換につなが
るものと確信しています。

時刻表を読みながらの空想旅行、もちろん「青春18きっぷ」を使った鉄道旅行のファンです。

不易流行
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徳島県

前田 圭一郎
 ま え だ   け い い ち ろう

1954 年 徳島県生まれ
1978 年 一橋大学経済学部卒業
1978 年 ㈱富士銀行 ( 現みずほ銀行 ) 入行
2000 年 尾久支店長
2002 年 三鷹支店長
2004 年 八王子支店長
2005 年 業務監査部 参事役
2007 年 日本毛織㈱入社

グループ会社 3 社の社長、経営企画室長
を経験

2019 年 退職

経営全般　特に組織運営、人事、業務改善

50年来の友人である前任マネージャーから声をかけられ、これも何かのご縁、今までの
金融機関、一般事業会社での経験が多少なりとも役に立つではないかと思い、引き受け
させていただきました。

生産労働人口の減少が進む中、特に地方の企業では人材確保が喫緊の経営課題の一つ。
本職務を通じて、企業の多様な求人ニーズに適応すべく、プロフェッショナル人材はも
ちろん、今後成長が期待できる「グロース人材」、「副業･兼業人材」のマッチングにも注
力。「人よし、企業よし、徳島県よし」の「三方よし」を肝に銘じ、ふるさと徳島の活性化に
貢献できるよう努めて参ります。

音楽ソフト等蒐集　読書　ゴルフ　野球観戦

一期一会 一会一生　過去と他人は変えられないが未来と自分は変えられる

香川県

梅澤 秀樹
う め さ わ 　 ひ で き

1953 年生まれ
1976 年 香川大学卒業
1976 年 ㈱三井銀行入行
1989 年 ㈱三井銀行退社
1990 年 高松信用金庫入庫
2008 年 理事・内部統制管理本部長就任

総合企画、リスク管理部門を主体に経
験を積む

2011 年 高松信用金庫退社
同年       梅澤中小企業診断士事務所を設立

香川県商工会連合会エキスパート

都市銀行、地域金融機関を通じて35年の勤務経験があり、金融部門に強い中小企業診
断士である。専門は、経営計画、経営革新計画策定、資金繰り、補助金、創業、事業再生な
どである。

我が国の中小企業は、産業の基盤であり、活力の源泉と言える。しかしながら、中小企
業者数の推移は、企業単位でも事業所単位でも、1980年代末から開業率を廃業率が上
回って推移していることから、減少となっている。
中小企業の活性化には財務的な課題解決と、人材を含めた体制面での課題解決が重要
である。このため、中小企業のニーズに沿った有能な外部人材を斡旋する必要が生ま
れている。これまでの相談業務でのノウハウをいかして地域活性化に少しでも貢献い
たしたく応募いたしました。

中小企業者の多くが右腕になる企画力を持った人材が欲しいという要望を持ってお
り、また、後継者についても後継者を補佐する人材が欲しいという要望が多い。また、
研究開発型の企業においては研究者が欲しいというニーズがある。一方、都市部にお
いては、能力があり、やる気のある人材がいるものの、地方における就業先が見つから
ず希望がかなえられない状況にあるものと考えられる。
このような状況に対して、金融機関勤務やこれまでの経営アドバイスで培った人脈を
いかして本事業に積極的に取り組んで参ります。

観葉植物　熱帯魚集め　剣道4段

初心忘るべからず　仲良きことは美しき哉

愛媛県

野中 昭秀
 の な か 　 あ き ひ で

1951年生まれ
1976年 愛媛県信用保証協会 入協
1994年 同 業務部保証調整課長
1995年 同 松山事業部副部長 兼保証課長
2002年 同 松山事業部長
2005年 同 新居浜支所長
2010年 同 参事 兼新居浜支所長
2011年 同 定年退職
2014年 愛媛県経済労働部

えひめ戦略産業雇用創造協議会
プロジェクトマネージャー

2017年 退任
2018年 えひめ産業振興財団事業承継ネット

ワーク事務局事業承継コーディネーター
2021年 退任

中小企業者の資金繰りや経営改善、後継者などへの事業承継における手法や手続きに
関する支援など。

愛媛県信用保証協会で「信用補完業務」を通じて中小企業の皆様の資金繰りの支援な
ど、又事業承継コーディネーターとしての経験を活かして、県内中小企業の振興発展
に貢献したいと思っていました。
プロフェッショナル人材事業の内容をお聞きして、これまでの経験を役立てるものと
思い、微力ではありますが志望いたしました。

都市部から地方への専門人材の流れを促進するには、専門人材を必要とする県内企
業が専門人材を必要とする適正なニーズを掘り起こす事が重要だと考えます。
中小企業が年々減少、また地方でも人口が減少するなどの衰退が進んでいますが、
この事業を通して地域の産業が活性化出来るように努めます。

スポーツ観戦、休日の農作業

仕事は、淡々と進める。

専門領域・強み

趣味・特技など

好きな言葉

マネージャー就任の経緯
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高知県

大村 宜裕
お お む ら   よし ひ ろ

1960 年生まれ
1982 年 ㈱四国銀行　入行
2006 年 松山西支店長
2010 年 尼崎支店長
2015 年 システム部長
2018 年 四銀コンピューターサービス㈱
                代表取締役
2021 年 ㈱日産サティオ高知 管理本部長
2023 年 （一社）高知県UIターンサポート

センター 入社

財務分析

地域金融機関では融資業務を通じて企業支援に取組み、また本部で様々なシステム
の導入に携わりました。この経験を活かし、地元企業の活性化に貢献したいと考え、
プロフェッショナル人材事業に応募させていただきました。

プロフェッショナル人材の活用促進を通して地域の発展に寄与するため、積極的に県内
企業を訪問します。

ウォーキング 　音楽鑑賞

神は細部に宿る

福岡県

百瀬 英典
 も も せ 　 ひ で の り

1957年 鹿児島県 生まれ
1981年 大阪大学工学部を卒業後
　　　  トヨタ自動車工業㈱ 入社
1992年 トヨタ自動車九州㈱出向の後転籍
2012年 取締役　経営企画室長
2016年 苅田・小倉工場長　　　　　
2018年 常勤監査役
2020年 車両本部長
2022年 同社 退職

福岡県プロフェッショナル人材戦略拠
点 人材戦略マネージャー 就任

ものづくり全般　工場経営　生産性向上　人財育成

トヨタ自動車（愛知）で10年勤務の後、トヨタ自動車九州で30年間クルマづくりにい
そしんで参りました。
その間、福岡県内外の地域の皆様と関係各企業の皆様に大変お世話になりました。
2022年4月に、ご縁あってマネージャーを拝命いたしました。

福岡県の更なる活性化にむけて、これまでお世話になった福岡への恩返しと任じて人
材のマッチングに努めてまいりたいと思います。

家庭菜園　ゴルフ　

感謝

佐賀県

川原 明実
か わ は ら 　 あ き み

1949年 生まれ
㈱戸上電機製作所入社(本社佐賀)生産
管理、総務、経営企画課長経験

2001年 関連会社㈱戸上デンソー代表取締役
2006年 関連会社㈱戸上コントロール代表取締役
2014年 関連会社㈱三協製作所代表取締役
2015年 退職
2015年6月 中小企業診断士事務所 『㈱オフィス

川原』設立 佐賀県中小企業診断協会会長
1977年 中小企業診断士登録
2010年～2014年 協同組合戸上会理事長
2012年～2014年 佐賀県中小企業団体

中央会副会長

生産管理　原価管理　現場改善　コストダウン　管理職　 従業員教育　経営管理

在職中より、中小企業診断士として、県内の中小企業の支援を行ってきており、産地
診断、個別診断、再生支援などを手がけてきて、退職後も中小企業のお手伝いをライ
フワークとする考えでした。そのような中、県庁より佐賀県中小企業診断協会に『プ
ロフェッショナル人材事業』の話があり、本事業は、佐賀県の中小企業の発展のため
に大いに貢献できると思い、快く引き受けた次第であります。

佐賀県は幕末において、日本で初めて、実用的な蒸気船や鉄製大砲を作った県であ
ります。
その当時は先端技術の県でありましたが、農業のウエイトが大きくなり、都会に対
しての労働力排出県となりました。県内には数多く、特色ある企業は存在しますが、
もっと地域の特色を活かし、佐賀の産業を活性化し、魅力ある県にすることが必要
だと痛切に感じています。
企業活性化には人材が必要です、本事業を通じて、また、私の今までの経験を活か
し、佐賀県産業の活性化のために、全力を尽くしたいと思います。

ゴルフ、旅行

信念は強く、志は高く、されど、頭は低く
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長崎県

廣田 義美
 ひ ろ た    よ し み

1980 年 4 月 長崎県に入庁
2011 年 4 月 総務部 新行政推進室長
2013 年 7 月 企画振興部 政策企画課長
2014 年 4 月 総務部 人事課長
2016 年 4 月 五島振興局長
2018 年 4 月 企画振興部 政策監（離島振興担当）
2019 年 4 月 産業労働部長
2022 年 3 月 長崎県を退職
2022 年 4 月 公益財団法人長崎県産業振興財団

理事長（現任）
2023 年 4 月 長崎県プロフェッショナル人材戦略

拠点マネージャー

長崎県職員として、ものづくり企業支援、企業誘致、離島を含めた地域振興など、様々な
行政分野に長年携わり、長崎県の実情に精通しております。

2019年4月から3年間、県の産業労働部長を務めた後、2022年4月からは(公財)長崎県産
業振興財団の理事長に就任しており、現場第一主義で多くの企業を訪問することを通じ
て、県内経済の実情や中小企業の活動実態の把握に努めております。
そうした中で、産業振興財団が有する様々な支援機能とプロフェッショナル人材戦略拠
点の取り組みの効果的な連携を図り、大きな相乗効果を発揮させることができるのでは
ないかと考え、2023年4月からマネージャーに就任いたしました。

(公財)長崎県産業振興財団は、これまでも、「企業とともに考え、行動する産業振興財団」
として、県内企業の皆様を総合的に支援してまいりました。
県内経済の活性化と雇用拡大のためには、産業の基盤を支える人材の確保・育成や、中小
企業に対するきめ細かな支援が重要であり、今後とも、経営者の皆様の話をよく聴き、
経営課題を明確化することで「攻めの経営」への転換を促すとともに、そのために必要
な「プロフェッショナル人材」のマッチングにワンストップで取り組んでまいります。

ショギング　ゴルフ

有言実行

熊本県

今村 徹
い ま む ら  と お る

1950 年生まれ
1973 年 九州大学工学部卒業後、NEC 九州㈱に

入社 
1996 年 NEC セミコンダクターズ UK( スコット

ランド ) に出向 技術担当 GM
2001 年 NEC 九州㈱に復帰
2005 年 NEC 九州㈱代表取締役社長
2008 年 NEC エレクトロニクス㈱出向 生産本部長
2010 年 ルネサスセミコンダクタ九州・山口㈱

代表取締役社長
2013 年 同上退任後、熊本県産業政策顧問 
2014 年 熊本県産業技術センター所長に就任
2022 年 同上退任後、熊本県産業振興顧問　 

半導体技術　経営全般　工場管理　品質管理

40年間、熊本県の半導体デバイス企業で働き、その後、熊本県産業技術センター所長と
して8年間、熊本県の産業に関わり、今後も熊本県の産業に貢献していきたいと思って
いたところに、拠点マネージャの話を頂き、喜んでお受け致しました。

少子高齢化が進む中で、人材不足で悩む企業に寄り添い、企業が攻めの経営に転換
できるよう、戦略的な人材獲得のお手伝いをしたいと思います。そして、最終的には
熊本県の産業発展と地方創生の基盤づくりへの貢献を目指します。

読書　ウォーキング

誠意と熱意　天は自ら助くるものを助く

大分県

大力 貴
だ い り き  たかし

1960年 生まれ
1984年 大分銀行入行
2004年 本店営業部 法人営業2課長
2007年 佐伯長島支店長
2010年 別府北浜支店長
2014年 個人営業支援部副部長
2015年 大分カード入社
2021年 大分カード退職

地元金融機関に勤務し、営業店本部ともに経験しました。営業店では主に法人営業を、
本部では主に経営計画、企画部門等を担当しました。

金融機関で法人営業を中心に勤務し、企業経営者の方々とお話をするなか「人」に関
するお悩みが非常に多いと常々感じておりました。
地方創生についても、「人材」が重要であると考えていたおり、プロフェッショナル
人材活用センターのお話をいただき、微力ながら地元企業のお役に立ちたいと思い
お受けすることといたしました。

どんな企業にも、必ず「人材」についてのお悩みがあると思っています。
そうした企業の後継者問題や、人に関する経営課題解決のお手伝いに力を尽くした
いと考えます。

音楽鑑賞（ジャズなど）　美術館・博物館めぐり　ドライブ

継続は力なり

専門領域・強み

趣味・特技など

好きな言葉

マネージャー就任の経緯

本事業に対する抱負

専門領域・強み

趣味・特技など

好きな言葉

マネージャー就任の経緯

本事業に対する抱負

専門領域・強み

趣味・特技など

好きな言葉

マネージャー就任の経緯

本事業に対する抱負
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経 歴

MANAGER

経 歴

MANAGER

経 歴

MANAGER

宮崎県

大矢 博
 お お や  ひ ろ し

1963年 宮崎県生まれ
1986年 宮崎銀行入行
1996年 中小企業大学校派遣
1997年 同 審査部審査担当
1999年 宮銀ベンチャーキャピタル出向
2011年 同 審査部金融円滑化管理室
2015年 同 霧島町支店長
2016年 宮崎県企業成長促進プラットフォーム

事業立上げのため、宮崎県産業振興機構
に出向

2019年 宮崎銀行退職後、中小企業診断士として
独立、宮崎県産業振興機構のプロジェクト
マネージャー及び宮崎県プロフェッショ
ナル人材戦略拠点のサブマネージャー
に就任

2020年 同宮崎拠点のマネージャーに就任

金融　財務　ベンチャー　新事業支援　事業再生

宮崎県産業振興機構の事務所と宮崎県拠点の事務所が隣り合わせであったことから、
お互いに連携を進めるうちに、サブマネージャーとして関与することになったもの。
事業内容は異なるものの、「地域企業の成長による地方創生の実現」という目的は同じ
であるため、特に違和感はありません。

経営には「ひと」「もの」「かね」が必要です。これまでは「かね」と「もの」の面から、企業
支援を行ってきましたが、今後は「ひと」の面からも宮崎県中小企業の支援を行って
いきたいと考えています。

オートバイツーリング　サイクリング　音楽鑑賞

“ Cool Head,but Warm Heart ”

鹿児島県

木場 信人
 こ    ば    の ぶ ひ と

1960年 生まれ
1983年 広島大学法学部卒業後，鹿児島県庁に

入庁
2009～2011年 いちき串木野市副市長
2016年 企画部次長
2017年 企画部次長（政策調整担当）
2018年 総括危機管理監（兼）危機管理局長
2019年 PR・観光戦略部長
2021年 退職
2021年7月～ ㈱鹿児島頭脳センター代表

取締役社長， 公益財団法人かごしま産業
支援センター理事長

県職員、副市長など長年の行政経験により、県内経済の実情や多くの企業活動に通じ
ている。観光関連、特産品関連産業についての知見が特に豊か。

感謝、迷ったら積極的な方を

沖縄県

當山　司
とう や ま 　   つ か さ

1963年4月 沖縄県美里村(現沖縄市)生まれ 
1986年4月 ㈱琉球銀行入行
2010年6月 同行 大道支店長
2012年6月 同行 首里支店長
2013年6月 同行 出向

㈱OCS専務取締役
2015年4月 同行 浦添支店長
2017年4月 同行 法人営業部長
2017年6月 執行役員
2019年7月 人材派遣センター沖縄

代表取締役社長
2022年4月 県プロフェッショナル戦略拠点

マネージャー

これまでの経歴における県内企業のネットワーク、人材紹介・派遣業に対する知識

沖縄県に生まれ育った人間として、県内のために役立つ仕事を心がけていました。今
回、更に広く県内企業のために直接お役に立てるお仕事としてマネージャーの打診を
いただきました。
金融マンとしての30年余の間に培ったネットワークと、人材紹介・派遣業の経営者と
してのノウハウ、2度の一般企業への出向経験を活かせる場として快諾いたしました。

沖縄県内も全国の地方と同様に近い将来、生産労働人口の減少が予想されています。 
都市部の方々の知見をお借りして、県内企業の攻めの経営や経営課題解決へ貢献いた
だける人材をご紹介していきたいと思います。

ゴルフ、テニス、筋トレ、卓球、飲み会のセッティング

粗にして野だが卑ではない

専門領域・強み

趣味・特技など

好きな言葉

マネージャー就任の経緯

本事業に対する抱負

専門領域・強み

将棋（殆ど「観る将」）　読書　ゴルフ　焼酎（収集とテイスティング）
趣味・特技など

好きな言葉

（公財）かごしま産業支援センターは、本県の中小企業に対する総合的な支援機関で
あり、企業の新たな成長戦略を担う人材の確保・育成も重要な役割の一つとしてい
ます。
県職員時代に培った経験・人脈を活かし、国・県等と密接に連携しながら、当セン
ター理事長とマネージャーを兼務することにより、広い視野で、効果的に有為な
人材を鹿児島に呼び込み・確保できるよう取り組むこととなりました。

マネージャー就任の経緯

鹿児島県は「稼ぐ力」の向上に取り組んでいます。また、我が国は、Society5.0を目
指すなど大きな変革期にあり、企業も新たな取組が求められています。新たな取組
には、それを実施できる「人材」確保が重要な鍵となります。本県企業が果敢に挑戦
して、持続・成長できるよう、金融機関など関係機関と連携の下、企業に寄り添いサ
ポートしてまいります。

本事業に対する抱負

専門領域・強み

趣味・特技など

好きな言葉

マネージャー就任の経緯

本事業に対する抱負



68 6968 69

( 相談件数 )

( 成約件数 )
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0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

3,020

13,441

23,741

34,594

44,301

57,621

65,430

72,631

81,235

88,250

97,198
99,965

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

5858 1,1981,198
3,1383,138

5,7835,783

8,9568,956

12,40412,404
14,61514,615

16,73116,731
19,02019,020 21,50521,505

23,92623,926
24,85324,853

585858 1,1981,1981,198
3,1383,1383,138

5,7835,7835,783

8,9568,9568,956

12,40412,40412,404
14,61514,61514,615

16,73116,73116,731
19,02019,02019,020 21,50521,50521,505

23,92623,92623,926
24,85324,85324,853

プロ人材受入企業の業種

100%80%60%40%20%0%

51%51%
52%52%製造業

卸売業・小売業 12%12%
11%11%

サービス業 _他に
分類されないもの

6%6%
7%7%

建設業 10%10%
9%9%

情報通信業 7%7%
6%6%

運輸業・郵便業 2%2%
2%2%

宿泊業
飲食サービス業

2%2%
2%2%

不動産業
物品賃貸業

2%2%
1%1%

その他 9%9%
10%10%

DMO· 地域商社 0%0%
0%0%

■今年度
■前年度

プロ人材受入企業の業種

100%80%60%40%20%0%

プロ人材受入企業の従業員規模

■今年度
■前年度

1000 人超 4%4%
5%5%

501 ～ 1000 人 6%6%
6%6%

301 ～ 500 人 9%9%
9%9%

101 ～ 300 人 23%23%
24%24%

21 ～ 50 人 18%18%
18%18%

51 ～ 100 人 18%18%
19%19%

20 人以下 18%18%
17%17%

非公開 3%3%
2%2%

プロ人材業の売上規模

100%80%60%40%20%0%

15%15%
15%15%100 億円超

50 ～ 100 億円 9%9%
10%10%

10 ～ 50 億円 24%24%
28%28%

5 ～ 10 億円 9%9%
8%8%

5 億円以下 13%13%
16%16%

非公開 /不明 31%31%
23%23%

■今年度
■前年度

プロ人材受入企業の売上規模・従業員規模

100%80%60%40%20%0%

24%24%
25%25%20 歳代

30 歳代 31%31%
35%35%

40 歳代 20%20%
23%23%

50 歳代 13%13%
12%12%

70 歳代 0%0%
0%0%

60 歳代 3%3%
2%2%

未回答 9%9%
3%3%

■今年度
■前年度

フルタイム フルタイム以外
大企業連携

100%80%60%40%20%0%

20 歳代
5%5%
4%4%

1%1%
1%1%

25%25%
22%22%

8%8%
4%4%

30 歳代

27%27%
28%28%

6%6%
11%11%

40 歳代

18%18%
18%18%

25%25%
31%31%

50 歳代

6%6%
11%11%

24%24%
23%23%

60 歳代

0%0%
1%1%
0%0%
0%0%

70 歳超

18%18%
16%16%

35%35%
29%29%

未回答

■フルタイム以外
■大企業連携
■フルタイム以外（前年度）

■大企業連携（前年度）

プロ人材の年代

0%0%
0%0%社長相当

役員相当 0%0%
1%1%

100%80%60%40%20%0%

部長相当 6%6%
6%6%

課長相当 11%11%
10%10%

係長相当 10%10%
11%11%

専門職・
エキスパート

37%37%
41%41%

その他 35%35%
28%28%

フルタイム

■ 今年度
■ 前年度

プロ人材のポスト
フルタイム以外
大企業連携

100%80%60%40%20%0%

生産性向上
19%19%

15%15%
20%20%

18%18%

40%40%
36%36%

32%32%
24%24%

24%24%
19%19%

29%29%
22%22%

14%14%
14%14%

8%8%
5%5%

4%4%
17%17%

11%11%
30%30%

販路拡大

経営管理

事業分野拡張

その他

■フルタイム以外
■大企業連携
■フルタイム以外（前年度）

■大企業連携（前年度）

フルタイム

100%80%60%40%20%0%

42%42%
41%41%生産性向上

販路拡大 20%20%
22%22%

経営管理 17%17%
16%16%

事業分野拡張 5%5%
6%6%

その他 15%15%
15%15%

■フルタイム
■フルタイム（前年度）

プロ人材のミッション

事業の全体実績

成約件数と相談件数の推移 ( 累計 ) ※令和 2 年以前は四半期ごとに表示
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プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル 人 材 戦 略 拠 点  連 絡 先 一 覧

北海道プロフェッショナル人材センター

青森県プロフェッショナル人材戦略拠点

岩手県プロフェッショナル人材戦略拠点

宮城県プロフェッショナル人材戦略拠点

秋田県プロフェッショナル人材戦略拠点

山形県プロフェッショナル人材戦略拠点

福島県プロフェッショナル人材戦略拠点

茨城県プロフェッショナル人材戦略拠点

栃木県プロフェッショナル人材戦略拠点

埼玉県プロフェッショナル人材戦略拠点

千葉県プロフェッショナル人材戦略拠点

神奈川県プロ人材活用センター

富山県プロフェッショナル人材戦略本部

石川県プロフェッショナル人材戦略拠点

ふくいプロフェッショナル人材総合戦略拠点

山梨県プロフェッショナル人材戦略拠点

長野県プロフェッショナル人材戦略拠点

岐阜県プロフェッショナル人材戦略拠点

静岡県プロフェッショナル人材戦略拠点

愛知県プロフェッショナル人材戦略拠点

三重県プロフェッショナル人材戦略拠点

011-232-2405 

017-735-6550 

019-631-3828 

022-341-6033 

018-860-5624 

023-647-0665 

024-525-4091 

029-264-2200 

028-670-2311 

027-265-5057 

048-647-4075 

043-299-2903 

045-633-5008 

076-411-9156 

076-235-4538 

0776-55-1550 

055-243-1870 

026-238-2623 

058-277-1096 

054-653-1015

052-433-1810

059-253-3888

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

北 海 道 

青 森 県 

岩 手 県 

宮 城 県 

秋 田 県 

山 形 県

福 島 県 

茨 城 県 

栃 木 県 

群 馬 県 

埼 玉 県 

千 葉 県 

神奈川県 

富 山 県

石 川 県 

福 井 県 

山 梨 県 

長 野 県 

岐 阜 県 

静 岡 県 

愛 知 県 

三 重 県

群馬県プロフェッショナル人材戦略拠点
（公益財団法人群馬県産業支援機構）

滋賀県プロフェッショナル人材戦略拠点 

京都府プロフェッショナル人材戦略拠点

奈良県プロフェッショナル人材戦略拠点

和歌山県プロフェッショナル人材戦略拠点

とっとりプロフェッショナル人材戦略拠点

島根県プロフェッショナル人材戦略拠点

岡山県プロフェッショナル人材戦略拠点

広島県プロフェッショナル人材戦略拠点

山口県プロフェッショナル人材戦略拠点

徳島県プロフェッショナル人材戦略拠点

香川県プロフェッショナル人材戦略拠点

愛媛県プロフェッショナル人材戦略拠点

福岡県プロフェッショナル人材センター

佐賀県プロフェッショナル人材戦略拠点

長崎県プロフェッショナル人材戦略拠点

熊本県プロフェッショナル人材戦略拠点

大分県プロフェッショナル人材活用センター

宮崎県プロフェッショナル人材戦略拠点

鹿児島県プロフェッショナル人材戦略拠点

沖縄県プロフェッショナル人材戦略拠点

滋 賀 県 

京 都 府

大 阪 府 

兵 庫 県 

奈 良 県 

和歌山県 

鳥 取 県 

島 根 県

岡 山 県 

広 島 県 

山 口 県 

徳 島 県 

香 川 県 

愛 媛 県 

高 知 県 

福 岡 県 

佐 賀 県 

長 崎 県 

熊 本 県

大 分 県

宮 崎 県

鹿児島県

沖 縄 県

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

077-511-1419

075-315-8897 

06-6910-8311 

078-977-9078 

0742-27-3171 

073-433-3110 

0857-30-6720 

0852-60-5104 

086-286-9011 

082-513-3428 

083-902-0045 

088-635-0611 

087-867-3520 

089-960-1112 

088-855-7748 

092-622-8822 

0952-22-7021 

0957-53-8920 

096-319-5566 

097-576-8309 

0985-23-2613 

099-219-9277 

098-859-6236

OSAKA しごとフィールド中小企業人材支援センター
中核人材雇用戦略デスク（大阪府プロフェッショナル人材戦略拠点）

高知県プロフェッショナル人材戦略拠点
（一般社団法人　高知県 UI ターンサポートセンター）

兵庫県プロフェッショナル人材戦略拠点
（ひょうご専門人材相談センター）
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プ
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事
業

内閣府地方創生推進室
〒100-8914 東京都千代田区永田町 1-6-1
TEL: 03-5253-2111（大代表）

お問い合わせ先

http://www.pro-jinzai.go.jp

プロフェッショナル人材戦略
ポータルサイト


